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401年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||西ｺﾞｰﾄ王ｱﾗﾘｯｸが西ﾛｰﾏ帝国へ侵入開始
401年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||西ｱﾌﾘｶのｳﾞｫﾙﾀ川流域で鉄器文化が普及
401年1月30日-08:00|中国|  ||吐谷渾･烏ｺﾂ提1年|<即位>吐谷渾第7代君主｢烏ｺﾂ提(大孩)｣視連の次男(~405年)
401年1月30日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･永楽11年|広開土王は兵を送って宿軍を攻撃､燕平州刺史慕容歸は
  城を棄てて逃げ新城(撫順)･遼東城(遼陽)を占領
401年1月30日-08:00|中国|  ||南涼･建和2年|南涼の禿髪利鹿孤は河西王を称した
401年3月1日-08:00|中国|  ||後涼･咸寧3年2月|<死去>後涼第3代皇帝｢霊帝(呂纂)｣呂超の兄である呂隆に酔わ
  されて呂超に刺殺された
401年3月1日-08:00|中国|  ||後涼･神鼎1年2月|<即位>後涼第4代天王｢後主(呂隆)｣(~403年8月)神鼎と改元(-40
  3年8月)
401年5月29日-08:00|中国|  ||後秦･弘始3年5月|後秦は隴西公碩徳を遣わして呂隆の軍大いに破る
401年6月27日-08:00|中国|  ||北涼･永安1年6月|<死去>北涼第1代建康公｢段業｣蒙遜に斬り殺される
401年6月27日-08:00|中国|  ||北涼･永安1年6月|<即位>北涼第2代皇帝｢太祖武宣王(沮渠蒙遜)｣(~433年4月)､永
  安と改元(-412年10月)
401年7月27日-08:00|中国|  ||後燕･長楽3年7月|<死去>後燕第4代天王｢中宗昭武帝(慕容盛)｣近衛軍に殺害され
  る
401年7月27日-08:00|中国|  ||後燕･長楽3年7月|<即位>後燕第5代天王｢昭文帝(慕容熙)｣(~407年7月)
401年9月13日-08:00|中国|  ||後燕･光始1年8月20日|<死去>後燕第4代皇帝｢中宗昭武帝(慕容盛)｣
401年9月14日-08:00|中国|  ||後燕･光始1年8月21日|<即位>後燕｢昭文帝(熙)｣慕容垂の末子(~04070914死去)
401年9月24日-08:00|中国|  ||後燕･光始1年閏8月|後燕の慕容熙が光始と改元(-406年12月)
401年10月23日-08:00|中国|  ||後秦･弘始3年9月|後秦の姚碩徳は涼の都姑臧を攻撃し服属させた
401年10月23日-08:00|中国|  ||後涼･神鼎1年9月|後涼は後秦に降伏し服属/後涼の呂隆は後秦より建康公に任
  じられる
401年10月23日-08:00|中国|  ||西涼･庚子2年9月|北涼の支配下にあった酒泉､涼寧が西涼に帰順
401年12月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第39代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ1世｣
401年12月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第40代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ1世｣(~04170312死去)
402年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ軍が西ｺﾞｰﾄをﾎﾟﾚﾝﾃｨｱの会戦で破る
402年-08:00|中国|  |||<即位>柔然第1代可汗｢丘豆伐可汗(社崙)｣(~410年5月)
402年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||柔然･社崙1年|<即位>柔然可汗国｢丘豆伐可汗(社崙)｣(~410年5月死去)､興
  安嶺からｲﾘ川流域に至る地方を支配する
402年2月18日-08:00|中国|  ||東晉･元興1年|東晋の安帝司馬徳宗が元興に改元
402年2月18日-08:00|中国|  ||北魏･天興5年;柔然･社崙1年|北魏の拓跋圭は､材官将軍和突へ黜弗､素古延の諸
  部(後秦の属国)を攻撃させ撃破/柔然の社崙は後秦と親睦していたので､黜弗､素古延へ救援軍を送ったが､和
  突はこれを迎撃撃破
402年2月18日-08:00|中国|  ||南涼･建和3年;後涼･神鼎2年1月|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は､城を落とし､後涼の昌松太
  守孟緯を捕らえた
402年3月20日-09:00|韓国|  ||新羅･奈勿47年2月|<死去>新羅王｢奈勿尼師今王｣
402年3月20日-09:00|韓国|  ||新羅･実聖1年2月|<即位>新羅王｢實聖麻立干｣(~417年)
402年3月20日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･実聖1年2月|新羅､倭国と国交を結び､奈勿王の王子･未斯欣を人質に
  した
402年4月18日-08:00|中国|  ||南涼･建和3年3月|<死去>南涼第2代武威王｢康王(禿髪利鹿孤)｣病死
402年4月18日-08:00|中国|  ||南涼･弘昌1年3月|<即位>南涼第3代皇帝｢景王(禿髪ｼﾞｮｸ檀)｣利鹿孤の弟(~414年7
  月)涼王と称する/404年~408年の間､後秦に服属､楽都に遷都/弘昌(-404年2月)と改元
402年4月20日-08:00|中国|  ||東晋･大亨1年3月|癸酉,桓玄が司馬元顕らを斬首/大亨と改元
402年4月21日-08:00|中国|  ||東晉･隆安6年3月4日|壬申､元興元年より隆安6年に戻される/桓玄､京師建康に入
  り､丞相となって全権を握る
402年6月16日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･永楽12年;後燕･光始2年5月|高句麗が後燕を攻める
402年6月16日-08:00|中国|  ||北魏･天興5年;後秦･弘始4年5月|｢柴壁の戦い｣後秦の姚興は弟の姚平を派遣して
  北魏が支配する平陽を攻撃/北魏は拓跋珪が親征し平陽南部の柴壁で姚平を包囲,姚平軍は全滅
402年9月13日-08:00|中国|  ||後秦･弘始4年;後涼･神鼎2年8月|後涼の呂隆､後秦の姚興に降る;後涼滅ぶ
403年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ軍はﾎﾞﾙﾚﾝﾃｨｱの戦いで西ｺﾞｰﾄ軍を破る
403年3月9日-09:00|韓国/日本|  ||百済･阿ｼﾝ王12年2月|倭国の使者､百済に至る｡百済王､手厚く迎える(
403年8月-08:00|中国|  |||<降伏>後涼第4代皇帝｢後主(呂隆)｣姑臧城を後秦に明け渡し長安に遷り､後涼は滅ん
  だ
403年8月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･阿ｼﾝ王12年;新羅･実聖2年7月|百済が新羅の国境を侵犯
403年9月2日-08:00|中国|  ||北涼･永安3年;後秦･弘始5年8月|呂隆は､蒙遜を攻撃するよう斉難へ勧めた/蒙遜
  は､藏莫孩に迎撃させ､後秦軍の前軍を撃破
403年11月30日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･永楽13年;後燕･光始3年11月|高句麗が軍団を出して燕を侵
  す
404年1月1日-08:00|中国|  ||東晉･永始1年12月3日|<即位>楚第1代皇帝｢武悼帝(桓玄)｣(~永始2年5月26日(404
  年6月19日))､建始の元号を立てるが､すぐに永始に改元
404年1月1日-08:00|中国|  ||東晉･永始1年12月3日|<廃位>東晋第10代皇帝｢安帝(司馬徳宗)｣
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404年1月28日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･永楽14年|倭国が帯方界に出兵し､高句麗が倭の船団を撃破
404年1月28日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後燕･光始4年;高句麗･永楽14年1月|燕王熙が遼東城を攻撃し陥落さ
  せた
404年6月19日-08:00|中国|  ||東晉･永始2年5月26日|<死去>楚第1代皇帝｢武悼帝(桓玄)｣劉裕らが挙兵し討たれ
  る
404年6月19日-08:00|中国|  ||東晉･永始2年5月26日|<即位>楚第2代皇帝｢桓謙｣(~405年)
404年6月19日-08:00|中国|  ||東晉･永始2年5月26日|<復位>東晋第10代皇帝｢安帝(司馬徳宗)｣(~419年1月28日)
404年6月24日-08:00|中国|  ||東晉･天康1年閏5月|年号が元興に戻された/後､桓謙が天康(-405年)と改元
404年8月22日-08:00|中国|  ||南涼･弘始6年7月|<降伏>南涼第3代皇帝｢景王(禿髪ｼﾞｮｸ檀)｣､後秦の姚興に服す/
  南涼は形式的には一時滅亡
404年11月18日-08:00|中国|  ||北魏･天賜1年10月|北魏の道武帝が天賜(-409年10月)と改元
404年12月18日-08:00|中国/朝鮮|  ||後燕･光始4年;高句麗･永楽14年11月|高句麗､後燕に侵入
405年2月15日-08:00|中国|  ||東晉･義熙1年|<即位>東晋の益州刺史のｼｮｳ縦が毛ｺｳを殺し､成都に拠って､成都
  王を称した/後秦に遣使して藩属(蜀の建国)(~413年)
405年2月15日-08:00|中国|  ||東晉･義熙1年|東晋､安帝司馬徳宗が義熙(-418年)と改元
405年2月15日-09:00|朝鮮/中国|  ||後燕･光始5年1月|後燕､高句麗を伐ち､遼東城を攻める
405年2月15日-08:00|中国|  ||後秦･弘始7年1月|西秦の乞伏乾帰､南涼･吐谷渾を討つ
405年2月15日-08:00|中国|  ||西涼･建初1年1月|西涼第1代皇帝｢太祖武昭王(李暠)｣､都を酒泉に遷した/建初(-
  417年2月)と改元
405年5月15日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･実聖4年4月|倭兵が新羅に侵入して来て､明活城を攻撃したが帰った/
  王が待ち伏せし再度戦って彼らを破る
405年6月13日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||百済･阿ｼﾝ王14年5月|倭国に使者を派遣
405年10月9日-09:00|韓国|  ||百済･阿ｼﾝ王14年9月|<死去>百済王｢阿ｼﾝ王｣
405年10月9日-09:00|韓国|  ||百済･腆支王1年9月|<即位>百済王｢腆支王｣(~420年)
405年10月9日-08:00|中国|  ||西涼･建初1年;北涼･永安5年9月|西涼､分離し酒泉へ遷都
405年11月17日-08:00|中国|  ||南燕･太上1年10月10日|<死去>南燕初代皇帝｢世宗献武帝(慕容徳)｣/享年70
405年11月18日-08:00|中国|  ||南燕･太上1年10月11日|<即位>南燕第2代皇帝｢北海王(慕容超)｣慕容徳の甥(~41
  00325死去)､｢太上｣と改元(-410年2月)
406年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ4世｣ｱｽﾊﾟｷｭｱ3世の息子(~409年)
406年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞﾙﾏﾝ諸族がﾗｲﾝ川を越え､ｶﾞﾘｱへ侵入
406年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾌﾝ族がｺﾞｰﾄ族を駆逐し､ﾄﾞﾅｳ川中流域のﾊﾟﾝﾉﾆｱ平原を支配下に入れる
406年2月4日-08:00|中国|  ||吐谷渾･樹洛干1年|<即位>吐谷渾第8代可汗｢樹洛干｣(~417年)第6代可汗｢視羆｣の
  長子
406年2月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･永楽16年;後燕･光始6年1月|戌申､慕容煕は､高句麗を襲撃/燕軍は､
  高句麗の木底城を攻撃したが､勝てずに引き返した
406年3月6日-09:00|韓国/中国|  ||百済･阿ｼﾝ王15年;東晉･義熙2年2月|百済が使臣を東晋に遣わし朝貢
406年9月29日-08:00|中国|  ||南燕･太上2年9月|南燕の慕容法は慕容鐘や段宏と共に造反/慕容超は慕容鎮を派
  遣し青州を落とした/慕容立は呂城を抜き､段宏は魏へ出奔
406年9月29日-08:00|中国|  ||北涼･永安6年;西涼･建初2年9月|北涼の沮沐蒙遜が酒泉攻撃の為､安珍まで進軍
  し､西涼の李暠は､これと戦って敗れた
406年11月27日-08:00|中国|  ||南涼･弘始8年11月|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は楽都から姑臧へ遷都
406年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族ﾗｲﾝ川国境を越えｶﾞﾘｱに移住
407年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｹﾞﾋﾞｯｶ｣
407年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢Gunderic｣(~428年)
407年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｸﾞﾝﾄﾞﾏｰﾙ1世｣ｹﾞﾋﾞｯｶの息子(~411年)､｢ｷﾞｾﾙﾊｰﾙ｣ｹﾞﾋﾞｯｶの息子(~411年
  )､｢ｸﾞﾝﾀﾞﾊｰﾙ｣ｹﾞﾋﾞｯｶの息子(~436年)
407年1月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･永楽17年|高句麗王､歩騎5万を百済に派遣合戦して大勝し､甲冑1万
  領及び多数の武器･武具を獲得
407年1月25日-08:00|中国|  ||後燕･建始1年1月|後燕の慕容熙が建始と改元(-7月)
407年4月10日-09:00|韓国|  ||新羅･実聖6年閏2月17日|<死去>伽耶王｢伊尸品王(明王)｣
407年4月10日-09:00|韓国|  ||新羅･実聖6年閏2月17日|<即位>伽耶王｢坐知王(神王)｣(~4210512死去)
407年4月23日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･実聖6年3月|倭人が新羅東部の辺境に侵入
407年4月23日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･永楽17年3月|使者を北燕に遣わし､かつ宗族に叙する｡北燕王の雲
  は侍御史の李拔を遣わしてこれに報いる
407年7月21日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･実聖6年6月|倭人がまた新羅南部の辺境を侵犯して､100人を掠奪
407年7月21日-08:00|中国|  ||夏･龍昇1年6月|<即位>夏第1代天王｢世祖武烈帝(赫連勃勃)｣旧鉄弗部や鮮卑諸部
  を糾合し後秦から自立(⇒418年皇帝と称する~425年9月18日)龍昇(-413年2月)と改元/後秦はｵﾙﾄﾞｽから陝西北
  部までの領土を失った
407年8月19日-08:00|中国|  ||北燕･正始1年7月|<即位>北燕第1代天王｢恵懿帝(高雲)｣(~409年10月)(北燕の建
  国)正始(-409年10月)と改元
407年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｷﾘｽﾄ教の聖職者､神学者､説教者､ﾖﾊﾈｽ･ｸﾘｭｿｽﾄﾓｽ
407年9月14日-08:00|中国|  ||後燕･建始1年7月27日|<死去>後燕｢昭文帝(熙)｣
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407年9月18日-08:00|中国|  ||北涼･永安7年;南涼･建和8年8月|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は自ら全軍を率いて北涼に攻
  め込んだが北涼の沮渠蒙遜に大敗(均石の戦い)日勒郡･西郡を失った
407年11月16日-08:00|中国|  ||夏･龍昇1年;後秦･弘始9年10月|夏の赫連勃勃が鮮卑の薛千等三部を破った/更
  に､秦の三城以北の諸堡を攻撃し､秦将の楊丕や姚石生等を斬った
407年12月16日-08:00|中国|  ||夏･龍昇1年;南涼･建和8年11月|夏の赫連勃勃が南涼の広武郡へ攻め込み略奪し
  て撤退/南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は夏軍を追撃して陽武で戦った(陽武下峡の戦い)が勃勃の反撃にあって全軍覆滅
408年2月13日-09:00|韓国|  ||百済･腆支王4年|百済の佐平制始まる
408年4月12日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･永楽18年3月|高句麗､北燕に遣使し､宗族に叙せらる
408年5月1日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国東方担当皇帝(ﾃｵﾄﾞｼｳｽ朝)｢ｱﾙｶﾃﾞｨｳｽ｣自然死
408年5月1日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国東方担当皇帝｢ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世"ｶﾘｸﾞﾗﾌｫｽ"(能書家)｣ｱﾙ
  ｶﾃﾞｨｳｽの息子(~04500728自然死)
408年6月10日-08:00|中国|  ||南涼･弘始10年;後秦･弘始10年5月|後秦の姚興は南涼に遠征軍を差し向け､南涼
  の禿髪ｼﾞｮｸ檀は姑臧に籠城し二度にわたって後秦軍を退けた
408年8月8日-08:00|中国|  ||夏･龍昇2年;後秦･弘始10年7月|後秦の姚興は夏を攻撃するが夏軍が大勝利
408年12月4日-08:00|中国|  ||南涼･嘉平1年;後秦･弘始10年11月|南涼の君主禿髮ｼﾞｮｸ檀が後秦から離脱して南
  涼を再興/嘉平(-414年7月)と改元
409年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾌﾟﾀ朝のﾁｬﾝﾄﾞﾗｸﾞﾌﾟﾀ2世がｻｶ族を征服
409年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾐﾌﾙﾀﾞﾄ4世｣ｱｽﾊﾟｷｭｱ3世の息子(~411年)
409年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｻｻﾝ朝､ｷﾘｽﾄ教信仰を認める
409年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Hermeric｣ｽｴｳﾞｨ族ｽﾍﾟｲﾝ西部に移住(~438年退位~441年死去)
409年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国の一部
409年1月2日-08:00|中国|  ||後秦･弘始10年12月|乞伏乾帰の長子乞伏熾磐は､枹罕の彭渓念を攻撃したが敗北
409年2月1日-09:00|日本/韓国|  ||百済･腆支王5年|倭国､百済に遣使して夜明珠を送る
409年2月1日-08:00|中国|  ||後秦･弘始11年|彭渓念は､乞伏熾磐の留守を狙って攻撃/熾磐は姚懿へ無断で帰国
  して彭渓念を攻撃撃破/熾磐は枹罕を占領
409年3月3日-08:00|中国|  ||南燕･太上5年2月|南燕の将慕容興宗､斛穀提､公孫帰等が宿豫を攻撃し､これを抜
  いた/慕容超は､更に､公孫帰へ済南を攻撃させ公孫帰は､男女千人を略奪して帰った
409年5月1日-08:00|中国|  ||後秦･弘始11年4月|西秦の乞伏乾帰は度堅山へ遷都
409年7月28日-08:00|中国|  ||西秦･更始1年7月|西秦の乞伏乾帰が苑川に逃げ帰り後秦から自立,再び秦王を称
  した/更始(-412年8月)と改元
409年9月25日-08:00|中国|  ||夏･龍昇3年;後秦･弘始11年9月|姚興は劉勃勃と戦ったが､後秦軍は大敗､夏軍も
  退却/劉勃勃は､再び後秦を攻撃し､黄石固､我羅城を抜いた
409年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｹﾞﾙﾏﾝ系のｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族とｽｳｪﾋﾞ族がｲｽﾊﾟﾆｱへ侵入
409年10月25日-08:00|中国|  ||北燕･正始3年10月|<死去>北燕初代天王｢恵懿帝(高雲)｣寵臣の離班や桃仁に殺
  害された
409年10月25日-08:00|中国|  ||北燕･太平1年10月|<即位>北燕第2代天王｢太祖文成帝(馮跋)｣(~430年)帳下督の
  李桑が離班を斬り､張泰が桃仁を斬った/太平(~430年12月)と改元
409年11月6日-08:00|中国|  ||北魏･永興1年10月13日|<死去>北魏皇帝｢太祖道武帝(拓跋珪)｣次子の拓跋紹に殺
  害される
409年11月10日-08:00|中国|  ||北魏･永興1年10月17日|<即位>北魏第2代皇帝｢太宗明元帝(拓跋嗣)｣(~4231224
  死去),永興(-413年12月)と改元
410年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ｶｳﾝﾃﾞｨﾆｬ2世｣(~434年)
410年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ﾎﾉﾘｳｽがﾌﾞﾘﾀﾆｱ放棄を宣言
410年2月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･永楽20年|高句麗､東夫余を破る
410年2月20日-08:00|中国|  ||西秦･更始2年|<復位>西秦｢高祖武元王(乾帰)｣国仁の弟⇒乾帰の長子｢太祖文昭
  王(熾磐)｣(~428年)
410年2月20日-08:00|中国|  ||東晉･義熙6年|蜀のｼｮｳ縦がｼｮｳ道福に荊州を攻めさせたが敗走
410年2月20日-08:00|中国|  ||北涼･永安10年;南涼･嘉平3年1月|右衛将軍の折掘奇鎮が､石驢山に據って造反/
  南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は楽都へ遷都/禿髪ｼﾞｮｸ檀等が城を出ると､侯甚等が城門を閉ざして造反､侯讃は蒙遜へ降伏
410年2月20日-08:00|中国|  ||北涼･永安10年;南涼･嘉平3年1月|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は自ら蒙遜を攻撃/窮泉にて
  戦い､禿髪ｼﾞｮｸ檀は大敗/蒙遜は進軍し姑藏を包囲､夷･夏の一万余戸が蒙遜へ降伏
410年3月21日-08:00|中国|  ||南燕･太上6年2月|<死去>南燕第2代皇帝｢北海王(慕容超)｣劉裕に捕縛され南燕は
  わずか2代12年で滅亡
410年3月25日-08:00|中国|  ||東晉･義熙6年;南燕･太上6年2月5日|丁亥､東晋の劉裕は総攻撃/南燕の慕容超は
  捕らえられ斬刑
410年4月20日-08:00|中国|  ||西秦･更始2年;後秦･弘始12年3月|西秦王乞伏乾帰は､後秦の金城を攻撃し抜いた
410年4月20日-08:00|中国|  ||北涼･永安10年;南涼･嘉平3年3月|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は北涼軍と戦った(窮泉の戦
  い)がまた大敗
410年4月20日-08:00|中国|  ||南涼･嘉平3年3月|南涼の湟水地区で折堀奇鎮が反乱を起こし討伐軍はこれに大
  敗/ｼﾞｮｸ檀は姑臧から楽都へ都を還した
410年4月20日-08:00|中国|  ||夏･龍昇4年;後秦･弘始12年3月|劉勃勃は胡金簒に平涼を攻撃させた/姚興は平涼
  救援に向かい､金簒を攻撃して殺した/勃勃は甥の左将軍羅提へ定陽を攻撃させ,羅提はこれを抜いた/勃勃自
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  身は､隴右を攻撃し清水まで攻略
410年6月18日-08:00|中国|  ||柔然･斛律1年5月|<死去>柔然可汗国｢丘豆伐可汗(社崙)｣
410年6月18日-08:00|中国|  ||柔然･斛律1年5月|<即位>柔然可汗国｢藹苦蓋可汗(斛律)｣社崙の弟(~414年5月)
410年6月18日-08:00|中国|  ||東晉･義熙6年5月|盧循､東晋の劉毅を破り建康に迫る
410年7月18日-08:00|中国|  ||西秦･更始2年6月|西秦王乞伏乾帰は越質屈機等十余部を討伐し､その衆二万五千
  が降伏
410年8月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||首長ｱﾗﾘｯｸの率いる西ｺﾞｰﾄ軍がﾛｰﾏのｻﾗﾘｱ門から市内に突入して大掠奪を行う(~
  27日)
410年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ族国王｢ｱﾗﾘｯｸ1世｣
410年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ族国王｢ｱﾀｳﾙﾌ｣(~04150815死去)
410年9月15日-08:00|中国|  ||西秦･更始2年8月|西秦は苑川に遷都
410年9月15日-08:00|中国|  ||北涼･永安10年;西涼･建初6年8月|蒙遜が西涼を攻撃/馬廟にて､太子音の軍を破
  る
410年10月14日-08:00|中国|  ||西秦･更始2年;後秦･弘始12年9月|西秦王乞伏乾帰は､後秦の略陽､南安､隴西の
  諸郡を攻撃,全て克った
411年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｱｰﾁﾙ｣ﾐﾌﾙﾀﾞﾄ4世の息子(~435年)
411年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｹﾞﾙﾏﾝ民族の一派ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ族がﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄに侵入してﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国建国,ｸﾞﾝﾀﾞﾊｰﾙ即位(~436
  年)
411年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ｼﾔﾌ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ2世｣(~456年)
411年1月11日-08:00|中国|  ||東晉･義熙6年12月|盧循､劉裕に破れ､番ｸﾞｳに撤退
411年2月9日-08:00|中国|  ||東晉･義熙7年|東晋の劉裕が広州の反乱軍を平定し､海上交易ﾙｰﾄを支配
411年2月9日-08:00|中国|  ||夏･龍昇5年;後秦･弘始13年1月|後秦の姚詳は杏城を守っていたが､劉勃勃から迫
  られて､南方の大蘇へ逃げ斬られた/勃勃は､更に安定を攻撃し,後秦の尚書楊佛嵩は撃破され降伏/夏軍は更に
  東郷を攻撃し下した
411年2月9日-08:00|中国|  ||西秦･更始3年;後秦･弘始13年1月|西北で西秦が造反/姚興は太常の索稜を太尉､領
  隴西内史として､西秦を招撫させた/西秦王乞伏乾帰は後秦王姚興に謝罪して降伏
411年2月9日-08:00|中国|  ||北涼･永安11年;南涼･嘉平4年;吐谷渾･樹洛干7年1月|北涼は姑臧を攻め陥して河
  西を統一/南涼は南では吐谷渾の吐谷渾樹洛干に澆河郡(青海省貴徳県)を攻め陥された
411年9月4日-08:00|中国|  ||西秦･更始3年;後秦･弘始13年8月|西秦王乞伏乾帰は､後秦の略陽太守姚龍を攻撃
  し克った
411年9月4日-08:00|中国|  ||西秦･更始3年;南涼･嘉平4年8月|西秦王乞伏乾帰は､熾磐と中軍将軍審虔(乾帰の
  息子)へ､南涼討伐を命じた/南涼王禿髪ｼﾞｮｸ檀は嶺南で迎撃させたが､敗北
411年9月4日-08:00|中国|  ||西涼･建初7年;北涼･永安11年8月|蒙遜が西涼を攻撃､兵糧が尽きたので軍を撤退/
  李暠は､太子の音に七千騎を与えて追撃させ蒙遜は大敗
411年12月2日-08:00|中国|  ||西秦･更始3年;後秦･弘始13年11月|西秦王乾帰は､南平太守の王憬を攻撃しこれ
  にも克った
411年12月31日-08:00|中国|  ||西秦･更始3年12月|西きょうの彭利髪が枹罕を襲撃して攻略､大将軍､河州牧を
  自称/西秦王乞伏乾帰はこれを討伐したが勝てなかった
412年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahanama｣Upatissa1世の兄弟(~434年)
412年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Drest｣(~452年)
412年1月30日-08:00|中国|  ||西秦･更始4年1月|西秦王乞伏乾帰は再び西きょうの彭利髪を討伐,これを捕らえ
  斬った/きょうの部落一万三千戸を収める
412年2月28日-08:00|中国|  ||西秦･更始4年2月|西秦王乞伏乾帰は談郊へ遷都
412年2月28日-08:00|中国|  ||西秦･更始4年;吐谷渾･樹洛干8年2月|西秦王乞伏乾帰は吐谷渾の阿若干を攻撃し
  降伏させた
412年6月25日-08:00|中国|  ||西秦･更始4年6月|<死去>西秦第2代皇帝｢高祖武元王(乞伏乾帰)｣乞伏公府に弑逆
  される
412年8月23日-08:00|中国|  ||西秦･更始4年7月|乞伏智達等は､大夏の乞伏公府を攻撃し捕らえ処刑
412年9月22日-08:00|中国|  ||西秦･永康1年8月|<即位>西秦第3代皇帝｢太祖文昭王(乞伏熾磐)｣(~428年5月)｢大
  将軍､河南王｣を自称､永康(-419年12月)と改元
412年11月20日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･永楽22年10月|<死去>高句麗王｢広開土王｣
412年11月20日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･永楽22年10月|<即位>高句麗王｢長寿王｣(~491年)
412年11月20日-08:00|中国|  ||北涼･永安12年10月|北涼の蒙遜は､姑藏へ遷都
412年11月20日-08:00|中国|  ||夏･龍昇6年;後秦･弘始14年10月|姚興は楊佛嵩をﾖｳ州刺史に任命し嶺北の兵を
  与えて夏を攻撃させた/楊佛嵩は敗北し勃勃に捕らえられ自殺
412年12月19日-08:00|中国|  ||北涼･玄始1年11月|北涼第2代皇帝｢太祖武宣王(沮渠蒙遜)｣が河西王と称し姑臧
  に都を置いた/玄始(-428年12月)と改元
413年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||刺史杜憲度が侵略してきた苑胡達を殺す
413年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾝ族国王｢ｵｸﾀﾙ｣(~430年)､｢ﾙｰｱ｣ﾌﾞﾚﾀﾞとｱｯﾃｨﾗの伯
  父(~434年春死去)共同統治
413年2月-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范胡達｣
413年2月-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范敵真｣(~415年)
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413年2月17日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王2年|高句麗王璉(長寿王)､東晋に長史を遣わし､始めて表を
  奉じて朝貢/東晋､璉を使持節･都督営州諸軍事･征東将軍･高句麗王･楽浪公となす
413年2月17日-09:00|日本/中国|  ||東晉･義熙9年|倭王讃が東晋に朝貢
413年2月17日-08:00|中国|  ||東晉･義熙9年|東晋･劉裕の部将朱齢石の率いる軍勢により後蜀軍は敗北,成都も
  陥落/国王｢ｼｮｳ縦｣は自殺し後蜀は滅亡
413年2月17日-08:00|中国|  ||北涼･玄始2年;南涼･嘉平6年|南涼の禿髪ｼﾞｮｸ檀は蒙遜を攻撃し蒙遜は､これを若
  厚塢と若涼で連破/北涼軍は､そのまま進軍して楽都を包囲､南涼の湟河太守文支が郡ごと蒙遜へ降伏
413年2月17日-08:00|中国|  ||東晉･義熙9年|劉裕が朱齢石を遣わして蜀を攻めたため､ｼｮｳ縦は兵敗れて自縊
413年4月17日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔1年3月|夏の君主赫連勃勃が無定河上流北岸に統万城を築き都とし､鳳翔
  (-418年10月)と改元
413年4月17日-08:00|中国|  ||東晉･義熙9年3月|東晋､義煕の土断(戸籍法)の施行
414年2月6日-08:00|中国|  ||北魏･神瑞1年1月|北魏の明元帝が神瑞(-416年4月)と改元
414年5月5日-08:00|中国|  ||南涼･嘉平7年4月|唾契汗､乙佛等の部族が､皆､南涼へ造反/南涼王禿髪ｼﾞｮｸ檀は乙
  佛を攻撃し､これを大いに破った
414年6月4日-08:00|中国|  ||柔然･歩鹿真1年5月|<死去>柔然可汗国｢藹苦蓋可汗(斛律)｣
414年6月4日-08:00|中国|  ||柔然･歩鹿真1年5月|<即位>柔然可汗国｢郁久閭歩鹿真｣社崙･斛律の長兄の子(~同
  年殺される)⇒｢牟汗ﾌｩｰ升蓋可汗(大檀)｣社崙の叔父(僕渾)の子(~429.8)
414年6月4日-08:00|中国|  ||西秦･永康3年;南涼･嘉平7年5月|西秦の乞伏熾磐は南涼が鮮卑族の反乱鎮圧に出
  撃した隙をつき楽都を陥落/南涼支配下の3郡も全て西秦に制圧される
414年6月4日-08:00|中国|  ||後秦･弘始16年5月|妖賊の李弘と｢てい｣の仇常が貳城にて造反/姚興は輿に乗って
  親征し仇常を斬り李弘を捕まえて帰った
414年7月4日-08:00|中国|  ||南涼･嘉平7年6月|<退位>南涼第3代皇帝｢景王(禿髪ｼﾞｮｸ檀)｣西秦に降伏し､南涼は
  滅亡
414年10月30日-08:00|中国|  ||西秦･永康3年10月|河南王乞伏熾磐は､再び秦王と自称
414年12月28日-08:00|中国|  ||北魏･神瑞1年12月|乞升蓋可汗は北魏へ侵入/魏王嗣はこれを攻撃し可汗は逃げ
  る
415年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范文敵｣(~420年死去)
415年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝(ｳﾞｧｯｻｸﾞﾙﾏ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢名前不明｣(~450年)
415年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Raghu｣(~435年)
415年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ｸﾏｰﾗｸﾞﾌﾟﾀ1世｣(~455年)ﾅｰﾗﾝﾀﾞ寺院を建立
415年3月26日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔3年;後秦･弘始17年3月|夏の赫連勃勃は後秦の杏城を攻撃しこれを抜い
  た
415年3月26日-08:00|中国|  ||北涼･玄始4年;西秦･永康4年3月|北涼の沮沐蒙遜が､西秦の廣武軍を攻撃し､これ
  を抜いた/乞伏熾磐は､二人の将軍を派遣したが､蒙遜は､二軍とも撃破
415年6月23日-08:00|中国|  ||西秦･永康4年;北涼･玄始4年5月|西秦の乞伏熾磐は北涼の皇河を襲撃､守将の沮
  沐漢平は司馬の隗仁を派遣して撃破/熾磐は再び攻撃し漢平を降伏させた/自身はそのまま進軍して乙佛窟乾
  を攻撃､三千余戸を降伏させて､帰国
415年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ族国王｢ｱﾀｳﾙﾌ｣暗殺される
415年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ族国王｢ｼｹﾞﾘｯｸ｣(~04150822暗殺された)
415年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ族国王｢ｼｹﾞﾘｯｸ｣暗殺された
415年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾜﾘｱ｣(~418年死去)ﾄｩｰﾙｽﾞ(ﾄﾛｻ)を首都と
  定める/西ｺﾞｰﾄがﾛｰﾏと同盟
415年9月20日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･実聖14年8月|新羅､風島において倭人と戦い勝った
415年10月19日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔3年;後秦･弘始17年9月|赫連勃勃は再び後秦を攻撃し平涼太守姚軍を捕
  らえ新平へ入った
416年3月15日-08:00|中国|  ||後秦･永和1年2月|<死去>後秦第2代皇帝｢高祖(姚興)｣
416年3月15日-08:00|中国|  ||後秦･永和1年2月|<即位>後秦第3代皇帝｢後主(姚泓)｣(~417年),永和と改元
416年5月13日-08:00|中国|  ||北魏･泰常1年4月|北魏の明元帝が泰常(-423年12月)と改元
416年7月11日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔4年;後秦･永和1年6月|夏の赫連勃勃は上圭を攻略/夏軍は陰密まで侵攻/
  後秦の鎮北将軍姚恢は安定を棄て,安定は夏へ降伏/後秦は姚紹と征虜将軍尹昭等が反撃撃破
416年7月11日-08:00|中国|  ||後秦･永和1年6月|ﾃｲ王の楊盛が秦の祈山を攻撃してこれを抜き秦州へ迫った/秦
  の後将軍姚平が救援に駆けつけたので楊盛は退却/楊盛は､甥の楊倦に後秦を攻撃させたが後秦の斂曼鬼がこ
  れを撃退
416年11月6日-08:00|中国|  ||東晉･義熙12年;後秦･永和1年10月|東晋の劉裕､洛陽を攻略
417年1月4日-08:00|中国|  ||後秦･永和1年12月|後秦の姚懿は挙兵して帝と称した/姚紹が姚懿を捕らえ孫暢を
  誅殺
417年2月3日-08:00|中国|  ||吐谷渾･樹洛干12年|<死去>吐谷渾第8代君主｢樹洛干｣
417年2月3日-08:00|中国|  ||後秦･永和2年1月|後秦の姚恢は､大都督･建義大将軍と自称､眉城を攻撃/姚恢軍は
  ､鎮西将軍姚甚を撃破/姚恢は姚紹へ迫ったが背後を姚譖軍に襲撃されて大敗
417年3月4日-08:00|中国|  ||西涼･建初13年2月|<死去>西涼第1代皇帝｢太祖武昭王(李暠)｣
417年3月4日-08:00|中国|  ||西涼･嘉興1年2月|<即位>西涼第2代皇帝｢後主(李ｷﾝ)｣(~420年7月)/嘉興(-420年7
  月)と改元
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417年3月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第40代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ1世｣
417年3月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第41代ﾛｰﾏ教皇｢ｿﾞｼﾑｽ｣(~04181226死去)
417年4月3日-08:00|中国|  ||東晉･義熙13年;後秦･永和2年3月|東晋の檀道済軍は潼関へ到着/後秦の姚紹は討
  って出たが､檀道済と王鎮悪が奮戦して大勝利
417年5月2日-08:00|中国|  ||東晉･義熙13年;後秦･永和2年4月|東晋の劉裕は後秦から洛陽を奪回
417年5月2日-08:00|中国|  ||北涼･玄始6年;西涼･嘉興1年4月|北涼の沮沐蒙遜は西涼の李ｷﾝと解支澗にて戦い
  大いに破った
417年6月1日-09:00|韓国|  ||新羅･実聖16年5月|<死去>新羅王｢実聖尼師今王｣
417年6月1日-09:00|韓国|  ||新羅･実聖16年5月|<即位>新羅王｢訥祇麻立干｣(~458年)
417年8月28日-08:00|中国|  ||後秦･永和2年8月|<死去>後秦第3代皇帝｢後主(姚泓)東晋の劉裕の軍に長安に攻
  め入られ､捕らえられて建康で斬られた/後秦は滅んだ
417年8月29日-08:00|中国|  ||東晉･義熙13年;後秦･永和2年8月2日|辛丑､東晋の劉裕は朱超石と徐猗之､薛帛に
  ､蒲阪を攻撃させた/後秦軍は､平原公姚璞と姚和都が迎撃/徐猗之は戦死/朱超石は潼関へ逃げ帰った
417年12月24日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔5年12月|夏軍は関中平野を獲得
418年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｴﾁｵﾋﾟｱのｱｸｽﾑ王国がｲﾝﾄﾞやｾｲﾛﾝと交易
418年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ﾔﾊﾞﾗｰ3世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ｣(~434年)
418年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾜﾘｱ｣
418年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ1世｣(~451年6月ｶﾀﾗｳﾇﾑの戦いで戦死)
418年2月21日-09:00|日本/中国|  ||東晉･義熙14年|この年倭王讃､晋に遣使(｢晋書｣)
418年2月21日-08:00|中国|  ||吐谷渾･阿柴1年|<即位>吐谷渾第9代君主｢阿豺｣第6代可汗｢視羆｣の次男(~424年)
418年2月21日-08:00|中国|  ||東晉･義熙14年;夏･鳳翔6年1月|東晋の傅弘之は､赫連貴の軍を池陽にて大いに破
  り､寡婦渡でも破り､夏軍は退却
418年6月20日-08:00|中国|  ||北魏･泰常3年;北燕･太平10年5月|魏王嗣は征東将軍長孫道生等に北燕を襲撃さ
  せた/長孫道生等は乙連城を抜き和龍へ進攻､燕の単于右輔古泥と戦い撃破/燕王馮跋は籠城し,魏郡はこれを
  攻撃したが落とせず還った
418年11月14日-08:00|中国|  ||夏･鳳翔6年;東晉･義熙14年10月|夏の君主赫連勃勃が東晋を破り長安など関中
  諸城を占領/長安を南都とした
418年12月14日-08:00|中国|  ||夏･昌武1年11月|夏の赫連勃勃は皇帝位に即き昌武(-419年1月)と改元
418年12月14日-08:00|中国|  ||夏･昌武1年;東晉･義熙14年11月|青泥にて､晋軍は夏軍に大敗
418年12月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第41代ﾛｰﾏ教皇｢ｿﾞｼﾑｽ｣
418年12月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾛｰﾏ対立教皇｢ｴｳﾗﾘｳｽ｣(~04190403)
418年12月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第42代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ1世｣(~04220904死去)
419年1月28日-08:00|中国|  ||東晉･義熙14年12月17日|<死去>東晋第10代皇帝｢安帝(司馬徳宗)｣劉裕に殺され
  る
419年1月28日-08:00|中国|  ||東晉･義熙14年12月17日|<即位>東晋第11代皇帝｢恭帝(司馬徳文)｣(~420年7月7日
  )
419年2月11日-08:00|中国|  ||東晉･元熙1年|東晋､恭帝司馬徳文が元熙(-420年)と改元
419年2月11日-08:00|中国|  ||夏･昌武2年;東晉･元熙1年1月|夏将叱奴侯提が二万の軍勢で蒲阪の毛徳祖を攻撃
  /毛徳祖は支えきれず全軍を挙げて彭城へ帰った
419年3月12日-08:00|中国|  ||夏･真興1年2月|夏の君主赫連勃勃が真興(-425年7月)と改元
420年-09:00|日本|  |||堺市のﾓｽﾞ古墳群がこのころ築造
420年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范文敵｣
420年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范陽邁1世｣(~425年死去)
420年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第14代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾔｽﾞﾃﾞｷﾞﾙﾄﾞ1世｣
420年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第15代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｼｬｰﾌﾟｰﾙ4世｣(~同年死去)⇒第16代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｺｽﾛｰ｣(~
  同年死去)⇒第17代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾊﾞﾊﾗｰﾑ5世｣(~438年死去)
420年1月31日-08:00|中国|  ||西秦･建弘1年1月|西秦の乞伏熾磐が建弘(-428年5月)と改元
420年3月30日-09:00|韓国|  ||百済･腆支王16年3月|<死去>百済王｢腆支王｣
420年3月30日-09:00|韓国|  ||百済･腆支王16年3月|<即位>百済王｢久尓辛王｣(~427年)
420年7月7日-08:00|中国|  ||劉宋･永初1年6月11日|<退位>東晋第11代皇帝｢恭帝(司馬徳文)｣東晋が滅亡
420年7月10日-08:00|中国|  ||劉宋･永初1年6月14日|<即位>宋第1代皇帝｢高祖武帝(劉裕)｣(~422年6月26日)宋
  が建国され,永初と改元
420年7月26日-08:00|中国|  ||北涼･玄始9年;西涼･嘉興4年7月|<死去>西涼第2代皇帝｢後主(李ｷﾝ)｣､北涼の沮渠
  蒙遜に殺される/北涼は酒泉を獲得
420年7月26日-08:00|中国|  ||西涼･嘉興4年7月|<即位>西涼第3代皇帝｢冠軍侯(李恂)｣(~421年3月)
420年9月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||初代ｷﾘｽﾄ教の教父の聖ﾋｴﾛﾆﾑｽ死去(誕生:340)
420年10月23日-08:00|中国|  ||西秦･建弘1年;北涼･玄始9年9月|西秦の振武将軍王基等が､北涼の胡園戌を襲撃
  し､二千余人を捕らえて帰った/北涼が二度に渡って侵略したが､どちらも撃退
420年10月23日-08:00|中国|  ||西涼･永建1年9月|西涼宋承達は､李恂を冠軍将軍･涼州刺史に推戴し､永建(-421
  年3月)と改元
421年2月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨｳｽ3世｣ﾃｵﾄﾞｼｳｽ1世の娘婿で､ｱﾙｶﾃﾞｨｳｽとﾎﾉﾘｳｽの義弟.ﾎﾉﾘ
  ｳｽの共同皇帝(~9.2自然死)
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421年3月20日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･永初2年2月|倭王讃が宋に朝貢し､武帝に安東将軍倭国王の称号を授
  けられる
421年4月18日-08:00|中国|  ||北涼･玄始10年;西涼･永建2年3月|<死去>西涼第3代皇帝｢冠軍侯(李恂)｣北涼軍の
  攻撃を受け敦煌に立て籠もって戦ったが敗れて自殺/西涼を滅ぼし北涼は河西全域を支配
421年5月12日-09:00|韓国|  ||百済･久尓辛2年3月25日|<死去>伽耶王｢坐知王(神王)｣
421年5月12日-09:00|韓国|  ||百済･久尓辛2年3月25日|<即位>伽耶王｢吹希王(恵王)｣(~451年)
421年8月14日-08:00|中国|  ||西秦･建弘2年;北涼･玄始10年7月|北涼の沮渠蒙遜は西秦を攻撃/西秦の乞伏熾磐
  は迎撃､敵兵二千を殺して凱旋
421年9月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国西方担当共同皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨｳｽ3世｣
421年11月11日-08:00|中国|  ||北魏･泰常6年10月|魏の尚書滑稽が倉垣を攻撃し大勝利/陳留太守の厳稜は渓斤
  へ降伏/渓斤は､滑台へ猛攻を加え遂にこれを抜いた/渓斤は､更に進撃して擢廣を撃破､虎牢まで進み毛徳祖と
  戦ってこれを破った
422年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｱﾙﾀｸｼｱｽ4世｣(~428年)
422年1月9日-08:00|中国|  ||北魏･泰常6年12月|泰山､高平､金郷等の郡が､全て魏の手に落ちた
422年4月7日-08:00|中国|  ||北魏･泰常7年3月|魏の渓斤は許昌の李元徳を攻撃し,李元徳は敗走し魏は許昌を
  占拠/毛徳祖は城を出て公孫表と戦ったが､渓斤軍が帰って来て公孫表と合流したので毛徳祖は大敗
422年6月26日-08:00|中国|  ||劉宋･永初3年5月21日|<死去>宋第1代皇帝｢高祖武帝(劉裕)｣/59歳(誕生356年)
422年6月26日-08:00|中国|  ||劉宋･永初3年5月21日|<即位>宋第2代皇帝｢少帝(劉義符)｣(~424年7月7日)
422年8月4日-08:00|中国|  ||西秦･建弘3年;北涼･玄始11年7月|蒙遜は西秦を攻撃/西秦はこれを迎撃し沮沐成
  都を捕らえた
422年9月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第42代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ1世｣
422年9月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第43代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ1世｣(~04320727死去)
423年1月28日-08:00|中国|  ||劉宋･景平1年|劉宋の少帝劉義符が景平と改元(-424年8月)
423年2月26日-08:00|中国|  ||北魏･泰常8年2月|北魏､赤城･五原間に長城を築き､柔然に備える
423年3月28日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王12年;劉宋･景平1年3月|高句麗､宋に遣使
423年3月28日-08:00|中国|  ||劉宋･景平1年;北魏･泰常8年3月|魏の叔孫建は東陽城へ迫ったが､宋の竺変､垣苗
  は総力を挙げてこれを守り､時には奇襲して敵を破った
423年6月17日-08:00|中国|  ||北魏･泰常8年閏4月23日|己未､北魏､虎牢を攻略
423年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国西方担当皇帝｢ﾎﾉﾘｳｽ｣自然死/38歳(誕生03840909)
423年8月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾖﾊﾝﾈｽ｣ﾎﾉﾘｳｽ死後､ﾃｵﾄﾞｼｳｽ朝を疎んだ元老院から推挙され(~425
  .5東方正帝ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世が派遣したｹﾞﾙﾏﾝ人の将軍ｱｽﾊﾟﾙに敗れて処刑された)
423年12月19日-08:00|中国|  ||北魏･泰常8年11月|魏の周幾が許昌を攻撃,許昌は潰れ､李元徳は項城へ逃げた/
  魏軍は汝陽も包囲,汝陽太守王公度は項城へ逃げた
423年12月24日-08:00|中国|  ||北魏･泰常8年11月6日|<死去>北魏第2代皇帝｢太宗明元帝(拓跋嗣)｣
423年12月27日-08:00|中国|  ||北魏･泰常8年11月9日|<即位>北魏第3代皇帝｢世祖太武帝(拓跋燾)｣(~04520311
  死去)
424年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｹﾚﾃﾞｨｸﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾈｯﾀﾞ｣(~453年)
424年2月16日-09:00|韓国/中国|  ||百済･久尓辛5年;劉宋･景平2年|百済､宋に遣使
424年2月16日-08:00|中国|  ||北魏･始光1年1月|北魏の太武帝が始光(-428年1月)と改元
424年3月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･訥祗8年;高句麗･長寿王12年2月|新羅が高句麗に使臣を派遣し､国交
  を開かせた
424年7月7日-08:00|中国|  ||劉宋･景平2年5月25日|<廃位>宋第2代皇帝｢少帝(劉義符)｣幽閉される(~6月24日司
  空徐羨之に暗殺される)
424年8月11日-08:00|中国|  ||西秦･建弘5年;北涼･玄始13年7月|西秦の乞伏熾磐は北涼を襲撃/西秦軍は､河西
  の白草嶺､臨松郡を連破し､民二万余を強制連行して帰国
424年9月17日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉1年8月9日|<即位>宋第3代皇帝｢太祖文帝(劉義隆)｣(~453年3月16日)元
  嘉(-453年)と改元
424年10月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｧﾚﾝﾃｨﾆｱﾇｽ3世｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨｳｽ3世の息子で､ﾃｵﾄﾞｼｳｽ1世の孫(~0455
  0316跡継ぎを持たないままに暗殺される)
425年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范陽邁1世｣
425年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范陽邁2世｣(~446年,敗戦逃亡)
425年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｴﾌﾀﾙ族がｲﾗﾝに侵入
425年1月6日-08:00|中国|  ||北魏･始光1年;柔然･大檀11年12月|太武帝は柔然を攻撃させ､諸軍は大勝利
425年2月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王14年;北魏･始光2年|高句麗､北魏に遣使朝貢
425年2月4日-09:00|日本|  ||北魏･始光2年|仁徳天皇陵作られる(大阪府)
425年2月4日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･元嘉2年|倭王讃､司馬曹達を派遣し宋に朝貢
425年2月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ皇帝ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世(24)が､ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙに大学が設置される
425年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾖﾊﾝﾈｽ｣東方正帝ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世が派遣したｹﾞﾙﾏﾝ人の将軍ｱｽﾊﾟﾙに敗れて
  処刑された
425年5月4日-08:00|中国|  ||西秦･建弘6年4月|西秦の乞伏熾磐は臨松を襲撃/南涼の鎮南将軍沮沐白蹄を捕ら
  え､住民五千戸を枹干へ強制連行
425年7月2日-08:00|中国|  ||仇池･楊玄1年6月|<死去>後仇池第2代皇帝｢楊盛｣
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425年7月2日-08:00|中国|  ||仇池･楊玄1年6月|<即位>後仇池第3代皇帝｢楊玄｣(~429年死去)
425年7月31日-08:00|中国|  ||西秦･建弘6年7月|西秦の乞伏熾磐は鎮南将軍の吉比に､黒水きょうの酋長丘擔を
  攻撃させ､大勝利
425年8月30日-08:00|中国|  ||夏･承光1年;西秦･建弘6年8月|夏王の赫連勃勃は苑川を攻撃させ､安南を攻撃さ
  せた/西秦の乞伏熾磐は退却/葦伐は､安南を抜き､西秦の秦州刺史擢爽と南安太守李亮を捕らえた
425年8月30日-08:00|中国|  ||西秦･建弘6年;北涼･玄始14年8月|西秦の乞伏熾磐は乞伏暮末に西安を攻撃させ
  たが勝てず､番禾を攻撃/北涼王蒙遜は迎撃
425年9月18日-08:00|中国|  ||夏･承光1年8月20日|<死去>夏第1代天王｢世祖武烈帝(赫連勃勃)｣
425年9月18日-08:00|中国|  ||夏･承光1年8月20日|<即位>夏第2代皇帝｢廃主(赫連昌)｣(~428年)
425年10月28日-08:00|中国|  ||北魏･始光2年;柔然･大檀12年10月|北魏の太武帝が柔然討伐を挙行/柔然の部落
  は北へ向かって逃げた
426年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽ『神の国』
426年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ｷﾆﾁ･ﾔｼｭ･ｸｯｸ･ﾓ｣(~435年)
426年1月24日-08:00|中国|  ||吐谷渾･慕貴1年|<即位>吐谷渾第10代可汗｢慕ｶｲ｣第7代可汗｢烏ｺﾂ提(大孩)｣の長
  子(~436年)
426年11月16日-08:00|中国|  ||西秦･建弘7年10月|曇達は､呼廬古と戦い､敗北/呼廬古と葦伐は更に枹干を攻撃
  し熾磐は､定連まで退却/呼廬古を西秦の将軍趙寿生が撃退/呼廬古と葦伐は沙州を攻撃したが､沙州刺史が乞
  伏万年を派遣して撃破
426年11月16日-08:00|中国|  ||北魏･始光3年;夏･承光2年10月冬至|魏帝は夏の統萬を襲撃/夏王は討って出た
  が敗北し城へ逃げ帰った
427年1月14日-08:00|中国|  ||北魏･始光3年;北涼･承玄1年12月|北魏の司空渓斤は長安へ入城/秦･ようのﾃｲ･ｷｮ
  ｳは､皆､渓斤のもとへ降伏/北涼王蒙遜とﾃｲ王楊玄は北魏へ使者を派遣し内附
427年2月12日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･長寿王15年|高句麗長寿王が国内城から平壤に遷都し､大宮殿の安鶴宮を
  造営
427年7月10日-08:00|中国|  ||北魏･始光4年;夏･承光3年6月|魏帝は統萬へ到着､夏王は城を出て戦ったが夏軍
  は大いに潰れ夏王は入城することができず上圭まで逃げた/翌日魏帝は統萬城へ入城
428年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｪ･ﾐｰﾙ･ｼｬﾌﾟｰﾙ｣ﾊﾞﾌﾗﾑ5世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~442年)
428年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｱﾙﾒﾆｱはﾊﾟﾙﾃｨｱ帝国に編入
428年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｹﾞﾝｾﾘｯｸ｣(~4770125死去)
428年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｽｴﾋﾞ王国の一部
428年1月3日-09:00|韓国|  ||百済･久尓辛8年12月|<死去>百済王｢久尓辛王｣
428年1月3日-09:00|韓国|  ||百済･久尓辛8年12月|<即位>百済王｢毘有王｣(~455年)
428年1月3日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年;北涼･承玄2年12月|蒙遜が西秦を攻撃し､磐夷まで進軍/西秦は､元
  基がこれを防いだ/蒙遜は西平を攻撃し抜く
428年2月2日-08:00|中国|  ||夏･承光4年|<退位>夏第2代皇帝｢廃主(赫連昌)｣魏に捕らえられた
428年3月2日-08:00|中国|  ||夏･勝光1年2月|<即位>夏第3代皇帝｢後主(赫連定)｣(~431年6月)､勝光(-431年6月)
  と改元
428年3月2日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加1年2月|北魏の太武帝が神ﾘｷ(-431年12月)と改元
428年3月2日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加1年;承光4年2月|魏の平北将軍尉眷が上圭の夏王を攻撃,夏王は平涼
  まで退却,安定城下へ軍を出した/安頡は出撃して応戦,夏王は敗走落馬し捕らえられた
428年4月1日-08:00|中国|  ||夏･勝光1年;北魏･神鹿加1年3月|夏王は追撃軍を待ち受け前後から挟撃､魏軍は大
  敗､夏は長安まで回復
428年5月30日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年5月|<死去>西秦第3代皇帝｢太祖文昭王(乞伏熾磐)｣
428年5月30日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年5月|<即位>西秦第4代皇帝｢後主(乞伏暮末)｣熾磐の次子(~431年1月
  )永弘(-431年1月)と改元
428年5月30日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年5月|南安太守の擢承伯が､北涼軍に呼応したが､西秦の乞伏暮末は
  これを撃破/西安太守の莫者幼眷も造反､暮末は討伐へ向かったが敗北
428年6月28日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年;北涼･承玄3年6月|西秦の乞伏暮末は北涼の沮渠蒙遜の子息の興国
  を迎撃して捕らえた/吐谷渾王慕貴が､弟の没利延に蒙遜と合流させて西秦を攻撃させた/暮末は迎撃大勝利
428年6月28日-08:00|中国|  ||北涼･承玄1年6月|北涼の沮渠蒙遜が承玄(-431年12月)と改元
428年6月28日-08:00|中国|  ||西秦･永弘1年;北涼･承玄1年6月|北涼王蒙遜は西秦の西平を攻撃､蒙遜は西平を
  通過して､楽都を攻撃/元基は左右を率いて奮撃したので､北涼軍は退却
429年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||(~455)南ｲﾝﾄﾞ系(ﾀﾐﾙ系)の人々がｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗを征服
429年2月20日-08:00|中国|  ||仇池･楊難当1年|<死去>後仇池第3代皇帝｢楊玄｣
429年2月20日-08:00|中国|  ||仇池･楊難当1年|<即位>後仇池第4代皇帝｢楊保宗｣(~同年叔父の楊難当に背かれ
  て廃された)
429年2月20日-08:00|中国|  ||仇池･楊難当1年|<即位>後仇池第5代皇帝｢楊難当｣(~442年閏5月北魏に亡命)
429年2月20日-09:00|日本|  ||履中6年正月|履中天皇､蔵職を建て､蔵部を定める
429年5月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｶﾞｲｾﾘｯｸが率いるｹﾞﾙﾏﾝ系のｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族が､ｲﾍﾞﾘｱ半島からｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ海峡を渡って北ｱ
  ﾌﾘｶに上陸
429年6月16日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加2年;柔然･大檀16年4月29日|庚寅､太武帝は平城を出発/魏軍は､漠南
  で輜重を棄て､軽騎で柔然を襲撃｡栗水まで進んだ｡乞升蓋可汗は廬を焼いて西へ向かって逃げた
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429年7月17日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉6年;南燕･太上5年6月|劉宋の劉裕軍は東完へ入り､前鋒の孟龍符が公
  孫五楼と戦い撃破/劉裕は臨句の南で南燕軍と戦った/燕軍は大敗､晋軍は玉璽を獲得/劉裕は､そのまま北進し
  ､廣固の大城を陥れた
429年9月14日-08:00|中国|  ||柔然･呉提1年8月|<死去>柔然第4代可汗｢乞升蓋可汗(大檀)｣憤死
429年9月14日-08:00|中国|  ||柔然･呉提1年8月|<即位>柔然第5代可汗｢敕連可汗(呉提)｣大檀の子(~444年9月死
  去)
429年9月14日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加2年8月|北魏の太武帝は高車の東部を襲撃させた/高車の諸部は数十
  万落が降伏
429年12月12日-08:00|中国|  ||西秦･永弘2年11月|南安の諸きょう万余人が､西秦に造反/西秦の乞伏暮末は､て
  い王の楊難當に救援を求め賊徒を討った
430年-09:00|日本|  |||倉敷の造山古墳がこのころ築造
430年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾌﾗﾆﾄﾞ朝)｢ﾊﾞﾙｻﾞﾎﾞｯﾄﾞ｣(~440年死去)
430年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾌﾗﾆﾄﾞ朝)｢ﾊﾞｸｰﾙ2世｣(~455年)
430年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王｢Catigern｣(~447年)
430年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｰｲｽ王｢Cadeyern Fendigaid｣(~447年)
430年2月9日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･元嘉7年1月|倭国王､宋に使者を派遣し朝貢
430年3月11日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉7年;北魏･神鹿加3年2月|宋､北魏を攻め､河南を回復
430年8月5日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉7年;北魏･神鹿加3年7月|劉宋の文帝の河南攻撃/劉宋軍の本隊は潼関ま
  で進軍/司州とｺﾝ州は全て奪還された
430年8月28日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽ/75歳(誕生:03541113)｢神国論｣
430年9月4日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉7年;北魏･神鹿加3年8月|魏帝は冠軍将軍安頡に､宋軍の到彦之を攻撃さ
  せた/到彦之は､姚聳夫を差し向けたが敗北
430年10月3日-08:00|中国|  ||北燕･太平22年9月|<死去>北燕第2代天王｢馮跋｣
430年10月3日-08:00|中国|  ||北燕･太平22年9月|<即位>北燕第3代皇帝｢昭成帝(馮弘)｣(~436年3月)435年以降
  宋に封ぜられた燕王となる
430年10月3日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加3年;夏･勝光3年9月|夏王定が､弟の謂以代に魏の鹿城を攻撃させた/
  魏の平西将軍隗帰等がこれを撃退
430年11月2日-09:00|日本|  ||反正1年10月|(丙午)反正天皇､河内の丹比に丹比柴籬宮を造る
430年11月2日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加3年10月|北魏､虎牢などを奪回
430年12月1日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加3年;夏･勝光3年11月|魏帝は､安西将軍古弼等を､安定攻略に向かわ
  せた/夏王は平涼救援に向かったが途中､古弼軍と遭遇魏軍が襲撃し夏軍は大敗,西へ進んで上圭を保った
430年12月31日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加3年;夏･勝光3年12月|夏の上谷公社干と廣陽公度洛孤が降伏し平涼
  は陥落
431年1月29日-08:00|中国|  ||西秦･永弘4年1月|<降伏>西秦第4代皇帝｢後主(乞伏暮末)｣南安で夏軍に攻められ
  /西秦は滅亡
431年1月29日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉8年;北魏･神鹿加4年1月|寿済にて､宋軍は魏の安平公乙栴眷の軍と遭
  遇し敵を大破,高梁亭まで転戦し魏の済州刺史悉煩庫結を斬った
431年1月29日-08:00|中国|  ||北燕･太興1年1月|北燕の君主馮弘が太興(-436年5月)と改元
431年3月9日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加4年;劉宋･元嘉8年2月10日|辛酉､滑台は陥落し､魏軍は劉宋の朱修之
  と東郡太守申謨を捕らえた
431年4月28日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･訥祗15年4月|倭兵が新羅の東辺境を侵犯/ついで明活城を包囲したが
  何らの成果もなしに退いた
431年6月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙ総大司教に任命されていたﾈｽﾄﾘｳｽが､ｴﾌｪｿｽ公会議で異端とされ､国
  外追放
431年6月26日-08:00|中国|  ||夏･勝光4年6月|<廃位>夏第3代皇帝｢後主(赫連定)｣吐谷渾に攻められて捕らえら
  れた/夏は滅んだ
431年6月26日-08:00|中国|  ||北涼･義和1年6月|北涼の沮渠蒙遜が義和(-433年4月)と改元
431年11月21日-08:00|中国|  ||北魏･神鹿加4年10月|北魏､崔浩に律令を改定させる
432年2月17日-08:00|中国|  ||北魏･延和1年1月|北魏の太武帝が延和(-435年1月)と改元
432年7月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第43代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ1世｣
432年7月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第44代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ3世｣(~4400818死去)
432年9月11日-08:00|中国|  ||北魏･延和1年;北燕･太興2年8月|魏の昌黎公丘等が燕王軍を撃退/魏王自ら燕の
  尚書高紹の守るｷｮｳ胡固を攻撃し高紹を斬り殺した/平東将軍賀多羅は帯方､撫軍大将軍永昌王建は建徳､驃騎
  大将軍楽平王丕は冀陽を攻め全て攻略
433年5月5日-08:00|中国|  ||北涼･義和3年4月|<死去>北涼第2代皇帝｢太祖武宣王(沮渠蒙遜)｣
433年5月5日-08:00|中国|  ||北涼･承和1年4月|<即位>北涼第3代皇帝｢哀王(沮渠牧ｹﾝ｣(~439年9月)/永和(-439
  年9月)と改元
433年7月3日-08:00|中国|  ||北魏･延和2年6月|魏の永昌王健と左僕射安原が諸軍を都督して和龍を攻撃/将軍
  樓勃は凡城を包囲､守将の封羽が凡城ごと降伏
433年8月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･訥祗17年;百済･毘有王7年7月|新羅と百済､和睦
434年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ｽﾘﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~435年)
434年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Soththisena｣Mahanamaの息子⇒｢Chattagahaka Jantu｣Maha
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  namaの娘(~435年)
434年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ4世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ｱｲﾊﾑ｣(~455年),｢ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ3世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ｱｲﾊﾑ｣(~456
  年),｢ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ5世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣(~453年)
434年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||春<死去>ﾌﾝ族国王｢ﾙｰｱ｣
434年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||春<即位>ﾌﾝ族国王｢ﾌﾞﾚﾀﾞ｣ｱｯﾃｨﾗの兄(~445年死去)､｢ｱｯ
  ﾃｨﾗ｣(~453年前半死去)共同統治
435年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢不明｣(~438年)
435年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mittasena｣(~436年)
435年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｶｰｸｽﾀｳﾞｧﾙﾏ｣(~455年)
435年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾐﾌﾙﾀﾞｯﾄ5世｣ｱｰﾁﾙの息子(~447年)
435年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||このころｱｯﾃｨﾗがﾊﾝｶﾞﾘｰ盆地に進出しﾌﾝ族の王国を建てる
435年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｱﾌﾘｶのｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国/西ﾛｰﾏ帝国に同盟者として承認される
435年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ﾎﾟﾎﾟﾙ･ﾎﾙ｣
435年2月14日-08:00|中国|  ||北魏･太延1年1月|北魏の太武帝が太延(-440年6月)と改元
435年7月12日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王23年6月|高句麗王は遣使を入魏させて朝貢
436年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Pandu｣(~441年)
436年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｸﾞﾝﾃﾞｨｵｸ｣(~473年死去)
436年2月3日-08:00|中国|  ||吐谷渾･慕利延1年|<即位>吐谷渾第11代可汗｢慕利延｣第7代可汗｢烏ｺﾂ提(大孩)｣の
  次男(~452年)
436年4月2日-08:00|中国|  ||仇池･楊文徳1年3月|後仇池第5代皇帝｢楊難当｣は建義という独自の年号を建て､自
  らを大秦王､妻を王后､世子の楊和を太子として本格的に自立
436年4月2日-08:00|中国|  ||北燕･太興6年3月|北燕第3代皇帝｢昭成帝(馮弘)｣北魏によって追いつめられ高句
  麗に亡命/北燕は滅亡
436年5月2日-08:00|中国|  ||北魏･太延2年;北燕･太興6年4月|魏軍は燕の白狼城を攻撃してこれに勝った
436年6月30日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王25年6月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
436年12月24日-09:00|日本|  ||允恭1年12月|(太歳壬子)第19代允恭天皇即位
437年3月23日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王25年;北魏･太延3年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
438年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢不明｣(~484年)
438年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Simhavarman2世｣(~460年)
438年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第17代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾊﾞﾊﾗｰﾑ5世｣
438年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第18代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾔｽﾞﾃﾞｷﾞﾙﾄﾞ2世｣(~457年死去)
438年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Rechila｣(~448年死去)
438年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｽｴﾋﾞ王｢Hermeric｣(~441年死去)
438年2月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ皇帝ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世が､ﾃｵﾄﾞｼｳｽ法典を発布
438年4月11日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王27年3月|高句麗､北燕王馮弘を殺す(北燕は完全に滅亡)
438年5月10日-08:00|中国/日本|  ||劉宋･元嘉15年4月|倭王弥(珍)が宋に物を贈り､安東将軍の称号を授けられ
  る
439年10月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾞｲｾｯｸが率いるｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ軍が､ｶﾙﾀｺﾞを占領
439年10月19日-08:00|中国|  ||北魏･太延5年;北涼･永和7年9月26日|北涼第3代皇帝｢哀王(沮渠牧ｹﾝ)｣北魏に降
  伏し北涼は滅亡/北魏の太武帝が､華北を統一/五胡十六国時代が終る
439年12月22日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王27年11月|高句麗､北魏に遣使朝献
440年-09:00|日本|  |||和歌山市の滝遺跡がこのころ築造
440年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝(ﾅｸﾞﾌﾟﾙ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Narendrasena｣(~460年)
440年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾌﾗﾆﾄﾞ朝)｢ﾊﾞﾙｻﾞﾎﾞｯﾄﾞ｣
440年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾌﾗﾆﾄﾞ朝)｢ﾊﾞﾗｽﾞ=ﾊﾞｸｰﾙ｣(~450年)
440年1月20日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王27年;北魏･太延5年12月|遣使を魏に送って朝貢
440年2月19日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･訥祗24年|倭人が新羅の南部辺境を侵して､生口(住民)をつかまえて
  行った
440年2月19日-08:00|中国|  ||仇池･楊文徳5年|後仇池第5代皇帝｢楊難当｣は旱魃と災害を理由にして王号を大
  秦王から武都王に戻す
440年7月15日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･訥祗24年6月|倭人がまた新羅の東部辺境を侵犯
440年7月15日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君1年6月|北魏の太武帝が太平真君(-451年6月)と改元
440年8月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第44代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ3世｣
440年8月27日-09:00|日本|  ||允恭5年7月14日|飛鳥宮付近(大和)に地震/わが国の歴史に現れた最初の地震｢日
  本書紀｣
440年9月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第45代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ1世｣(~4611110死去)
441年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Parindu｣Panduの息子(~441年)⇒｢Khudda Parinda｣Panduの
  弟(~447年)
441年9月2日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君2年8月|北涼の沮沐無諱は､永昌王拓跋健のもとへ使者を派遣し､降
  伏
442年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｼｭﾆｸ公ｳﾞｧｻｸ｣ﾔｽﾞｹﾞﾙﾄﾞ2世によって指名されたｱﾙﾒﾆｱ貴族(~451
  年)
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442年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国に､ﾛｰﾏ帝国がｱﾌﾘｶの属領を割譲
442年1月27日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君3年|沮渠無諱､車師を滅ぼし､沮渠氏高昌国を建てる
442年4月26日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君3年4月|北涼の沮沐唐児が､沮沐無諱に背いた/沮沐無諱は自らこ
  れを攻撃し､沮沐唐児は敗死
442年6月24日-08:00|中国|  ||仇池･楊保熾1年閏5月|<即位>後仇池君主｢楊保熾｣(~443年亡命)
442年6月24日-08:00|中国|  ||仇池･楊保熾1年閏5月|<退位>後仇池君主｢楊難当｣仇池を放棄して北魏に亡命
442年12月18日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君3年11月|魏軍の包囲を受けた北涼の酒泉城は城内の食糧が底を
  尽き､万余人が餓死/やがて魏軍は酒泉を抜き､沮沐天周を捕らえ平城へ送った/沮沐天周は､平城で処刑
443年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王｢ｷﾙﾍﾟﾘｯｸ1世｣(~480年死去)
443年2月15日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･元嘉20年|倭王済が宋に物を贈り､安東将軍の称号を授けられる
443年2月15日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君4年|<即位>武都君主｢楊文徳｣自立(~455年)
443年2月15日-08:00|中国|  ||北涼･承平1年|<即位>北涼第1代皇帝｢沮渠無諱｣(~444年)
443年10月10日-08:00|中国|  ||北涼･承平1年9月|北涼の沮沐無諱麾下の将が高昌を攻撃して抜いた/沮沐無諱
  は高昌へ據った/宋は､沮沐無諱を｢都督涼･河･沙三州諸軍事､征西大将軍､涼州刺史､河西王｣とした
444年2月5日-08:00|中国|  ||北涼･承平2年|<死去>北涼第1代皇帝｢沮渠無諱｣
444年2月5日-08:00|中国|  ||北涼･承平2年|<即位>北涼第2代皇帝｢沮渠安周｣(~460年)｢都督涼･河･沙三州諸軍
  事､征西大将軍､涼州刺史､河西王｣の称号を継承
444年5月3日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･訥祗28年4月|倭兵たちが新羅の金城を十日の間包囲し食糧が尽きたの
  で帰った/王が追撃し合戦をして敗北
444年9月28日-08:00|中国|  ||柔然･吐賀真1年9月|<死去>柔然第5代可汗｢敕連可汗(呉提)｣
444年9月28日-08:00|中国|  ||柔然･吐賀真1年9月|<即位>柔然第6代可汗｢処可汗(吐賀真)｣呉提の子(~464年7月
  死去)
445年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾌﾝ族国王｢ﾌﾞﾚﾀﾞ｣
445年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾚｰｸﾞｱｲﾚ･ﾏｯｸ･ﾆｰﾙ｣(~462年)
445年1月24日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉22年|劉宋で元嘉暦施行
446年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范神成｣(~480年死去)
446年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<退位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范陽邁2世｣敗戦逃亡
446年2月12日-08:00|中国|  ||北涼･承平4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢秋仁｣(~470年)
446年2月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||劉宋･元嘉23年|宋軍が林邑(ﾁｬﾝﾊﾟ)へ侵略し却略
446年4月12日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君7年3月|北魏太武帝が崔浩の言を入れて仏教を弾圧し､仏像を破壊
447年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Tiritara｣⇒｢Dathiya｣(~450年)
447年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ1世ｺﾞﾙｶﾞｻﾘ｣ﾐﾌﾙﾀﾞｯﾄ5世の息子(~522年)
447年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王･ﾎﾟｰｲｽ王｢Cadell Ddyrnllwg｣(~460年)
448年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽｴﾋﾞ王｢Rechila｣
448年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢ﾚｷｱﾙ｣(~456.12死去)
450年-09:00|日本|  |||5世紀中葉､日本各地で前方後円墳が築造されだす
450年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜへﾋﾝﾄﾞｩｰ文明が到来
450年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||このころ｢Vishvadeva｣がｶﾄﾏﾝｽﾞでﾘｯﾁｬﾋﾞ王朝を興こす
450年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Pithiya｣(~452年)
450年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝(ｳﾞｧｯｻｸﾞﾙﾏ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Devasena｣(~475年)
450年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾅｰﾗﾝﾀﾞｰ僧院の創立
450年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ﾐｰﾙ｣(~480年)
450年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Cunedda Wledig ap Edern｣(~460年)
450年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｭｰﾄ､ｱﾝｸﾞﾙ､ｻｸｿﾝ族はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに上陸/ﾌﾞﾘﾄﾝ人をｳｪｰﾙｽﾞ､ｺｰﾝｳｫｰﾙ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ
  に追いやり､7王国(ｼﾞｭｰﾄ族→ｹﾝﾄ;ｱﾝｸﾞﾙ族→ﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱ､ﾏｰｼｱ､ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ;ｻｸｿﾝ人→ｴｾｯｸｽ､ｻｾｯｯｸｽ､ｳｪｾｯｸｽ)建設
450年3月29日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君11年;劉宋･元嘉27年3月|劉宋の駿は汝陽へ直接攻め込んだ/魏軍
  は不意を衝かれて大敗/魏軍は引き返してきて戦い宋軍は潰走
450年3月29日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君11年;劉宋･元嘉27年3月|劉宋の文帝は南平内史の藏質を寿春へ派
  遣し,北魏の太武帝が迎撃させた殿中尚書乞地真を撃破
450年7月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･訥祗34年7月|新羅何瑟羅城主､悉直之原に於いて高句麗の辺将を殺す
  ｡高句麗王､怒り兵を挙げて新羅の西辺に侵入｡新羅王､遣使して謝罪するにより､兵を収める
450年7月28日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国東方担当皇帝(ﾃｵﾄﾞｼｳｽ朝)｢ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世｣跡継ぎを
  持たないまま病没
450年8月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国東方担当皇帝｢ﾏﾙｷｱﾇｽ｣ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世の義兄(姉の夫
  )(~4570126跡継ぎに恵まれず､彼とその妻の死によってﾃｵﾄﾞｼｳｽ家は断絶)
450年12月20日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君11年;劉宋･元嘉27年11月|太武帝は鄒山へ到着し､宋の魯郡太守
  崔邪利を捕らえた/宋の武陵王駿は蕭城を攻撃させたが撃退された
450年12月27日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君11年;劉宋･元嘉27年11月8日|魏軍が陜の救援に駆けつけてきた
  ので､宋軍はこれを迎撃/魏軍は大いに潰れた/甲午､陜城は陥落
451年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｱﾄﾞｩｰﾙ･ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ｣ﾔｽﾞｹﾞﾙﾄﾞ2世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~465
  年)
451年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾝ族が再び西進を開始し､ｲﾀﾘｱへ侵入
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451年1月27日-08:00|中国|  ||北魏･太平真君11年;劉宋･元嘉27年12月10日|魏の太武帝は兵を率いて南下/乙丑
  ､魏の燕王談が､胡祟之等を攻撃し､三つの陣営は全て敗北
451年2月17日-09:00|韓国|  ||百済･毘有王25年|<即位>伽耶王｢ﾁﾂ知王(荘王)｣(~492年)
451年2月17日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･元嘉28年|倭王済､宋に遣使し､六国諸軍事を加号される(｢宋書｣倭国
  伝)
451年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  ||以降|<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ1世｣ｶﾀﾗｳﾇﾑの戦いで戦死
451年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  ||以降|<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾄﾘｽﾑﾝﾄﾞ｣(~453年暗殺される)
451年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘｱに侵入したｱｯﾃｨﾗの率いるﾌﾝ族が､ｱｴﾃｨｳｽ将軍の西ﾛｰﾏ軍とｹﾞﾙﾏﾝ諸部
  族軍の連合軍にｶﾀﾗｳﾇﾑ(ｼｬﾛﾝ)の戦いで撃退される
451年7月15日-08:00|中国|  ||北魏･正平1年6月|北魏の太武帝が正平(-452年2月)と改元
451年10月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｶﾙｹﾄﾞﾝ公会議､正統教義の確立
451年11月10日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･延寿1年10月|高句麗､宋に遣使朝貢
452年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾌﾝ族｢ｱｯﾃｨﾗ｣はﾌｨｳﾒの町を略奪し破壊
452年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Talorc｣(~456年)
452年2月6日-08:00|中国|  ||吐谷渾･拾寅1年|<即位>吐谷渾第12代可汗｢拾寅｣第8代可汗｢樹洛干｣の子(~481年)
452年3月11日-08:00|中国|  ||北魏･正平2年2月5日|<死去>北魏第3代皇帝｢世祖太武帝(拓跋燾)｣宦官の宗愛ら
  に殺される(誕生408年)
452年3月11日-08:00|中国|  ||北魏･承平1年2月5日|<即位>北魏第4代皇帝｢南安隠王(拓跋余)｣(~10.29死去)承
  平(-10月)と改元
452年6月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｯﾃｨﾗの率いるﾌﾝ軍がｲﾀﾘｱに侵入(ﾛｰﾏ教皇ﾚｵ1世に説得されﾛｰﾏ市侵入を断念)
452年10月29日-08:00|中国|  ||北魏･承平1年10月1日|<死去>北魏第4代皇帝｢南安隠王(拓跋余)｣宗愛に殺害さ
  れた
452年10月31日-08:00|中国|  ||北魏･興安1年10月3日|<即位>北魏第5代皇帝｢高宗文成帝(拓跋濬)｣(~4650620死
  去),興安(-454年7月)と改元
453年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾄﾘﾊﾟｰｳﾞｧｰｻ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Krishna Varma1世｣(~475年)
453年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Santivarma｣(~460年)
453年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾑﾝﾃﾞｨｰﾙ2世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ｣(~472年),｢ｱﾑﾙ3世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ｣(~486
  年),｢ﾋｼﾞﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ｣(~465年)
453年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾄﾘｽﾑﾝﾄﾞ｣暗殺される
453年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾌﾝ族国王｢ｱｯﾃｨﾗ｣帝国は瓦解し､ﾌﾝ族はﾎﾞﾙｶﾞ河畔にまで退く
453年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ2世｣(~466年暗殺される)
453年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾝ族国王｢ｴﾗｸ｣(~454年ﾈﾀﾞｵの戦いで戦死)
453年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｳｻｲ｣(~490年)
453年3月16日-08:00|中国|  ||劉宋･太初1年2月21日|<死去>宋第3代皇帝｢太祖文帝(劉義隆)｣長男の劉劭によっ
  て殺される/46歳(誕生407年)
453年3月17日-08:00|中国|  ||劉宋･太初1年2月22日|<即位>宋皇帝｢劉劭｣(~5月20日)､太初と改元
453年5月20日-08:00|中国|  ||劉宋･元嘉30年4月27日|<即位>宋第4代皇帝｢世祖孝武帝(劉駿)｣(~464年7月12日)
  /元嘉に元号が戻される
453年5月20日-08:00|中国|  ||劉宋･太初1年4月27日|<廃位>宋皇帝｢劉劭｣武陵王劉駿が捕らえ後に処刑
453年12月16日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王42年11月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
454年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱはｹﾞﾋﾟﾄﾞ王国(ｹﾞﾋﾟﾃﾞｨｱ)の一部(~567年)
454年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾌﾝ族国王｢ｴﾗｸ｣ﾈﾀﾞｵの戦いで戦死
454年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾝ族国王｢ﾃﾞﾝｷｼﾞｯｸ｣(~469年)
454年-01:00|ﾏﾙﾀ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾏﾙﾀはｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国の一部(~464年)
454年2月14日-08:00|中国|  ||劉宋･孝建1年|劉宋の孝武帝劉駿が孝建(-456年)と改元
454年8月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王42年;新羅･訥祗38年7月|高句麗が兵を送って新羅の北辺を
  侵した
454年8月10日-08:00|中国|  ||北魏･興光1年7月|北魏の文成帝が興光(-455年6月)と改元
454年9月8日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･長寿王42年;新羅･訥祗38年8月|高句麗が新羅の北部辺境を侵犯
455年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢ﾀﾞｰﾄｩｾｰﾅ｣Sanghaの息子(~473年)､南ｲﾝﾄﾞ系(ﾀﾐﾙ系)の征服
  者を追放し､王位を奪還
455年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ｽｶﾝﾀﾞｸﾞﾌﾟﾀ｣(~467年)
455年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾌﾟﾀ朝ｽｶﾝﾀﾞｸﾞﾌﾟﾀがﾌﾞｯｼｬﾐﾄﾗの反乱を鎮圧､ｴﾌﾀﾙ族を撃退
455年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌｰﾅ族(ｴﾌﾀﾙ)がｲﾝﾄﾞへ南下し､ｸﾞﾌﾟﾀ朝と交戦
455年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｱﾙｼｭｼｬ2世｣(~470年)
455年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Hengest｣｢Horsa｣(~488年)
455年2月3日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王43年;劉宋･孝建2年|高句麗が遣使を宋に送って朝貢
455年2月3日-08:00|中国|  ||北魏･興光2年|<即位>武都君主｢楊元和｣(~466年亡命)
455年2月14日-09:00|日本|  ||安康2年|このころから大阪府南部の陶邑で須恵器の生産が始まる
455年3月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｧﾚﾝﾃｨﾆｱﾇｽ3世｣将軍ｱｴﾃｨｳｽの元部下により跡継ぎを持たないま
  ま暗殺される(誕生419年)
455年3月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国西方皇帝｢ﾍﾟﾄﾛﾆｳｽ･ﾏｸｼﾑｽ｣元老院議員｡ｳｧﾚﾝﾃｨﾆｱﾇｽ3世が暗殺され
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  た後､元老院の支持によって帝位を得た(~04550531､ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族の前に首都ﾛｰﾏを捨てて逃亡､激怒した民衆に投
  石されて死亡)
455年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国西方皇帝｢ﾍﾟﾄﾛﾆｳｽ･ﾏｸｼﾑｽ｣ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族の前に首都ﾛｰﾏを捨てて逃亡
  ､激怒した民衆に投石されて死亡
455年6月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｹﾞﾝｾﾘｯｸ率いるｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ人とｱﾗﾆ(ｶﾞｲｾﾘｯｸ)がﾛｰﾏ略奪(~16日)
455年7月1日-08:00|中国|  ||北魏･太安1年6月|北魏の文成帝が太安(-459年12月)と改元
455年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｱｳｨﾄｩｽ｣ﾌﾝ族を破った将軍ｱｴﾃｨｳｽの側近.ﾍﾟﾄﾛﾆｳｽの失脚を知った
  西ｺﾞｰﾄ王ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ2世により皇帝に推挙され､属州および元老院の承認を経て皇帝となる(~04561017,民衆の不
  満から元老院によって帝位を剥奪され､ﾏﾖﾘｱﾇｽやﾘｷﾒﾙらによって追放された)
455年7月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞｲｾﾘｯｸ王の率いるｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ軍がｱﾌﾘｶから進軍し､ﾛｰﾏに入り略奪/ｳﾞｧﾝﾀﾞ
  ﾙ艦隊は西地中海を支配
455年9月27日-09:00|韓国|  ||百済･毘有王29年9月|<死去>百済王｢毘有王｣
455年9月27日-09:00|韓国|  ||百済･蓋鹵王1年9月|<即位>百済王｢蓋鹵王｣(~475年)
455年10月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･訥祗39年;高句麗･長寿王43年10月|高句麗が百済を侵入したので百
  済王が軍隊を派遣して救援
456年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ｸﾞﾊﾞｾﾞｽ1世｣(~468年)
456年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Nechtan｣(~480年)
456年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾛｰﾏ帝国西方皇帝｢ｱｳｨﾄｩｽ｣民衆の不満から元老院によって帝位を剥奪さ
  れ､ﾏﾖﾘｱﾇｽやﾘｷﾒﾙらによって追放された
456年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽｴﾋﾞ王｢ﾚｷｱﾙ｣
456年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾘｼｱ王｢Aioulf｣(~457.6死去)
457年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第18代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾔｽﾞﾃﾞｷﾞﾙﾄﾞ2世｣
457年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第19代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ3世｣(~459年死去)
457年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｴﾌﾀﾙ族がｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱ領内に侵入
457年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Framta｣⇒ｶﾞﾙｼｱ王｢Richimund｣(~464年)
457年1月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国東方皇帝｢ﾏﾙｷｱﾇｽ｣跡継ぎに恵まれず､彼とその妻の死によってﾃｵﾄ
  ﾞｼｳｽ家は断絶
457年2月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国東方皇帝(ﾚｵ朝)｢ﾚｵ1世｣(~04740118病死)ﾄﾗｷｱ出身の軍人
457年2月10日-08:00|中国|  ||劉宋･大明1年|劉宋の孝武帝劉駿が大明(-464年)と改元
457年4月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国西方皇帝｢ﾏﾖﾘｱﾇｽ｣ｱｳｨﾄｩｽの同僚.ﾘｷﾒﾙによって傀儡として擁立される
  (~04610802､ﾋｽﾊﾟﾆｱからの敗走中に兵士の反乱に遭って殺害された)
457年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾘｼｱ王｢Aioulf｣
457年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Framta｣(同年死去)⇒｢Richimund｣(~464年)
457年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Maldras｣(~460.2死去)
458年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ｶﾝ･ﾁﾀﾑ｣(~486年)
458年1月31日-09:00|日本|  ||雄略2年1月|湯島天満宮(湯島天神/東京都)創建
458年1月31日-08:00|中国|  ||北魏･太安4年1月|北魏の文成帝は禁酒法を発布
458年8月25日-09:00|韓国|  ||新羅･訥祗42年8月|<死去>新羅王｢訥祗麻立干王｣
458年8月25日-09:00|韓国|  ||新羅･慈悲1年8月|<即位>新羅王｢慈悲麻立干｣(~479年)
458年9月15日 04:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺのｱﾝﾀｷﾔ(ｱﾝﾃｨｵｹｲｱ)で地震(M6.8)死者8万人
458年11月22日-08:00|中国|  ||北魏･太安4年;柔然･予成9年11月|文成帝は､自ら十万騎を率いて柔然を両度に
  わたって攻撃/柔然の處羅可汗は遠く逃げ去り､別部の烏朱賀頽は数千落を率いて降伏
459年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第19代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ3世｣
459年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第20代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾍﾟｰﾛｰｽﾞ1世｣(~484年死去)
459年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢Ailill Molt｣(~478年)
459年5月18日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･慈悲2年4月|倭人が兵船100余隻で新羅東辺境を襲って､さらに進撃し
  て月城を包囲/賊軍が退こうとしたので出兵して攻撃して打ち破った
460年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝(ﾅｸﾞﾌﾟﾙ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prithivishena2世｣(~480年)
460年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Shiva Mandhatri｣(~475年)
460年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Skandavarman4世｣(~480年)
460年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｾｲﾛﾝがﾀﾐﾙ人との交戦でｼｰｷﾞﾘﾔに遷都
460年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽｴﾋﾞ王｢Maldras｣
460年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽｴﾋﾞ王｢Frumar｣(~464年死去)
460年2月8日-08:00|中国|  ||北涼･承平18年|<死去>北涼第2代皇帝｢沮渠安周｣柔然が高昌を攻撃した際に殺害
  され北涼は名実共に滅亡
460年2月8日-08:00|中国|  ||高昌･ｶﾝ伯1年|<即位>高昌国王｢ｶﾝ伯周｣(~477年死去)柔然によって立てられる
460年2月8日-08:00|中国|  ||北魏･和平1年1月|北魏の文成帝が和平(-465年12月)と改元
460年12月29日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･大明4年12月|倭王､宋に遣使
461年1月27日-09:00|韓国/日本|  ||百済･蓋鹵王7年|百済の蓋歯王が弟の昆支君を倭国に遣使
461年3月27日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･大明5年3月|倭国が宋に遣使朝貢
461年8月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾛｰﾏ皇帝｢ﾏﾖﾘｱﾇｽ｣ﾋｽﾊﾟﾆｱからの敗走中に兵士の反乱に遭って殺害された
461年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ﾘｳｨｳｽ･ｾｳｪﾙｽ｣元老院議員､ﾘｷﾒﾙの傀儡として(~465.8,ﾘｷﾒﾙにより
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  暗殺される)
461年11月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第45代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ1世｣
461年11月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第46代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾗﾙｽ｣(~4680229死去)
462年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｲﾘﾙ･ﾓﾙﾄ=ｱｲﾘﾙ･ﾏｯｸ･ﾅｽ･ｲｰ｣(~482年)
462年4月15日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王50年;北魏･和平3年3月|高句麗､北魏に遣使朝献
462年4月15日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･大明6年3月|倭王興が宋に遣使し､安東将軍倭国王の称号を受ける(｢
  宋書｣倭国伝)
462年6月13日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･慈悲5年5月|倭人が活発性(活開城)を襲って破った
463年3月6日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･慈悲6年2月|倭人が新羅の歃良城に侵入したが勝つことができず去っ
  た/王が待ち伏せし攻撃して大きく撃破
464年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Manadeva1世｣(~505年)
464年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽｴﾋﾞ王｢Frumar｣
464年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢Remismund｣再統一(~469年死去)
464年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾙﾀは東ｺﾞｰﾄ王国の一部(~533年)
464年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰ島､ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島は北ｶﾞﾘｱを統治するｼｱｸﾞﾘｳｽが統治(~486年)
464年7月12日-08:00|中国|  ||劉宋･大明8年閏5月23日|<死去>宋第4代皇帝｢世祖孝武帝(劉駿)｣
464年7月12日-08:00|中国|  ||劉宋･大明8年閏5月23日|<即位>宋第5代皇帝｢前廃帝(劉子業)｣16歳(~466年1月1
  日)
464年8月19日-08:00|中国|  ||柔然･永康1年7月|<死去>柔然第6代可汗｢処可汗(吐賀真)｣
464年8月19日-08:00|中国|  ||柔然･永康1年7月|<即位>柔然可汗国｢受羅部真可汗(予成)｣吐賀真の子(~485年死
  去)永康と改元(-485)
464年8月19日-08:00|中国|  ||柔然･永康1年7月|柔然第7代可汗｢受羅部真可汗(予成)｣は､魏へ侵入したが､魏の
  北辺の鎮将が撃退
465年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｱﾄﾞｩｰﾙ･ｸﾞｼｭﾅｽﾌﾟ｣ﾍﾟﾛｽ1世が指名したｲﾗﾝ貴族(~481年)
465年2月12日-08:00|中国|  ||劉宋･永光1年|劉宋の前廃帝劉子業が永光と改元
465年3月13日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王53年;北魏･和平6年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
465年3月13日-08:00|中国|  ||劉宋･永光1年2月|二銖銭が鋳造された
465年4月12日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･慈悲8年3月|紀小弓宿禰､蘇我韓子宿禰､大伴談連､小鹿火宿禰を新羅
  に派遣/大伴談連は戦死､紀小弓宿禰は病死
465年6月20日-08:00|中国|  ||北魏･和平6年5月11日|<死去>北魏第5代皇帝｢高宗文成帝(拓跋濬)｣
465年6月21日-08:00|中国|  ||北魏･和平6年5月12日|<即位>北魏第6代皇帝｢顕祖献文帝(拓跋弘)｣12歳(~471092
  0譲位)
465年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾛｰﾏ皇帝｢ﾘｳｨｳｽ･ｾｳｪﾙｽ｣ﾘｷﾒﾙにより暗殺される
465年9月6日-08:00|中国|  ||劉宋･景和1年8月|劉宋の前廃帝劉子業が景和と改元
466年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ2世｣暗殺される
466年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴｳﾘｯｸ｣(~04841228死去)
466年1月1日-08:00|中国|  ||劉宋･景和1年11月29日|<死去>宋第5代皇帝｢前廃帝(劉子業)｣湘東王劉彧に殺害さ
  れる
466年1月9日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始1年12月7日|<即位>宋第6代皇帝｢太宗明帝(劉彧)｣(~472年5月10日)､泰
  始(-471年)と改元
466年2月1日-08:00|中国|  ||北魏･天安1年|<即位>武都君主｢楊僧嗣｣(~473年死去)
466年2月1日-08:00|中国|  ||北魏･天安1年|<退位>武都君主｢楊元和｣亡命
466年2月1日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始2年|新銭(元嘉四銖と孝建四銖)の使用を禁止し､専ら古銭を流通させた
466年2月1日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始2年1月|晋安王子員は､尋陽にて帝位に即き義嘉と改元
466年2月1日-08:00|中国|  ||北魏･天安1年1月|北魏の献文帝が天安(-467年8月)と改元
466年4月1日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王54年;北魏･天安1年3月|高句麗､北魏に遣使朝献
466年8月27日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始2年8月|沈悠之の諸軍が尋陽へ入城して､晋安王子員の首を斬り､建康
  へ送った/享年11
467年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ﾌﾟﾙｸﾞﾌﾟﾀ｣(~473年)
467年3月21日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王55年;北魏･天安2年2月|高句麗､北魏に遣使朝貢
467年4月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾝﾃﾐｳｽ｣東方正帝ﾏﾙｷｱﾇｽの娘婿.東方正帝ﾚｵ1世によって西方
  正帝と宣言された(~04720711,西ﾛｰﾏ帝国の有力者ﾘｷﾒﾙと争い､敗れて処刑された)
467年9月15日-08:00|中国|  ||北魏･皇興1年8月|北魏の献文帝が皇興(-471年8月)と改元
467年10月14日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王55年;北魏･天安2年9月|高句麗､北魏に遣使朝献
467年12月12日-09:00|朝鮮/韓国/中国|  ||高句麗･長寿王55年;;百済･蓋鹵王13年11月|高句麗･百済､宋に遣使
  して方物を献ず
468年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ﾀﾞﾑﾅｾﾞｽ｣(~522年)
468年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国軍がﾊﾞｼﾘｽｸｽ率いる東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ)帝国艦隊を壊滅
468年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴｳﾘｯｸ王麾下の西ｺﾞｰﾄがｽﾍﾟｲﾝ侵攻を開始
468年2月9日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始4年;北魏･皇興2年|魏の汝陽司馬趙懐仁が武津へ来寇,劉宋の劉面はこ
  れを撃破/魏は義陽へ来寇したが劉面はこれも撃破
468年2月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第46代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾗﾙｽ｣
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468年3月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第47代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾝﾌﾟﾘｷｳｽ｣(~4830310死去)
468年3月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王56年;新羅･慈悲11年2月|高句麗､靺鞨の兵を派遣して新羅の
  北辺を襲い､悉直城を攻め取る
468年4月8日-08:00|中国|  ||劉宋･泰始4年;北魏･皇興2年3月|劉宋の劉面は､許昌にて魏軍を破った
468年5月8日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王56年;北魏･皇興2年4月|高句麗､北魏に遣使朝献
468年12月30日-08:00|中国|  ||北魏･皇興2年;劉宋･泰始4年12月|魏軍は不其城を抜き､沈文静を殺し､東陽城の
  西郭へ入城
469年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾙｼｱ王｢Remismund｣
469年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾝ族国王｢ｲﾙﾅｯｸ｣(~503年)
469年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ族はﾄﾞﾅｳ川北岸に住むｹﾞﾙﾏﾝ諸族と戦い､勝利
469年1月29日-08:00|中国|  ||北魏･皇興3年;劉宋･泰始5年1月|乙丑｡魏軍は遂に東陽城を抜いた/冀州は全て北
  魏の版図へ入った
469年2月27日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･寿王57年;北魏･皇興3年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
469年5月27日-08:00|中国|  ||北魏･皇興3年;劉宋･泰始5年5月|北魏､宋から青州を奪う
469年8月23日-09:00|朝鮮/韓国|  ||百済･蓋鹵王15年;高句麗･長寿王57年8月|百済兵が高句麗南鄙に侵入
470年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾌﾟﾀ王国が分裂し衰退へ
470年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧﾙｽｹﾝ｣(~482年死去)
470年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ王｢ﾃｨｳﾃﾞｨﾐﾙ｣(~475年死去)
470年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Einion Yrth ap Cunedda｣(~500年)
470年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Glywys｣son｣Solarの息子(~480年)
470年3月1日-09:00|日本|  ||雄略14年1月13日|中国･呉の国から職工や縫工が渡来､わが国の服飾文化に大きな
  影響をもたらす/｢呉服｣の名前はこれに由来
470年3月18日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王58年;北魏･皇興4年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
470年7月14日-08:00|中国|  ||北魏･皇興4年;柔然･永康7年6月|受羅部眞可汗は魏へ侵入/魏軍は大挙,諸将は献
  文帝と女水の浜で合流して柔然と戦い大勝利
470年12月9日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王58年;劉宋･泰始6年11月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
471年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ｣(⇒493年ｲﾀﾘｱ王~5260830死去)
471年2月6日-09:00|日本|  ||雄略15年|さきたま古墳群と稲荷山古墳がこのころ築造
471年2月6日-08:00|中国|  ||北魏･皇興5年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢婆羅二世｣(~476年)
471年5月6日-08:00|中国|  ||北魏･皇興5年4月|敕勒の諸部落が挙って造反/北魏の献文帝は､汝陰王天賜に討伐
  させたが,胡莫寒は魏軍を襲撃し,魏軍は敗北
471年9月20日-08:00|中国|  ||北魏･延興1年8月20日|<譲位>北魏第6代皇帝｢顕祖献文帝(拓跋弘)｣
471年9月20日-08:00|中国|  ||北魏･延興1年8月20日|<即位>北魏第7代皇帝｢高祖孝文帝(元宏)｣(~4990426死去)
  ､延興(-476年6月)と改元
471年10月30日-08:00|中国|  ||北魏･延興1年10月|北魏は造反した敕勒の鎮圧に源賀を派遣/源賀は大勝利
472年1月26日-09:00|韓国/中国|  ||北魏･延興2年|百済が北魏に初めて入貢し高句麗討伐を要請
472年2月25日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王60年;北魏･延興2年2月|高句麗､北魏に遣使朝貢
472年5月10日-08:00|中国|  ||劉宋･泰豫1年4月17日|<死去>宋第6代皇帝｢太宗明帝(劉彧)｣
472年5月11日-08:00|中国|  ||劉宋･泰豫1年4月18日|<即位>宋第7代皇帝｢後廃帝･蒼梧王(劉昱)｣(~477年8月1日
  )､泰豫と改元
472年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾝﾃﾐｳｽ｣西ﾛｰﾏ帝国の有力者ﾘｷﾒﾙと争い､敗れて処刑された
472年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｵﾘｭﾌﾞﾘｳｽ｣ｳｧﾚﾝﾃｨﾆｱﾇｽ3世の娘婿(~04721102自然死)ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ軍
  の協力を得て帝位を奪う
472年8月20日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王60年;北魏･延興2年7月|高句麗､北魏に遣使朝貢
472年11月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｵﾘｭﾌﾞﾘｳｽ｣流行病に倒れる
472年12月16日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王60年;劉宋･泰豫1年11月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
473年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢ｶｰｼｬﾊﾟ1世｣ﾀﾞｰﾄｩｾｰﾅ王の息子､ﾀﾞｰﾄｩｾｰﾅを殺害し､王位を簒
  奪(~497年)
473年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ｸﾏｰﾗｸﾞﾌﾟﾀ2世｣(~476年)
473年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｸﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾄ｣(ﾘｵﾝ支配､480年以降全ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄの王~516年)､｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ2
  世｣(ｳﾞｧﾚﾝｽ支配~493年)､｢ｺﾞﾄﾞﾏｰﾙ1世｣(ｳﾞｨｴﾝﾇ支配~486年)､｢ｺﾞﾃﾞｷﾞｾﾞﾙ｣(ｳﾞｨｴﾝﾇ及びｼﾞｭﾈｰｳﾞ支配~500年)
473年2月13日-08:00|中国|  ||北魏･延興3年|<死去>武都君主｢楊僧嗣｣
473年2月13日-08:00|中国|  ||北魏･延興3年|<即位>武都君主｢楊文度｣(~477.12戦死)
473年2月13日-08:00|中国|  ||劉宋･元徽1年|劉宋の後廃帝劉昱が元徽(-477年)と改元
473年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｸﾞﾘｭｹﾘｳｽ｣ｱﾆｼｳｽ氏族出身.ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ族のｸﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾄ王の協力で帝
  位を奪い取る(~474.6,東方正帝ﾚｵ1世の支持を得たﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽに追放される)
473年3月15日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王61年;北魏･延興3年2月|高句麗､北魏に遣使朝貢
473年9月8日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王61年;北魏･延興3年8月|高句麗､北魏に遣使朝献
474年1月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵ1世｣病死
474年1月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵ2世｣ｾﾞﾉﾝとﾚｵ1世の娘ｱﾘｱﾄﾞﾈの子(~11.10病死)
474年2月3日-09:00|日本|  ||雄略18年|物部菟代宿禰と物部目連を遣わし伊勢朝日郎を伐つ
474年4月3日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王62年;北魏･延興4年3月|高句麗､北魏に遣使朝貢
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474年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽ｣東ﾛｰﾏ皇帝ﾚｵ1世の娘婿(~04750828,軍司令官ｵﾚｽﾃｽ
  の裏切りで追放され､ﾀﾞﾙﾏﾃｨｱへ亡命~480年春亡命先で自らの護衛兵によって暗殺された)
474年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ｸﾞﾘｭｹﾘｳｽ｣ﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽに追放される(~480年以降ｻﾛﾅにて病没)
474年6月1日-08:00|中国|  ||劉宋･元徽2年5月|桂陽王劉休範が反乱｡蕭道成により鎮圧
474年7月30日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王62年;北魏･延興4年;劉宋･元徽2年7月|高句麗､北魏に
  遣使朝献/宋に遣使朝貢
474年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>西ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽ｣軍司令官ｵﾚｽﾃｽの裏切りで追放され､ﾀﾞﾙﾏﾃｨｱ
  へ亡命(~480年春亡命先で自らの護衛兵によって暗殺された)
474年11月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵ2世｣病死
474年11月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｾﾞﾉﾝ｣ﾚｵ2世の父(~04750109ﾊﾞｼﾘｽｸｽによって帝位を追わ
  れる)後見役として共同皇帝位にあったが､息子の死で単独の皇帝に即位
475年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝(ｳﾞｧｯｻｸﾞﾙﾏ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Harishena｣(~500年)
475年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾄﾘﾊﾟｰｳﾞｧｰｻ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Vishnuvarma｣(~485年)
475年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Mrigeshavarma｣(~485年)
475年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころｱｼﾞｬﾝﾀｰ第16､17､19窟が開掘
475年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||西ｺﾞｰﾄ､ｴｳﾘｯｸ王法典編纂
475年1月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾛｰﾏ帝国東方皇帝(ﾚｵ朝)｢ﾊﾞｼﾘｽｸｽ｣対立皇帝.ﾚｵ1世の義弟(~476.8廃位)
475年1月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ﾛｰﾏ帝国東方皇帝(ﾚｵ朝)｢ｾﾞﾉﾝ｣ﾊﾞｼﾘｽｸｽによって帝位を追われる
475年1月23日-09:00|日本|  ||雄略19年|未盗掘の石室の発見された倉敷市の勝負砂古墳がこのころ築造
475年1月23日-09:00|韓国|  ||新羅･慈悲18年正月|新羅王は居所を明活城に移した
475年2月21日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王63年;北魏･延興5年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
475年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾛｰﾏ帝国西方皇帝ﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽが蛮族の軍師ｵﾚｽﾃｽの裏切りで追放され､ﾀﾞﾙﾏ
  ﾃｨｱへ亡命
475年9月16日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王63年;北魏･延興5年8月|高句麗､北魏に遣使朝献
475年10月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王63年;百済･蓋鹵王21年9月|<死去>百済王｢蓋鹵王｣高句麗長
  寿王に漢城を攻められ城を逃れたが捕らえられ阿且城で処刑された
475年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾑﾙｽ･ｱｳｸﾞｽﾄｩﾙｽ｣蛮族の軍師ｵﾚｽﾃｽの息子(~4760904退位に追
  い込まれ追放された)
475年11月14日-09:00|韓国|  ||百済･文周王1年10月|<即位>百済王｢文周王｣熊津城へ遷都(~477年)
475年11月14日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王63年;劉宋･元徽3年10月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
476年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ﾌﾞﾀﾞｸﾞﾌﾟﾀ｣(~495年)
476年-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺ､ﾄﾘｴｽﾃはｵﾄﾞｳﾞｧｶﾙ王国の一部(~493年)
476年3月11日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王64年;北魏･延興6年2月|高句麗､北魏に遣使朝貢
476年5月9日-09:00|韓国|  ||百済･文周王2年4月|耽羅が百済の文周王に朝貢
476年7月8日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･慈悲19年6月|倭人たちが新羅東部の辺境に侵入してきたので､王が将
  軍･德智に命じて攻撃して打ち破った
476年7月21日-08:00|中国|  ||北魏･承明1年6月14日|北魏の孝文帝が承明(-12月)と改元
476年8月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾚｵ朝)｢ﾊﾞｼﾘｽｸｽ｣対立皇帝
476年8月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｾﾞﾉﾝ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽに進軍してﾊﾞｼﾘｽｸｽから帝位を奪回(~04910
  409病死)
476年8月6日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王64年;北魏･承明1年7月|高句麗､北魏に遣使朝貢
476年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｵﾄﾞｱｸﾚ｣(ﾍﾙｰﾙ族の王)ｲﾀﾘｱ本土の支配権を奪取(~04930315暗殺)
476年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<退位>西ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾑﾙｽ･ｱｳｸﾞｽﾄｩﾙｽ｣帝位を返上して追放され､以降､法律的に
  は東方正帝が西方正帝を兼ねることとなるが､政治的には西方領土という概念自体が消失
476年10月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王64年;北魏･承明1年9月|高句麗､北魏に遣使朝献
477年-08:00|中国|  |||<即位>高昌国王｢伯周子ｶﾝ義成｣ｶﾝ伯周の子(~478年殺される)
477年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ﾛｰﾏ帝国が滅びると､西ｺﾞｰﾄ､ｴｳﾘｯｸ王は混乱に乗じてﾌﾗﾝｽの中部からｲﾍﾞﾘｱ半島
  の南部まで勢力圏を広げた
477年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王｢ｱｴﾚ｣(~514年)
477年1月25日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｹﾞﾝｾﾘｯｸ｣
477年1月25日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾌﾈﾘｯｸ｣(~4841223死去)
477年1月30日-08:00|中国|  ||北魏･太和1年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢散瞿羅摩三世｣(~499年)
477年1月30日-08:00|中国|  ||北魏･太和1年1月|北魏の孝文帝が太和(-499年12月)と改元
477年3月1日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王65年;北魏･太和1年2月|高句麗､北魏に遣使朝献
477年5月28日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･慈悲20年5月|倭人の軍隊が挙兵して､五道を新羅に通って侵入したが
  ､結局何らの成果なくひきあげた
477年8月1日-08:00|中国|  ||劉宋･昇明1年7月7日|<死去>宋第7代皇帝｢後廃帝･蒼梧王(劉昱)｣蕭道成の命によ
  り殺害･廃立される
477年8月5日-08:00|中国|  ||劉宋･昇明1年7月11日|<即位>宋第8代皇帝｢順帝(劉準)｣(~479年5月27日)昇明(-47
  9年)と改元
477年9月23日-09:00|韓国|  ||百済･文周王3年9月|<死去>百済王｢文周王｣暗殺された
477年9月23日-09:00|韓国|  ||百済･三斤王1年9月|<即位>百済王｢三斤王｣(~479年)
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477年9月23日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王65年;北魏･太和1年9月|高句麗､北魏に遣使朝貢
477年11月22日-08:00|中国/日本|  ||劉宋･昇明1年11月|倭王武が宋に遣使し朝貢
477年12月21日-08:00|中国|  ||北魏･太和1年12月|<死去>武都君主｢楊文度｣戦死
477年12月21日-08:00|中国|  ||北魏･太和1年12月|<即位>陰平君主｢楊広香｣自立(~481年死去)
478年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝ﾘﾊｼｪｰﾅが西部ｲﾝﾄﾞを支配
478年2月18日-09:00|韓国|  ||百済･三斤王2年|解仇は恩率の燕信とともに大豆城に拠って反乱/三斤王は佐平
  の真男､徳率の真老を派遣して討伐させた/解仇は殺され､燕信は高句麗に亡命
478年2月18日-08:00|中国|  ||高昌･ｶﾝ首帰1年|<死去>高昌国王｢伯周子ｶﾝ義成｣殺される
478年2月18日-08:00|中国|  ||高昌･ｶﾝ首帰1年|<即位>高昌国王｢ｶﾝ首歸｣義成兄(~488年殺される)
478年2月18日-08:00|中国|  ||北魏･太和2年|<即位>武興君主｢文王楊文弘｣(~482年死去)
478年6月16日-09:00|日本/中国|  ||劉宋･昇明2年5月|倭王武(雄略天皇?)が宋に上表文を送り､使持節郡督倭･
  新羅･任那･加羅･秦韓･慕韓六国諸軍事安東大将軍倭王の称号を受ける(｢宋書｣倭国伝)
478年8月20日-09:00|日本|  ||雄略22年7月7日|豊受大神宮･外宮創建(三重県伊勢市)<豊受大御神を祀る>
479年1月9日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王66年;劉宋･昇明2年12月|高句麗､宋に遣使して方物を献ず
479年2月7日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王67年;柔然･永康16年|契丹の莫賀弗勿于､高句麗と柔然に攻め
  られる
479年3月11日-09:00|韓国|  ||新羅･慈悲22年2月3日|<死去>新羅王｢慈悲麻立干王｣
479年3月11日-09:00|韓国|  ||新羅･ｼｮｳ知1年2月3日|<即位>新羅王｢知麻立干｣(~500年)
479年4月8日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王67年;北魏･太和3年3月|高句麗､北魏に遣使朝献
479年5月7日-09:00|日本/韓国|  ||雄略23年4月|筑紫の安致臣･馬飼臣らが船軍を率いて高麗を討った
479年5月27日-08:00|中国|  ||劉宋･昇明3年4月21日|<退位>宋第8代皇帝｢順帝(劉準)｣/宋は滅亡
479年5月29日-08:00|中国|  ||南齊･建元1年4月23日|<即位>斉初代皇帝｢太祖高帝(蕭道成)｣(~482年4月11日)
479年6月6日-09:00|韓国/中国|  ||南齊･建元1年5月|加羅国王荷知､斉に遣使朝献｡斉､荷知に輔国将軍･本国王
  を授ける
479年10月2日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王67年;北魏･太和3年9月|高句麗､北魏に遣使朝献
479年11月30日-09:00|韓国|  ||百済･三斤王3年11月|<死去>百済王｢三斤王｣
479年11月30日-09:00|韓国|  ||百済･東城王1年11月|<即位>百済王｢東城王｣(~501年)
480年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范神成｣
480年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范当根純｣(~492年死去)
480年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Nandivarman1世｣(~510年)
480年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｱﾙﾏｲｴﾙ｣(~510年)
480年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ1世｣(対立王)
480年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Iddon ap Ynyr｣(~490年)
480年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Gwynllyw｣Glywysの息子(~523年),｢Pawl｣Glywysの息子(~540年),
  ｢Mechwyn｣Glywysの息子(~500年)
480年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Drest Gurthinmoch｣(~510年)
480年3月27日-09:00|韓国/中国|  ||百済･東城王2年;南齊･建元2年3月|百済､南斉に遣使
480年4月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>元ﾛｰﾏ帝国西方皇帝ﾕﾘｳｽ･ﾈﾎﾟｽがｵﾄﾞｱｹﾙに刺客を送られ､暗殺される
480年4月25日-08:00|中国|  ||北魏･太和4年4月|徐州の住民桓標之等の反乱が魏軍に滅ぼされた
480年12月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨｳﾒ､ﾀﾞﾙﾏﾁｱはｲﾀﾘｱのｵﾄﾞｳﾞｧｶﾙ王国の一部(~493年3月5日)
480年12月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･ｼｮｳ知2年11月|靺鞨が北部辺境(国境)を侵入
481年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｻﾊｸ2世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ｣反乱ｱﾙﾒﾆｱ貴族によって選ばれたｱﾙﾒﾆｱ貴族(~4
  82年ｱｹｽｶﾞの戦いで戦死)
481年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ族ﾃｵﾄﾞﾘｯｸと対抗していたもう一人の王が死去/ﾃｵﾄﾞﾘｯｸは東ｺﾞｰﾄ族唯一の王とな
  った
481年2月15日-08:00|中国|  ||北魏･太和5年|<死去>陰平君主｢楊広香｣
481年2月15日-08:00|中国|  ||吐谷渾･度易候1年|<即位>吐谷渾第13代可汗｢度易侯｣第12代可汗｢拾寅｣の子(~49
  0年)
481年4月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･ｼｮｳ知3年;高句麗･長寿王69年3月|高句麗と靺鞨が新羅北部国境に攻
  めてきて､狐鳴城など七城を奪った/百済･伽揶の援軍と協力し阻んだ/賊軍が敗退
482年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｻﾊｸ2世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ｣ｱｹｽｶﾞの戦いで戦死
482年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧﾙｽｹﾝ｣
482年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｼｬﾌﾟｰﾙ･ﾐﾍﾗﾝ｣(~482年)ｲﾗﾝの軍事占領⇒｢ｳﾞｧﾊﾝ1世ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣臨時
  政府の長(~483年)
482年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｱﾙｼｭｰｼｬ3世｣(~540年)
482年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏのｾﾞﾉﾝ帝がﾍﾉﾃｨｺﾝ(統一勅令)を発布
482年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾙｶﾞｲﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾛｶﾞｲﾘ｣(~507年)
482年1月6日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王69年;南齊･建元3年12月|高句麗､斉に遣使朝貢
482年2月4日-08:00|中国|  ||北魏･太和6年|<死去>武興君主｢文王楊文弘｣
482年2月4日-08:00|中国|  ||北魏･太和6年|<即位>武興君主｢順王楊後起｣(~486年死去)
482年4月11日-08:00|中国|  ||南齊･建元4年3月8日|<死去>斉初代皇帝｢太祖高帝(蕭道成)｣
482年4月11日-08:00|中国|  ||南齊･建元4年3月8日|<即位>斉第2代皇帝｢世祖武帝(蕭ｻｸ)｣(~493年8月27日)
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482年6月2日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･ｼｮｳ知4年5月|倭人が新羅の辺境に侵入
483年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｻﾞﾙﾐｰﾙ･ｶﾚﾝ｣(~483年ｲﾗﾝの軍事占領)⇒｢ﾚｲのｼｬﾌﾟｰﾙ｣ﾍﾟﾛｽ1世が
  指名したｲﾗﾝ貴族(~484年)
483年1月24日-08:00|中国|  ||北魏･太和7年|<即位>陰平君主｢楊炅｣(~495年死去)
483年1月24日-08:00|中国|  ||南齊･永明1年|南斉の武帝が永明(-493年)と改元
483年3月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第47代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾝﾌﾟﾘｷｳｽ｣
483年3月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第48代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｪﾘｸｽ3世｣(~4920301死去)
484年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｶｳﾝﾃﾞｨﾆｬ｣(~514年)
484年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｴﾌﾀｰﾙがｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱと交戦
484年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾊﾝ1世ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣ﾍﾟﾛｽ1世によって指名されたｱﾙﾒﾆｱ貴族(第2期~
  505年)
484年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第20代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾍﾟｰﾛｰｽﾞ1世｣
484年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第21代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾊﾞﾗｰｼｭ1世｣(~488年)
484年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾛｰﾏ教会とｷﾞﾘｼｱ正教会が分裂
484年7月9日-08:00|中国|  ||北魏･太和8年6月|北魏が百官の俸祿制を行なう
484年8月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･知麻立干6年;高句麗･長寿王72年7月|高句麗が新羅北部国境に侵入し
  たので､我が軍は百済と協力して母山城付近で攻撃して(高句麗軍を)撃破
484年11月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王72年10月|高句麗､北魏に遣使朝貢
484年12月23日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾌﾈﾘｯｸ｣
484年12月23日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｸﾞﾝﾀﾑﾝﾄ｣(~496年死去)
484年12月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴｳﾘｯｸ｣
484年12月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾗﾘｯｸ2世｣(~507年春ｳﾞｲｴの戦いで戦死
  )
485年-08:00|中国|  |||<死去>柔然可汗国｢受羅部真可汗(予成)｣
485年-08:00|中国|  |||<即位>柔然第8代可汗｢伏古敦可汗(豆崙)｣予成の子(~492年8月殺される)/太平と改元(-
  492)
485年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾄﾘﾊﾟｰｳﾞｧｰｻ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Simhavarma｣(~516年)
485年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Ravivarma｣(~519年)
485年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ｸ･ｲｼｭ｣(~495年)
485年2月1日-08:00|中国|  ||北魏･太和9年|北魏が均田法を公布する
485年5月30日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王73年;北魏･太和9年5月|高句麗､北魏に遣使朝貢
485年5月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･東城王7年5月|百済､新羅に使者を遣わす
485年10月25日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王73年;北魏･太和9年10月|高句麗､北魏に遣使朝貢
485年12月23日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王73年;北魏･太和9年12月|高句麗､北魏に遣使朝貢
486年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ4世ｲﾋﾞﾝ･ﾋｼﾞﾙ｣(~512年)
486年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ｺﾞｰﾄ族ﾃｵﾄﾞﾘｯｸと東ﾛｰﾏ皇帝ｾﾞﾉﾝとの関係が悪化/ﾃｵﾄﾞﾘｯｸの率いる東ｺﾞｰﾄ族軍は､
  ﾄﾗｷｱに侵入して略奪
486年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｿｱｯｿﾝの戦いでﾌﾗﾝｸのｸﾛｰｳﾞｨｽがﾛｰﾏ軍を破り領土拡大
486年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰ島､ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はﾌﾗﾝｸ王国の一部
486年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾁｬｯｸ･ﾄｯｸ･ｲﾁｬｰｸ2世｣(~508年)
486年1月21日-08:00|中国|  ||北魏･太和10年|<死去>武興君主｢順王楊後起｣
486年1月21日-08:00|中国|  ||北魏･太和10年|<即位>武興君主｢安王楊集始｣(~503年死去)
486年1月21日-08:00|中国|  ||南齊･永明4年|造反人の唐寓之が銭唐を攻略し､皇帝を潜称/更に､高道度等に東
  陽を攻略させる/南斉の武帝は唐寓之を攻撃させ壊滅
486年3月21日-08:00|中国|  ||北魏･太和10年2月|北魏が三長制を行なう
486年4月20日-09:00|韓国/中国|  |||百済､斉に遣使朝貢
486年5月19日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王74年;北魏･太和10年4月|高句麗､北魏に遣使朝貢
486年5月19日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･ｼｮｳ知8年4月|倭人が新羅の国境を侵犯
487年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ｺﾞｰﾄ族ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ王指揮下の東ｺﾞｰﾄ族軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙを攻撃したが東ﾛｰﾏ皇帝ｾﾞﾉ
  ﾝとの講和が成立し軍を退いた
487年2月9日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･太和11年|<即位>高車国(阿伏至羅国)国王｢阿伏至羅｣｢窮奇(阿伏至羅
  の弟)｣柔然の支配を脱し､ｼﾞｭﾝｶﾞﾘｱ地方に移り､高車国をたてる
487年4月9日-09:00|韓国|  ||新羅･ｼｮｳ知9年3月|全国に郵駅を初めて設置し､担当官庁に命じて官道を修理させ
  た
487年6月7日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王75年;北魏･太和11年5月|高句麗､北魏に朝貢
487年9月4日-08:00|中国|  ||北魏･太和11年;柔然･太平3年8月|魏は柔然を攻撃し大勝利
488年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころﾏｲﾄﾗｶ朝がｻｳﾗｰｼｭﾄﾗで興る
488年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第22代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｶﾜｰﾄﾞ1世｣(~496年)
488年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Oisc｣Hengest又はOctaの息子(~512年)
488年1月29日-08:00|中国|  ||高昌･ｶﾝ首帰11年|<死去>高昌国王｢ｶﾝ首歸｣殺される
488年1月29日-08:00|中国|  ||高昌･ｶﾝ首帰11年|<即位>高昌国王｢張孟明｣(~496年殺される)高車によって立て
  られる
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488年1月29日-09:00|韓国|  ||新羅･ｼｮｳ知10年1月|王が月城に移り住んだ
488年2月28日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王76年;北魏･太和12年2月|高句麗､北魏に朝貢
488年4月27日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王76年;北魏･太和12年4月|高句麗､北魏に朝貢
488年9月22日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王76年;北魏･太和12年閏8月|遣使を魏に送って朝貢
489年2月16日-08:00|中国|  ||高昌･建初1年|高昌のｶﾝ首帰が建初(-491年)と改元
489年2月16日-09:00|韓国|  ||新羅･ｼｮｳ知11年1月|新羅王が月城に移り住んだ
489年3月18日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･寿王77年;北魏･太和13年2月|高句麗､北魏に朝貢
489年7月14日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王77年;北魏･太和13年6月|高句麗､北魏に朝貢
489年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾃｵﾃﾞﾘｯｸがｵﾄﾞｱｹﾙ軍とのｲｿﾞﾝﾂｫの戦いに勝利/ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ軍はｲﾀﾘｱに侵入
489年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾃｵﾃﾞﾘｯｸがｵﾄﾞｱｹﾙ軍とｳﾞｪﾛｰﾅで再び戦ったが､またもやﾃｵﾄﾞﾘｯｸが勝利
489年10月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･長寿王77年;新羅･ｼｮｳ知11年9月|高句麗､兵を送って新羅の北辺を
  侵し､狐山城を陥落させた
489年11月9日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王77年;北魏･太和13年10月|高句麗､北魏に朝貢
490年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||西ｲﾝﾄﾞ､ｳﾞｧﾗﾋﾞ朝おこる(743)
490年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾃｵﾃﾞﾘｯｸがｲﾀﾘｱ各地を占領､ｵﾄﾞｱｹﾙが籠城するﾗｳﾞｪﾝﾅを包囲
490年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｻｰｳﾞｨﾙ｣(~525年)
490年2月6日-09:00|日本|  ||仁賢3年|伊勢神宮の創始がこのころ
490年2月6日-09:00|日本|  ||仁賢3年|石上神社がこのころ創建
490年2月6日-09:00|日本|  ||仁賢3年|断夫山古墳(名古屋市)がこのころ築造
490年2月6日-08:00|中国|  ||吐谷渾･伏連籌1年|<即位>吐谷渾第14代可汗｢伏連籌｣第13代可汗｢度易侯｣の子(~5
  29年)
490年8月2日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王78年;北魏･太和14年7月|高句麗､北魏に朝貢
490年9月30日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王78年;北魏･太和14年9月|高句麗､北魏に朝貢
491年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｾｲﾛﾝでこのころｼｰｷﾞﾘｱの絵画が作成
491年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||北ｱﾌﾘｶのｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族が､軍をｼﾁﾘｱに上陸させたが東ｺﾞｰﾄ族軍がｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ族軍を駆
  逐
491年4月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｾﾞﾉﾝ｣病死(ﾚｵ朝の血統断絶)
491年4月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ1世｣枢密院警護長.ｾﾞﾉﾝの皇后ｱﾘｱﾄﾞﾈに選ばれ結
  婚することで､皇帝として即位(~05180709死去)
491年5月24日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王79年;北魏･太和15年5月|高句麗､北魏に朝貢
491年10月19日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･長寿王79年;北魏･太和15年9月|高句麗､北魏に朝貢
492年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范当根純｣
492年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范諸農｣(~498年死去)
492年1月15日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･長寿王80年12月|<死去>第20代高句麗王｢長寿王｣98歳(誕生394年)
492年2月14日-09:00|韓国|  ||百済･東城王14年|<即位>伽耶王｢鉗知王(粛王)｣(~521年)
492年2月14日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明1年|<即位>高句麗王｢文咨明王｣(~519年)
492年3月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第48代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｪﾘｸｽ3世｣
492年3月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第49代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾞﾗｼｳｽ1世｣(~4961121死去)
492年4月13日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明1年;北魏･太和16年3月|高句麗､北魏に遣使朝貢
492年5月13日-08:00|中国|  ||北魏･太和16年4月|北魏が新律令を発布し､華化政策を進める
492年7月11日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明1年;北魏･太和16年6月|高句麗､北魏に朝貢
492年8月-08:00|中国|  |||魏は柔然へ攻め込み､大磧にて大勝利
492年9月8日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明1年;北魏･太和16年8月|高句麗､北魏に朝貢
492年9月8日-08:00|中国|  ||柔然･太安1年8月|<死去>柔然第8代可汗｢伏古敦可汗(豆崙)｣国人等に殺される
492年9月8日-08:00|中国|  ||柔然･太安1年8月|<即位>柔然第9代可汗｢候其伏代庫者可汗(那蓋)｣豆崙の叔父(~5
  06年死去)/太安と改元(-506)
492年11月6日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明1年;北魏･太和16年10月|高句麗､北魏に朝貢
493年-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺは東ｺﾞｰﾄ族が支配(~553年)
493年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝは東ｺﾞｰﾄ族による支配(~537年)
493年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾃｵﾃﾞﾘｯｸがﾗｳﾞｪﾝﾅに無血入城
493年3月5日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨｳﾒ､ﾄﾘｴｽﾃは東ｺﾞｰﾄ王国の一部(~539年)
493年3月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王｢ｵﾄﾞｱｸﾚ｣ﾗｳﾞｪﾝﾅで暗殺される
493年3月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ｣東ｺﾞｰﾄ王が統治(~05260830死去)
493年3月15日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱは東ｺﾞｰﾄ族が支配(~535年)
493年6月30日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明2年;北魏･太和17年6月|高句麗､北魏に遣使朝貢
493年8月27日-08:00|中国|  ||南齊･永明11年7月30日|<死去>斉第2代皇帝｢世祖武帝(蕭ｻｸ)｣
493年8月27日-08:00|中国|  ||南齊･永明11年7月30日|<即位>斉第3代皇帝｢廃帝鬱林王(蕭昭業)｣(~494年9月7日
  )
493年10月26日-08:00|中国|  ||北魏･太和17年10月|北魏が平城より洛陽に遷都する
494年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾄｰﾗﾏﾅが西北ｲﾝﾄﾞに侵入
494年-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ|  |||このころﾊﾞﾝﾂｩｰ系諸族がﾅﾐﾋﾞｱ北部に移動
494年1月22日-08:00|中国|  ||南齊･隆昌1年|南斉の鬱林王蕭昭業が隆昌(-7月)と改元
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494年1月23日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明3年|<死去>北扶餘国王｢孱王｣
494年1月23日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明3年;北魏･太和18年1月|高句麗､北魏に朝貢
494年2月21日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明3年2月|扶余国王､高句麗に来降
494年8月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･ｼｮｳ知16年6月|将軍実竹などが高句麗軍と薩水の河原で戦ったが､勝
  つことができず､退いて犬牙城を確保/高句麗軍が包囲､百済東城王が軍隊を派遣し包囲から解き救った
494年8月17日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明3年;新羅･ｼｮｳ知16年7月|高句麗軍､新羅辺境に侵入し､城を囲む｡
  百済の援軍到来により､高句麗軍退却
494年8月17日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明3年;北魏･太和18年7月|高句麗､北魏に朝貢
494年9月7日-08:00|中国|  ||南齊･延興1年7月22日|<死去>斉第3代皇帝｢廃帝鬱林王(蕭昭業)｣弑逆(享年22)さ
  れる
494年9月10日-08:00|中国|  ||南齊･延興1年7月25日|<即位>斉第4代皇帝｢廃帝海陵王(蕭昭文)｣15才(~11月23日
  )延興と改元
494年11月23日-08:00|中国|  ||南齊･建武1年10月10日|<廃位>斉第4代皇帝｢廃帝海陵王(蕭昭文)｣海陵王に降さ
  れる
494年12月22日-08:00|中国|  ||南齊･建武1年11月10日|<即位>斉第5代皇帝｢高祖明帝(蕭鸞)｣(~498年9月1日),
  建武(-498年)と改元
495年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ﾅﾗｼﾝﾊｸﾞﾌﾟﾀ｣(~530年)
495年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｸﾗｲｼｭ族がｸｻｲｲに率いられてﾒｯｶに定住
495年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Vortipor｣(~540年)
495年1月12日-08:00|中国|  ||北魏･太和18年12月|北魏､胡服を禁止
495年2月11日-08:00|中国|  ||北魏･太和19年|<死去>陰平君主｢楊炅｣
495年2月11日-08:00|中国|  ||北魏･太和19年|北魏､太和五銖銭鋳造
495年3月7日-08:00|中国|  ||南齊･建武2年;北魏･太和19年1月25日|乙未,拓跋衍が鍾離を攻撃,徐州刺史蕭恵休
  がそれを撃破/劉ｴｲと王粛は義陽を攻撃し､斉の司州刺史蕭誕の軍を破り､斉兵万余人を降伏させた/蕭誕は蕭
  衍軍と突撃し魏軍を撃破
495年3月12日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明4年;北魏･太和19年2月|高句麗､北魏に朝貢
495年4月11日-08:00|中国|  ||南齊･建武2年;北魏･太和19年3月|魏軍は退却､斉軍が軍艦を出して攻撃を仕掛け
  たが軍主の渓康生が白兵戦を挑み斉軍は敗走
495年6月9日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明4年;北魏･太和19年5月|高句麗､北魏に朝貢
495年9月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･文咨明4年8月|高句麗が百済の雉壌城を包囲したので新羅王が将軍･
  德智に命じて､軍隊を率いて救援させ高句麗軍は潰滅
496年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第23代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｼﾞｬｰﾏｰｽﾌﾟ｣(~498年)
496年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｸﾞﾝﾀﾑﾝﾄ｣
496年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾄﾗｻﾑﾝﾄ｣(~523年死去)
496年1月31日-08:00|中国|  ||高昌･馬儒1年|<死去>高昌国王｢張孟明｣殺される
496年1月31日-08:00|中国|  ||高昌･馬儒1年|<即位>高昌国王｢馬儒｣(~501年)
496年1月31日-08:00|中国|  ||北魏･太和20年1月|<即位>陰平君主｢楊崇祖｣(~511年死去)
496年7月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･ｼｮｳ知18年;高句麗･文咨明5年7月|高句麗が牛山城を攻撃/将軍実･実
  竹が泥河街で攻撃して破った
496年11月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第49代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾞﾗｼｳｽ1世｣
496年11月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第50代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ2世｣(~4981119死去)
497年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Moggallana1世｣Dhatusenaの息子/Kasyapaの兄弟(~515年)
497年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国の皇帝ｱﾅｽﾀｼｳｽは､ﾃｵﾄﾞﾘｯｸをｲﾀﾘｱの支配者と認めた
497年5月17日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･ｼｮｳ知19年4月|倭人が新羅辺境を侵犯
497年9月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･文咨明6年;新羅･ｼｮｳ知19年8月|高句麗軍は新羅の牛山城を攻撃し
  て陷落させた
498年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范諸農｣
498年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范文款｣(~508年死去)
498年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<復位>ｻｻｰﾝ朝第24代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｶﾜｰﾄﾞ1世｣(~05310913死去)
498年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferghus mor mac Eirc｣建国(~501年死去)
498年5月7日-08:00|中国|  ||南齊･永泰1年4月|南斉の明帝蕭鸞が永泰と改元
498年9月1日-08:00|中国|  ||南齊･永泰1年7月30日|<死去>斉第5代皇帝｢高祖明帝(蕭鸞)｣
498年9月1日-08:00|中国|  ||南齊･永泰1年7月30日|<即位>斉第6代皇帝｢廃帝東昏侯(蕭宝巻)｣(~永元3年(501年
  )12月)
498年9月2日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･文咨明7年;北魏･太和22年8月|高句麗､北魏に朝貢
498年9月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･東城王20年8月|耽羅(済州島)が百済に服属
498年11月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第50代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ2世｣
498年11月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第51代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾝﾏｸｽ｣(~5140719死去)､対立教皇｢ﾗｳﾚﾝﾃｨｳｽ｣(~499年退
  位~502年復位~5060800追放)
499年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのｱｰﾙﾔﾊﾞﾀ(23)が､数学､天文学､暦学に関する大作『ｱｰﾙﾔﾊﾞﾃｨｰﾔ』を著す
499年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾗｳﾚﾝﾃｨｳｽ｣(~502年復位~5060800追放)
499年1月28日-08:00|中国|  ||北魏･太和23年;南齊･永元1年|南斉の陳顕達が魏の元英と戦い魏を打ち破ってい
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  た/孝文帝は親征し､これを撃破して洛陽へ戻る
499年1月28日-08:00|中国|  ||南齊･永元1年|南斉の東昏侯蕭宝巻が永元(-501年)と改元
499年4月26日-08:00|中国|  ||北魏･太和23年4月1日|<死去>北魏第7代皇帝｢高祖孝文帝(元宏)｣/享年33
499年5月7日-08:00|中国|  ||北魏･太和23年4月12日|<即位>北魏第8代皇帝｢世宗宣武帝(元恪)｣(~5150212死去)
499年5月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･文咨明8年;北魏･太和23年5月|高句麗､北魏に遣使朝貢
500年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬｲﾝﾃｨｱ国
500年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢Jayasimha｣(~520年)
500年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||このころからﾄﾙｺ系諸族が西域へ勢力を拡大
500年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱはｺﾞｰﾄ族によって再支配(~750年)
500年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Cadwallon Lawhir ap Einion｣(~534年死去)
500年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||このころ､ﾎﾟﾘﾈｼｱ人がｲｰｽﾀｰ島に到達
500年2月15日-09:00|日本|  ||武烈2年|このころ､力士像埴輪の井辺八幡山古墳が築造
500年2月15日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･景明1年|<即位>高車国(阿伏至羅国)国王｢跋利延｣(~508年殺される)
500年2月15日-08:00|中国|  ||北魏･景明1年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢舍都羅｣(~29年)
500年2月15日-08:00|中国|  ||北魏･景明1年1月|北魏の宣武帝が景明(-504年1月)と改元
500年5月14日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･ｼｮｳ知22年4月|倭人が新羅の長峰鎮を攻撃して陷落させた
500年9月9日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･文咨明9年;北魏･景明1年8月|高句麗､北魏に朝貢
500年12月7日-09:00|韓国|  ||新羅･ｼｮｳ知22年11月|<死去>新羅王｢知麻立干王｣
500年12月7日-09:00|韓国|  ||新羅･智證1年11月|<即位>新羅王｢智證王｣(~514年)
501年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferghus mor mac Eirc｣
501年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domangart mac Ferghusa｣(~507年)
501年2月4日-08:00|中国|  ||高昌･馬儒6年|<即位>高昌国王｢高昌昭武王麹嘉｣馬儒を殺して即位(~525年)
501年4月14日-08:00|中国|  ||南齊･中興1年3月11日|<即位>斉第7代皇帝｢和帝(蕭宝融)｣(~502年4月30日)/中興
  (-502年)と改元
501年4月14日-08:00|中国|  ||南齊･中興1年3月11日|<廃位>斉第6代皇帝｢廃帝東昏侯(蕭宝巻)｣
501年5月3日-08:00|中国|  ||南齊･中興1年4月|南斉の咸陽王禧が王妃の兄の給事黄門侍郎李伯尚､ﾃｲ王楊集始､
  楊霊裕､乞伏馬居等と謀反を企て､捕まって自殺
501年12月26日-09:00|韓国|  ||百済･東城王23年12月|<死去>百済王｢東城王｣11月衛士佐平のﾊｸ加の放った刺客
  に刺され
501年12月26日-09:00|韓国|  ||百済･武寧王1年12月|<即位>百済王｢武寧王｣(~523年)
502年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでﾓﾝ族のﾄﾞｳﾞｧｰﾗﾊﾞﾃｨ王国が興隆
502年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱが東ﾛｰﾏ帝国と開戦
502年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<復位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾗｳﾚﾝﾃｨｳｽ｣(~5060800追放)
502年1月24日-08:00|中国|  ||高昌･承平1年|高昌昭武王麹嘉が承平(-510年)と改元
502年4月30日-08:00|中国|  ||南梁･天監1年4月8日|<譲位>斉第7代皇帝｢和帝(蕭宝融)｣⇒<即位>梁第1代皇帝｢
  高祖武帝(蕭衍)｣(~549年6月12日)､天監(-519年)と改元
503年2月12日-08:00|中国|  ||北魏･景明4年|<死去>武興君主｢安王楊集始｣
503年2月12日-08:00|中国|  ||北魏･景明4年|<即位>武興君主｢関王楊紹先｣(~535年)
503年8月8日-08:00|中国|  ||南梁･天監2年7月|梁で塩の解禁を廃止し､再び専売制とした
503年11月5日-09:00|韓国|  ||新羅･智證4年10月|新羅で国号と王号が定められる/これまでの斯羅､斯盧､新羅
  などの国の号が新羅に統一される
504年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢睡蓮ｼﾞｬｶﾞｰ｣(~544年)
504年2月1日-08:00|中国|  ||北魏･正始1年1月|北魏の宣武帝が正始(-508年8月)と改元
504年4月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･智證5年4月|喪服に関する法を制定して頒布して施行
505年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Mahideva｣(~506年)
505年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾙﾄﾞ･ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣ｳﾞｧﾊｰﾝ1世の兄弟(~509年)
505年2月19日-09:00|韓国|  ||新羅･智證6年2月|新羅王が国内の州･郡･県を定めた/悉直州を設置して異斯夫を
  軍主にした
506年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Vasantadeva｣(~532年)
506年2月9日-08:00|中国|  ||柔然･始平1年|<死去>柔然第9代可汗｢候其伏代庫者可汗(那蓋)｣
506年2月9日-08:00|中国|  ||柔然･始平1年|<即位>柔然第10代可汗｢他汗可汗(伏図)｣那蓋の子(~508年殺される
  )
506年8月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<追放>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾗｳﾚﾝﾃｨｳｽ｣
507年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ王｢Hermanafrid｣(~531年)
507年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国ﾌﾗﾝｸ王国とﾌﾞｲｴﾚの戦いに敗北､ｽﾍﾟｲﾝのみの統治に
507年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾐｭｱﾁｪﾙﾀｯﾊ･ﾏｯｸ･ﾐｭｲﾚﾀﾞｲｸﾞ｣(~534年)
507年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Comghall mac Domangairt｣(~542年死去)
507年1月7日-09:00|日本|  ||武烈8年12月8日|第25代天皇武烈天皇､死去/18歳(誕生:(仁賢)2(489))
507年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||春<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾗﾘｯｸ2世｣ｳﾞｲｴの戦いで戦死
507年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||春<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｹﾞｻﾘｯｸ｣(~511年殺害される)
507年3月3日-09:00|日本|  ||継体1年2月4日|<即位>第26代天皇｢継体天皇｣(~継体天皇25年2月7日(05310310))
507年4月11日-09:00|日本|  ||継体1年3月14日|尾張草香の娘目子媛が､継体天皇の妃となった/のちの安閑･宣
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  化天皇の母
508年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范文款｣
508年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范天凱｣(~520年死去)
508年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ族軍が南ｶﾞﾘｱに於いてﾌﾗﾝｸ族軍を破り､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽを領有
508年2月17日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･正始5年|<死去>高車国(阿伏至羅国)国王｢跋利延｣殺される
508年2月17日-08:00|中国|  ||柔然･建昌1年|<死去>柔然第10代可汗｢他汗可汗(伏図)｣高車に殺される
508年2月17日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･正始5年|<即位>高車国(阿伏至羅国)国王｢弥俄突｣窮奇の子(~516年
  殺される)
508年2月17日-08:00|中国|  ||柔然･建昌1年|<即位>柔然第11代可汗｢豆羅伏跋豆伐可汗(醜奴)｣伏図の子(~520
  年殺される)/建昌と改元(-520)
508年2月17日-08:00|中国|  ||南梁･天監7年1月|梁が官制改革で｢9品18班｣制度を導入
508年4月16日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･智證9年;北魏･正始5年3月|新羅､北魏へ遣使
508年9月11日-08:00|中国|  ||北魏･永平1年8月|<即位>西魏皇帝｢元愉｣北魏の京兆王が冀州にて長史の羊霊引
  と司馬の李遵を殺して決起(~同年死去)､建平と改元
508年9月11日-08:00|中国|  ||北魏･永平1年8月|北魏の宣武帝が永平(-512年4月)と改元
508年10月10日-08:00|中国|  ||北魏･永平1年9月|<死去>西魏皇帝｢元愉｣叔孫頭に捕らえられ信都へ帰還､高肇
  の放った刺客に暗殺される
508年12月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･武寧王8年11月|南海中の耽羅人が初めて百済国と通じた
509年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｸﾞｼｭﾅｽﾌﾟ･ﾊﾞﾌﾗﾑ｣(~518年)
509年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国初代国王ｸﾛｳﾞｨｽ1世(~05111127)ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝を創始
510年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Kumaravishnu2世｣(~530年)
510年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧﾙﾄﾞ1世｣(~540年)
510年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢Wacho｣Unichusの息子(~539年死去)
510年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Galan Erilich｣(~522年)
510年1月26日-08:00|中国|  ||北魏･永平3年|五銖銭を再び鋳造し､規格外の銭は使用を禁止
510年1月26日-08:00|中国|  ||高昌･義熙1年|高昌のｶﾝ嘉が義熙(-525年)と改元
510年1月26日-08:00|中国|  ||南梁･天監9年|梁で大明暦を施行
510年5月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･智證11年5月|地震が起きて民家が倒壊して死者が出た
511年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｹﾞｻﾘｯｸ｣殺害される
511年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾏﾗﾘｯｸ｣(~531年殺害される)
511年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾃｨｶﾙの女王｣｢ｶﾛｰﾑﾃ･ﾊﾞﾗﾑ｣(~527年)
511年2月14日-08:00|中国|  ||北魏･永平4年|<即位>陰平君主｢楊孟孫｣(~同年死去)⇒｢楊定｣(~542年)
511年11月6日-09:00|日本|京都府京田辺市|継体5年10月|継体天皇は都を山背(山城)の筒城に移す
511年11月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王ｸﾛｳﾞｨｽ1世,
  王国は4人の息子間で分割→<即位>ｿﾜｿﾝ王ｸﾛﾀｰﾙ1世(~05611129),ﾊﾟﾘ王ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ1世(~05581223),ｵﾙﾚｱﾝ王ｸﾛﾄﾞﾒ
  ｰﾙ(~05240621),ﾗﾝｽ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ1世(~534年)
512年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ﾔﾊﾞﾗｰ4世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣(~529年)
512年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Octa｣Hengestの息子(~534年)
512年4月2日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･文咨明21年;南梁･天監11年3月|高句麗､梁へ遣使
512年5月2日-09:00|韓国/中国|  ||百済･武寧王12年;南梁･天監11年4月|百済､梁へ遣使
512年5月2日-08:00|中国|  ||北魏･延昌1年4月|北魏の宣武帝が延昌(-515年12月)と改元
512年5月21日-08:00|中国|  ||北魏･延昌1年5月21日:庚戌;北魏･延昌1年4月20日|山西､代県地震/M7.5､死者5,3
  10人
512年6月30日-09:00|韓国|  ||新羅･智證13年6月|于山国が服属して毎年物産を捧げた
512年12月24日-09:00|韓国/日本|  ||継体6年12月|大伴金村:百済の求めに応じて任那の4県を割譲
514年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~550年)
514年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王｢Cissa｣Alleの息子(~567年)
514年2月10日-09:00|韓国/日本|  ||継体8年;百済･武寧王14年|己ﾌﾞﾝ(ｺﾌﾞﾝ､全羅北道南原市)･滞沙(ﾀｻ､慶尚南
  道河東郡)の地を倭国から百済に譲渡
514年7月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第51代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾝﾏｸｽ｣
514年7月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第52代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾙﾐｽﾀﾞｽ｣(~05230806死去)
514年8月6日-09:00|韓国|  ||新羅･智證15年7月|<死去>新羅王｢智證王｣
514年8月6日-09:00|韓国|  ||新羅･法興王1年7月|<即位>新羅王｢法興王｣(~540年)
515年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kumara Dhatusena｣Mogallanaの息子(~524年)
515年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｴﾌﾀﾙ族ﾄﾗﾏｰﾅ(~528)
515年1月31日-09:00|韓国/日本|  ||継体9年|倭国の朝鮮派遣軍が伴跛国に敗退
515年2月12日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年1月13日|<死去>北魏第8代皇帝｢世宗宣武帝(元恪)｣/享年33
515年2月12日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年1月13日|<即位>北魏第9代皇帝｢粛宗孝明帝(元ｼｰ)｣(~5280331死去)
515年3月1日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年;南梁･天監14年2月|梁の寧州刺史任太洪が軍勢を率いて関城に侵攻
  /益州の長史成興孫が任太洪軍を撃破
515年4月29日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年4月|梁州刺史薛懐古が沮水で反逆したﾃｲ人を破った
515年6月9日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年5月12日|甲寅､南秦州刺史崔暹がﾃｲ人の反徒を撃破し､武興の包囲を
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  解いた
515年6月27日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年6月|魏の冀州の沙門､法慶が妖術で民衆を惑わし､勃海郡の李帰伯
  とともに反乱
515年9月24日-08:00|中国|  ||南梁･天監14年;北魏･延昌4年9月|南梁･左遊撃将軍趙祖悦が魏の西硤石を襲撃占
  拠して寿陽にり､将軍田道竜らが分散して諸戍を攻撃/魏の揚州刺史李崇は諸将を分遣して梁軍を迎撃/癸亥､
  魏は仮鎮南将軍崔亮を派遣して西硤石を攻撃
515年9月24日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年9月|北魏の胡太后が摂政となる
515年10月7日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年9月14日|甲寅､魏の元遙が大乗の賊徒を破り､法慶と首領ら百人余
  りを捕らえ､その首級を洛陽に送った
516年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾄﾘﾊﾟｰｳﾞｧｰｻ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Krishna Varma2世｣(~540年)
516年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ｸﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾄの息子(~523年廃位)
516年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞ王国ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞ法の法典化
516年1月30日-08:00|中国|  ||南梁･天監14年;北魏･延昌4年閏12月11日|己酉､魏の崔亮が硤石に至り､趙祖悦は
  迎撃したが敗れ､城門を閉ざして防備を固めた
516年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･熙平1年|<死去>高車国(阿伏至羅国)国王｢弥俄突｣殺される
516年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･熙平1年|<即位>高車国(阿伏至羅国)国王｢伊匐｣弥俄突の弟(~522年)
516年2月18日-08:00|中国|  ||柔然･建昌9年|柔然の伏跋可汗はこの年､西の高車を攻撃し､これを大破/高車王
  弥俄突を捕らえ殺害
516年2月18日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年;南梁･天監15年1月|荊ﾍﾞﾝ都督元志が梁軍を大破
516年2月18日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年;南梁･天監15年1月|北魏の蕭宝寅は軽車将軍劉智文らに淮水を渡
  河させ､三つの砦を攻撃して破らせた
516年2月18日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年1月1日|戊申朔､北魏の孝明帝が熙平(-518年2月)と改元
516年3月26日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年;南梁･天監15年2月8日|乙巳､将軍垣孟孫らを淮水の北で破った/北
  魏の李平は硤石に至ると､李崇･崔亮らに水陸から侵攻させ､戦闘に何度も勝利/李平は水軍と陸軍を指揮して
  硤石を攻撃させ､その外城を制圧
516年4月15日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年;南梁･天監15年2月28日|乙丑､魏軍は硤石城を出て投降した趙祖悦
  を斬って､その兵を全員捕虜とした
516年4月18日-08:00|中国|  ||南梁･天監15年3月1日|戊辰､日蝕が起こった
516年5月17日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年;南梁･天監15年4月|張斉は葭萌で北魏の元景隆と戦い､これを大破
  すると､十城余りを壊滅させ､さらには武興を包囲/北魏の傅豎眼は益州内に入ると､三日間､転戦して､二百里
  余りを進軍し､九度戦って全勝
516年6月16日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年;南梁･天監15年5月|北魏の傅豎眼は梁州刺史任太洪を攻撃･殺害/
  傅豎眼が至ると､梁軍は退却
516年7月15日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年;南梁･天監15年6月|張済は何度も白水を出撃し､北魏の葭萌に侵攻
  /北魏の傅豎眼は軍を派遣して信義将軍楊興起を攻撃､これを殺害/張済は自ら精鋭二万人余りを率いて傅豎眼
  と戦った
516年8月14日-08:00|中国|  ||北魏･延昌4年;南梁･天監15年7月|張斉軍は大敗して逃げ帰った/東益州は再び魏
  領となった
516年10月24日-08:00|中国|  ||北魏･熙平1年9月13日|丁丑､淮堰が決壊し､梁の淮水沿岸の城砦･村落の十万人
  余りが皆､海へと押し流された
516年12月10日-08:00|中国|  ||南梁･天監15年7月|交州刺史李ｼｮｸは交州で反乱を起こしていた阮宗孝を斬り､
  首級を建康に送った
517年2月7日-08:00|中国|  ||北魏･熙平2年1月|大乗の残党が再び集まって瀛州を攻撃/刺史宇文福が大乗残党
  を討伐･平定
517年5月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･法興王4年4月|初めて兵部を置いた
518年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾐｪｼﾞ1世ｸﾞﾇﾆ｣(~548年)
518年1月27日-08:00|中国/ｲﾗﾝ|  ||北魏･熙平3年|ｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱの国使が北魏へ派遣
518年1月27日-08:00|中国|  ||北魏･熙平3年1月|秦州の羌人が反乱を起こした
518年1月27日-08:00|中国|  ||北魏･熙平3年1月|幽州で大飢饉が発生,死者3790人
518年2月24日-08:00|中国|  ||北魏･神龜1年1月29日|己酉､北魏の孝明帝が神亀(-520年7月)と改元
518年2月26日-08:00|中国|  ||北魏･神龜1年2月|東益州のﾃｲ人が反乱を起こした
518年3月27日-08:00|中国|  ||北魏･神龜1年3月|南秦州のﾃｲ人が反乱を起こした/竜驤将軍崔襲を持節させて派
  遣し､ﾃｲ人を宥めさせた
518年4月4日-09:00|日本|京都府長岡京市|継体12年3月9日|継体天皇が都を山背の弟国に移す
518年7月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾚｵ朝)｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ1世｣
518年7月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾕｽﾃｨﾇｽ1世｣元老院の指名により(~05270801死去)
518年7月23日-08:00|中国|  ||北魏･神龜1年7月|河州の却鉄怱が民衆を集めて反乱を起こし､水池王を自称/行
  台源子恭に詔を下して却鉄怱を討伐させた
518年10月1日-08:00|中国|  ||北魏･神龜1年8月12日|甲子､却鉄怱が行台源子恭を訪れて投降
519年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞ朝(ﾊﾞﾅﾊﾞｼ)ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Harivarma｣(~530年)
519年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾁｪﾙﾃﾞｨｯﾁ｣(~534年死去)
519年2月15日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明28年|<死去>高句麗王｢文咨明王｣
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519年2月15日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･文咨明28年|<即位>高句麗王｢安臧王｣(~531年)
519年2月15日-08:00|中国|  ||北魏･神龜2年1月1日|辛巳朔､日蝕が起こった
519年3月17日-08:00|中国|  ||北魏･神龜2年2月|北魏で羽林千余人反乱
520年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范天凱｣
520年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范弼毳跋摩｣(~529年死去)
520年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢Ranaraga｣(~540年)
520年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Maelgwn Hir ap Cadwallon｣(~547年死去)
520年2月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･法興王7年正月|律令を頒布して､初めてすべての官吏の公服と朱･紫で
  序列を制定
520年2月4日-08:00|中国|  ||南梁･普通1年;北魏･神龜3年1月1日|乙亥朔､日蝕が起こった
520年2月4日-08:00|中国|  ||南梁･普通1年1月1日|乙亥､梁の武帝蕭衍が普通(-527年)と改元
520年8月18日-08:00|中国|  ||北魏･正光1年7月19日|辛卯､北魏の孝明帝が正光(-525年6月)と改元
520年9月28日-08:00|中国|  ||柔然･阿那ｼﾞｮｳ1年9月|<死去>柔然第11代可汗｢豆羅伏跋豆伐可汗(醜奴)｣母と大
  臣に殺される
520年9月28日-08:00|中国|  ||柔然･阿那ｼﾞｮｳ1年9月|<即位>柔然第12代可汗｢敕連頭兵豆伐可汗(阿那ｶｲ)｣醜奴
  の弟(~552年正月自殺)
520年9月28日-08:00|中国|  ||柔然･阿那ｼﾞｮｳ1年9月|柔然第12代可汗｢敕連頭兵豆伐可汗(阿那ｶｲ)｣が即位して
  十日､壬辰､族兄の示発が数万の兵を率いて阿那ｶｲを攻撃,阿那ｶｲは敗れ､弟の乙居伐と軽騎で魏に亡命
520年12月25日-08:00|中国|  ||北魏･正光1年;南梁･普通1年12月|魏は劉善明を聘問の使者として派遣/再び(魏
  と南朝の)友好関係が結ばれた
521年1月24日-09:00|韓国|  ||百済･武寧王21年|<即位>伽耶王｢仇衡王(譲王､世宗)｣(~532年)
521年1月24日-08:00|中国|  ||柔然･婆羅門1年1月|<即位>柔然可汗弥偶可社句可汗(婆羅門)｣阿那ｶｲの従父兄(~
  524年死去)
521年1月24日-08:00|中国|  ||北魏･正光2年1月|南秦州のﾃｲ人が反乱を起こした
521年3月5日-08:00|中国|  ||北魏･正光2年2月12日|庚戌､反逆したﾃｲ人を討伐させた
521年6月20日-08:00|中国|  ||北魏･正光2年5月30日|丁酉朔､日蝕が起こった
521年8月4日-08:00|中国|  ||北魏･正光2年6月16日|辛巳､南荊州刺史桓叔興が安昌より梁に通じて反逆
521年8月19日-08:00|中国|  ||南梁･普通2年;北魏･正光2年7月1日|丁酉､大軍を率いて義州を攻撃させた/檀公?
  で魏の義州刺史封寿を破り義州城を包囲/封寿は降伏/梁は再び義州を手に入れた
521年12月15日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･法興王8年;南梁･普通2年11月|新羅が百済に従い梁(南朝)に初めて
  遣使
522年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾀﾞﾁ｣ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ1世の息子(~534年)
522年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ﾂｧｽ1世｣(~527年)
522年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Drest son of Uudrost｣(~530年);｢Drest son of Girom｣(~531年)
522年1月29日-08:00|中国|  ||北魏･正光2年12月17日|庚辰､東益州･南秦州のﾃｲ人が反乱を起こした/反逆したﾃ
  ｲ人を討伐させたが敗北
522年2月12日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||北魏･正光3年|<即位>高車国(阿伏至羅国)国王｢越居｣伊匐の弟
522年3月13日-08:00|中国|  ||北魏･正光3年2月|高車王伊匐が魏に朝貢の使者を派遣
522年6月10日-08:00|中国|  ||北魏･正光3年;南梁･普通3年5月1日|皆既日食が起こった
522年12月4日-08:00|中国|  ||北魏･正光3年11月1日|己丑朔､日蝕が起こった
522年12月21日-08:00|中国|  ||北魏･正光3年;南梁･普通3年11月18日|丙午初めて正光暦を施行
523年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｲｴﾒﾝ|  |||南ｱﾗﾋﾞｱのﾅｼﾞｬﾗｰﾝでﾕﾀﾞﾔ教徒がｷﾘｽﾄ教徒を虐殺
523年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾄﾗｻﾑﾝﾄ｣
523年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾋﾙﾃﾞﾘｯｸ｣(~5300615廃位)
523年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾞﾄﾞﾏｰﾙ2世｣ｸﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾄの息子(~532年)
523年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣
523年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Cadoc｣Gwynllywの息子(~5800921死去)
523年1月3日-08:00|中国|  ||北魏･正光3年;柔然･婆羅門2年12月|婆羅門は部落を率いて魏に反逆､魏は柔然軍
  を破った/婆羅門は涼州軍に捕らわれて､洛陽に送致
523年3月24日-08:00|中国|  ||柔然･婆羅門3年;北魏･正光4年2月22日|己卯､蠕蠕王阿那ｼﾞｮｳが軍勢を率いて国
  境を侵犯/尚書左丞元孚を北道行台とすると持節させて派遣し､阿那ｼﾞｮｳを宥めさせた
523年5月1日-08:00|中国|  ||北魏･正光4年4月|懐荒鎮の民が乱を起こし､于景を捕らえ殺した
523年5月28日-08:00|中国|  ||北魏･正光4年;柔然･婆羅門3年4月28日|甲申､魏は柔然を攻撃/阿那ｼﾞｮｳは北に逃
  れた/鎧曹参軍于謹は郁対原に至るまでに前後十七回の戦闘を行い何度も柔然軍を破った
523年6月5日-09:00|韓国|  ||百済･武寧王23年5月7日|<死去>百済王｢武寧王｣
523年6月5日-09:00|韓国|  ||百済･聖王1年5月7日|<即位>百済王｢聖王｣(~554年)
523年8月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第52代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾙﾐｽﾀﾞｽ｣
523年8月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第53代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ1世｣(~05260518死去)
523年11月23日-08:00|中国|  ||北魏･正光4年;南梁･普通4年11月1日|日蝕が起こった
523年12月23日-08:00|中国|  ||北魏･正光4年;南梁･普通4年12月|梁が将軍を派遣して辺地に侵攻させた/仮征
  南将軍崔延伯に詔を下し､梁軍を迎撃させた
524年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kittisena｣Kumara Dhatusenaの息子⇒｢Siva2世｣Kirti Sen
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  aの叔父(~525年)
524年1月9日-08:00|中国|  ||南梁･普通4年12月18日|庚午､鉄銭を鋳造
524年1月21日-08:00|中国|  ||柔然･婆羅門4年|<死去>柔然可汗｢弥偶可社句可汗(婆羅門)｣
524年4月19日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年3月|沃野鎮の破六汗抜陵が反乱を起こし､民衆を率いて鎮将を殺害
  し､真王元年と称した
524年5月19日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年4月|高平鎮の民赫連恩等が造反､破六韓抜陵に呼応して高平鎮を攻
  撃/魏の将軍盧祖遷がこれを撃破､胡深は北へ逃げた
524年6月17日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年5月|臨淮王は､五原にて破六韓抜陵と戦い､敗北/安北将軍李叔仁も
  白道で敗北
524年6月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｵﾙﾚｱﾝ王ｸﾛﾄﾞﾒｰﾙがｳﾞｪｽﾞﾛﾝｽの戦いで東ｺﾞｰﾄと戦っ
  て討死→ｵﾙﾚｱﾝはｿﾜｿﾝ王ｸﾛﾀｰﾙ1世とﾊﾟﾘ王ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ1世で均等分割
524年7月17日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年6月|薛珍等が徒党を集めて突入し秦州刺史李彦を捕らえ殺した/莫
  折大提はﾄ胡に高平鎮を襲撃させ鎮将の赫連略と行台の高元栄を殺した/莫折大提が死ぬと子息の莫折念生が
  天子と自称し､天建と改元
524年8月15日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年7月|崔暹は白道にて破六韓抜陵と戦ったが大敗/破六韓抜陵は余勢
  を駆って李祟を攻撃,李祟は支えきれず雲中まで退却
524年8月15日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年7月|魏の涼州幢帥于菩提らが刺史宋穎を捕らえ､涼州を占拠して反
  乱を起こした
524年8月31日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年7月17日|莫折念生は､都督の楊伯年に仇鳩と河池を攻撃させた/東
  益州刺史魏子建は将軍伊祥に迎撃させ千余級の首を挙げた
524年9月25日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年8月12日|庚寅､徐州刺史成景儁が魏の童城を陥落さ
  せた
524年9月29日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年8月16日|甲午､莫折念生の弟の高陽王天生が隴を攻撃し都督の元志
  が敗北/莫折念生の都督竇隻が盤龍郡を攻撃し魏子建は将軍の竇念祖を派遣してこれを撃破
524年10月1日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年8月18日|丙申､鎮を州に改めた/懐朔鎮を朔州とし､朔州を雲州と改
  名
524年10月2日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年8月19日|丁酉､南秀容の牧子の于乞真が反乱を起こし､太僕卿陸延
  を殺害/別将爾朱栄が于乞真を討伐･平定
524年10月3日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年8月20日|戊戌､莫折念生は都督宝双を派遣して魏の盤頭部を攻撃/
  東益州刺史魏子建は将軍竇念祖を派遣して､これを撃破
524年10月13日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年;南梁･普通5年9月|この月､梁は将軍裴邃と虞鴻を派遣して寿春の
  外城を襲撃/刺史長孫稚が梁軍を攻撃して敗走させた/梁は再び将軍を派遣して淮陽に侵攻/秘書監･安楽王元
  鑑に詔を下し､軍勢を率いて梁軍を迎撃させた
524年10月13日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年9月1日|戊申､成景儁が魏の?陵を陥落させた
524年10月27日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年9月15日|壬戌夜､裴邃は城門から斬り込んで､寿陽
  の外郭を制圧/魏の揚州刺史長孫稚は梁軍に抗戦し､一日に九度戦った/裴邃は軍を撤退させて帰還/別働隊の
  将軍が魏の淮陽を攻撃
524年11月12日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月|魏の営州城民の劉安定･就徳興が刺史李仲遵
  を捕らえ､州城を占拠して反乱/城民王悪児が劉安定を斬って投降/就徳興は東に逃げ､燕王を自称
524年11月12日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年10月|魏の朔方胡が反乱を起こし､夏州刺史源子雍を包囲/源子雍
  は転戦しつつ進軍し九旬に数十回戦った/ついには東夏州を平定した/夏州･東夏州は保全された
524年11月12日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月1日|戊寅､裴邃と元樹が魏の建陵城を攻撃し制
  圧
524年11月15日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月4日|辛巳､曲?戍を陥落させた/掃虜将軍彭宝孫
  が琅邪を陥落させた
524年11月18日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月7日|甲申､彭宝孫が檀丘を陥落させた
524年11月25日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月14日|辛卯､裴邃が狄丘を陥落させた
524年11月30日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月19日|丙申､また甓城を陥落させた
524年12月6日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月25日|壬寅､魏の東海太守韋敬欣が司吾城ととも
  に投降/定遠将軍曹世宗が曲陽を陥落させた
524年12月8日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年10月27日|甲辰､また秦墟を陥落させた
524年12月12日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年11月2日|戊申､莫折天生が魏の岐州を陥落させ､都
  督元志と刺史裴芬之を捕らえ､莫折念生の下に送致､殺害/また莫折念生は卜胡らを涇州に侵攻させ､平涼の東
  で光禄大夫薛巒を破った
524年12月20日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年11月10日|丙辰､彭宝孫が魏の東莞郡を陥落させた
524年12月26日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年11月16日|壬戌､裴邃が寿陽の安城を陥落させた
524年12月30日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年11月20日|丙寅､馬頭･安城がともに投降
525年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Upatissa2世｣Kumara Dhatusenaの義理の息子(~526年)
525年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｱｸｽﾑ(ｴﾁｵﾋﾟｱ)王ﾈｸﾞｽはｷﾘｽﾄ教徒保護の名目でｲｴﾒﾝのﾋﾑﾔﾙ王国に侵入し滅ぼす
525年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ﾎﾞｯﾄﾞｳ｣(~560年)
525年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||このころﾅｽｶ地上絵が描かれる
525年1月10日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年12月|山南行台･東益州刺史魏子建が南秦州のﾃｲ人を招いて投降さ
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  せ､六郡･十二戍を回復/賊徒の王の韓祖香を斬った/南秦州の賊徒の王､張長命は恐れて投降を申し出てきた
525年1月10日-08:00|中国|  ||北魏･正光5年12月|魏の汾州諸胡が反乱を起こし章武王元融を大都督として軍を
  率いてこれを討伐させた
525年2月3日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年12月25日|辛丑､信威長史楊乾が武陽関を攻撃し制圧
525年2月4日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年12月26日|壬寅､?関を攻撃し制圧
525年2月7日-08:00|中国|  ||南梁･普通5年;北魏･正光5年12月29日|乙巳､武勇将軍李国興が魏の平靖関を攻撃
  し制圧/裴邃が魏の新蔡郡を陥落させた
525年2月8日-08:00|中国|  ||高昌･甘露1年|<即位>高昌国王｢高昌王麹光｣麹嘉の子(~530年)甘露(-530年)と改
  元
525年2月8日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･正光6年1月1日|丙午､雍州刺史･晋安王蕭綱が安北長史柳渾を
  派遣して魏の南郷郡を破った/司馬董当門が魏の晋城を破った
525年2月12日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･正光6年1月5日|庚戌､また魏の馬圏城･彫陽城を破った
525年2月22日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年1月15日|庚申､徐州刺史元法僧が州城を占拠して反乱/宋王を自称
  して年号を天啓とし､梁に帰順/その後､魏の安楽王元鑑が彭城の南で梁の元略に大勝/元法僧が出撃し元鑑軍
  を大破
525年2月25日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年1月18日|癸亥､蕭宝?と征西将軍崔延伯が賊軍を黒水で大破/莫折天
  生は隴西に逃げ込んだ/涇州･岐州と隴東の一帯は平定された
525年3月7日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･正光6年1月28日|癸酉､梁の裴邃が北魏の鄭城を陥落させた
525年3月26日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年2月17日|壬辰､北魏･莫折念生が都督楊鮓･梁下辯･姜斉らを派遣し
  て仇池郡城を攻撃させたが､行台･東益州刺史魏子建は将軍盛遷を派遣して楊鮓らを撃破
525年3月29日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･正光6年2月20日|乙未､趙景悦が魏の竜亢を陥落させた
525年4月8日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年3月|この月､斉州清河郡の崔畜は太守董遵を殺害し､広川郡の傅堆は
  太守劉莽を捕らえて反乱/青州刺史･安楽王元鑑が反徒を討伐･平定
525年4月8日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年3月|この月､破六汗抜陵の別帥の王也不盧らが懐朔鎮を攻撃して陥
  落させた
525年4月8日-08:00|中国|  ||柔然･婆羅門5年;北魏･正光6年3月|柔然王阿那ｼﾞｮｳは魏のために破六韓抜陵を攻
  撃/阿那ｼﾞｮｳは十万の兵を指揮して､武川鎮から西の沃野鎮に向かい､何度も破六韓抜陵軍を破った
525年4月8日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･正光6年3月|北涼州刺史錫休儒らが魏の梁州に侵攻し､直城を
  攻撃/魏の梁州刺史傅豎眼が子の傅敬紹を派遣して錫休儒を攻撃させ錫休儒らは敗れて帰還
525年5月8日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年4月|胡深が高平鎮に據り､大将の萬俟醜奴､宿勤明達等へ､魏の涇州
  を攻撃させ,将軍の廬祖遷､伊甕生が迎撃したが勝てなかった
525年5月25日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年4月18日|壬辰､北魏の征西将軍･都督崔延伯が涇川で大敗･戦死
525年6月30日-08:00|中国|  ||北魏･正光6年;南梁･普通6年5月24日|戊辰､淳于誕らが梁軍を大破,樊文熾は単身
  で逃れた
525年7月5日-08:00|中国|  ||柔然･阿那ｼﾞｮｳ6年6月|柔然の頭兵豆伐可汗(阿那ｼﾞｮｳ)は破六韓抜陵を大破/破六
  韓抜陵は柔然から逃れた
525年7月12日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年;南梁･普通6年6月7日|庚辰､夜､蕭綜は梁話や淮陰郡の苗文寵と(城
  外に)出で､歩いて魏軍に赴き､投降/梁軍は崩壊､魏は大軍で追撃し逃れられた者は一～二割
525年7月15日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年6月10日|北魏の孝明帝が孝昌(-528年1月)と改元
525年9月3日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年8月|柔玄鎮の杜洛周が上谷で反乱を起こし､年号を真王とした/杜洛
  周は郡県を攻撃して陥落させ､南の燕州を包囲
525年9月18日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年8月16日|戊子､莫折念生は都督杜黒児･杜光らを派遣して仇池郡を
  攻撃/行台魏子建は将軍盛遷を派遣して杜黒児らを撃破し､杜光の首を斬った
525年11月1日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年10月|前刺史梁釗の子､梁景進が高徽を攻撃･殺害/梁景進も行州事
  を自称
525年11月1日-08:00|中国|  ||吐谷渾･伏連籌36年;南梁･普通6年10月|吐谷渾が軍を派遣して趙天安を攻撃/趙
  天安は投降し涼州は再び魏に奪回された
525年12月30日-08:00|中国|  ||南梁･普通6年;北魏･孝昌1年12月|曹義宗らは順陽･馬圏城を奪取し､北魏の征虜
  将軍裴衍らと淅陽郡で戦った/曹義宗らは敗退/裴衍らは再び順陽を奪回し､進軍して馬圏城を包囲､曹義宗が
  裴衍らを攻撃し破った/再び順陽を奪回
525年12月30日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌1年12月|魏の山胡､劉蠡升が反乱を起こし､天子を自称
526年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Silakala Ambosamanera｣Upatissaの義理の息子(~539年)
526年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰはﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞが支配(~568年4月)
526年1月29日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年1月|この月､都督元譚が軍都に到達し､杜洛周に敗北
526年1月29日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年1月|五原の鮮于脩礼が定州で反乱を起こし､年号を魯興/左光禄大
  夫長孫稚に詔を下して使持節･仮驃騎将軍･大都督･北討諸軍事とし､都督･河間王元ﾀﾝとともに諸将を率いて鮮
  于脩礼を討伐させた
526年3月29日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年3月|游撃将軍爾朱栄が,造反した斛律洛陽を深井で撃破し､費也頭
  牧子を河西で撃破
526年4月12日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年3月15日|甲寅､西部敕勒の斛律洛陽が桑乾で反乱を起こし､西の河
  西牧子と連携/別将爾朱栄が斛律洛陽らを撃破
526年4月27日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年4月|朔州城民の鮮于阿胡とｺ狄豊楽が州城を占拠して反乱
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526年4月27日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年4月|杜洛周は南下して薊城を襲撃/常景は､統軍の梁仲礼を派遣し
  て撃破/都督の李居は､薊城北で杜洛周と戦ったが敗北
526年5月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第53代ﾛｰﾏ教皇｢聖ﾖﾊﾈ1世｣
526年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺのｱﾝﾀｷﾔ(ｱﾝﾃｨｵｹｲｱ)で地震(M7.7)､地震と津波で死者25万1000人
526年6月25日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年6月|絳蜀人の陳双熾が民衆を率いて反乱を起こし､始建王を自称/
  仮鎮西将軍･都督長孫稚に詔を下し､陳双熾を討伐･平定させた
526年7月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第54代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｪﾘｸｽ4世｣(~05300922死去)
526年8月2日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年7月9日|丙午､杜洛周が別帥の曹乞真を派遣し､幽州に侵攻して略奪
  を行わせた/行台常景は都督于栄を派遣して粟園で迎撃させ､賊軍を大破
526年8月4日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年7月11日|鮮于阿胡は､朔州の流民を指揮して恒州を攻撃/戊申､恒州
  は陥落し行台元纂は冀州に逃走
526年8月20日-08:00|中国|  ||南梁･普通7年;北魏･孝昌2年7月27日|甲子､梁の将軍元樹と湛僧珍らが寿春に侵
  攻
526年8月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾃｵﾄﾞﾘｯｸ｣/71歳(誕生454年)
526年8月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾀﾗﾘｯｸ｣ﾃｵﾄﾞﾘｯｸの孫(~5341002死去)､摂政｢ｱﾏﾗｽｲﾝﾀ｣ﾃｵ
  ﾄﾞﾘｯｸの娘(~05341002)
526年9月13日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年8月22日|戊子､都督伊ﾎﾝ生が巴を討伐して敗死
526年9月22日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年9月|就徳興が平州を攻撃して陥落させ､刺史王買奴を殺害
526年10月4日-09:00|日本|奈良県桜井市|継体20年9月13日|都を山背国弟国宮から大和国磐余の玉穂に移す
526年10月6日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年9月15日|辛亥､葛栄が都督広陽王元淵･章武王元融を白牛邏で破っ
  た/元融は戦死/葛栄は天子を自称し国号は斉､年号は広安と称した
526年10月22日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年10月|常景は杜洛周を破り､賊軍の武川王賀抜文興等を斬った
526年11月22日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年11月3日|戊戌､杜洛周が幽州を攻撃して陥落させ､刺史王延年と行
  台常景を捕らえた
526年12月20日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌2年閏11月|斉州平原郡の劉樹･劉蒼生が民衆を集めて反乱を起こした
  /斉州軍が反徒を撃破して敗走させ劉樹は梁に亡命
526年12月20日-08:00|中国|  ||南梁･普通7年;北魏･孝昌2年閏11月|梁の将軍元樹が寿春に迫った/揚州刺史李
  憲は力尽きて投降
526年12月20日-08:00|中国|  ||南梁･普通7年;北魏･孝昌2年閏11月|梁は再び将軍を派遣して新野に侵攻/都督
  魏承祖に詔を下して梁軍を迎撃させた
527年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｴｼｭｳｨﾈ｣(~587年)
527年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｲﾁｪﾙ｣
527年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾜｸ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ｣(~537年)
527年2月17日-09:00|韓国|  ||新羅･法興王14年|新羅が仏教を公認
527年2月17日-08:00|中国|  ||南梁･普通8年;北魏･孝昌3年1月|この月､梁は将軍彭群･王辯らも派遣し､数万の
  軍勢を率いて琅邪に迫らせた/青州･南青州に詔を下して梁軍を迎撃させた
527年2月17日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年1月|高平鎮の虜人の賊軍が岐州に迫った/城民が刺史魏蘭根を捕ら
  え､州城を挙げて賊軍に呼応
527年2月17日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年1月|賊帥の胡引祖は北華州を占拠して虜軍に呼応/賊帥叱干騏麟は
  ﾕｳ州を占拠
527年2月17日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年1月|ﾕｳ州刺史畢祖暉･行台羊深の両者は退却し､畢祖暉は戦死/つい
  で北海王元顥も敗走
527年2月17日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年1月|蕭宝?･元恒芝が涇州で大敗/大隴都督･南平王元仲冏と小隴都
  督高聿も相継いで退却/東秦州刺史潘義淵は賊軍に投降
527年2月26日-08:00|中国|  ||南梁･普通8年1月10日|甲戌､徐州の任道ﾘｮｳが民衆を集めて反乱を起こし､蕭城を
  襲撃･占拠/徐州軍が任道ﾘｮｳを討伐･平定
527年3月5日-08:00|中国|  ||南梁･普通8年1月17日|辛巳､葛栄が殷州を陥落させた/刺史崔楷は投降せずに戦死
  /葛栄は東の冀州を包囲
527年3月18日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年;南梁･普通8年2月|この月､梁の将軍成景儁が彭城に侵攻/員外常侍
  崔孝芬に詔を下して都督とし､諸将を率いて迎撃し､成景儁軍を敗走させた
527年3月18日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年2月|虜人の賊軍が潼関を占拠
527年4月13日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年2月27日|庚申､東郡の趙顕徳が反乱を起こし､太守裴烟を殺害して
  都督を自称し､兄の子を太守に擁立/都督李叔仁に詔を下して趙顕徳を討伐させた
527年4月17日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年3月|虜人が敗走し､潼関を回復
527年4月17日-08:00|中国|  ||南梁･大通1年3月|梁の武帝蕭衍が大通(-529年)と改元
527年4月24日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年3月8日|辛未､斉州広川郡の劉鈞が清河太守劭懐を捕らえ､民衆を集
  めて反乱を起こし､大行台を自称
527年5月16日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年4月|別将元斌之が東郡を討伐し､趙顕徳を斬った
527年7月16日-09:00|日本/韓国|  ||継体21年6月03日|ﾔﾏﾄ王権の近江毛野は6万人の兵を率いて､新羅に奪われ
  た南加羅･喙己呑(いずれも朝鮮半島南部の諸国)を回復するため､任那へ向かって出発
527年8月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝)｢ﾕｽﾃｨﾇｽ1世｣
527年8月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝)｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世｢大帝｣｣甥(~5651114死去)
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527年8月13日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年;南梁･大通1年7月|この月､青州刺史･彭城王元劭と南青州刺史胡平
  が将軍を派遣し､梁の将軍彭群の首を斬って二千人余りを捕虜とした
527年8月13日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年7月|相州刺史･安楽王元鑑が相州を占拠して反乱
527年8月13日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年7月|陳郡の劉獲･鄭辯が西華で反乱を起こし､年号を天授とした/豫
  州軍が劉獲らを討伐･平定
527年9月11日-09:00|日本|  ||継体21年8月1日|筑紫(九州地方北部)の有力者であった磐井が挙兵し火の国(肥
  前国･肥後国)と豊の国(豊前国･豊後国)を制圧したため､ﾔﾏﾄ王権の平定軍として物部麁鹿火が将軍に任命され
  ,征討に出発
527年9月27日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年8月17日|朝廷は源子邑､李神軌､裴衍へ､ｷﾞｮｳの攻撃を命じ,丁未､元
  鑑を斬り､相州を平定
527年10月11日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年9月|秦州の城民杜粲が､莫折念生の一族を皆殺しにし､州の治政を
  専断/南秦州の城民辛深も州を乗っ取り蕭寶寅へ降伏
527年12月3日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年10月25日|<即位>斉第1代皇帝｢蕭宝寅｣(~528年1月)年号を隆緒と称
  した/尚書右僕射長孫稚に詔を下して蕭宝寅を討伐させた
528年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｴﾌﾀﾙ族ﾐﾋﾗｸﾗ(~542)
528年1月7日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年11月30日|己丑､葛栄が冀州を攻撃･陥落させ､刺史元孚を捕らえて､
  住民を退去させた/凍死する者は六～七割に上った
528年1月26日-08:00|中国|  ||北魏･孝昌3年12月19日|戊申､都督源子?と裴衍が葛栄と戦い､陽平の東北(､ｼｮｳ水
  の湾曲部)で敗北して､ともに戦死/葛栄は余勢をかって相州を攻撃したが勝てなかった
528年2月12日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年1月7日|乙丑､杜洛周が定州を陥落させ､刺史楊津を捕らえた/瀛州
  刺史元寧は州城を伴って杜洛周に投降
528年2月13日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年1月8日|丙寅､北魏の孝明帝が武泰(-4月)と改元
528年2月23日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年1月18日|丙子､長孫稚が潼関を平定
528年2月24日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年1月19日|<退位>斉初代皇帝｢蕭宝寅｣/丁丑､雍州の侯終徳らが一斉
  に攻撃､蕭宝寅は渭水を渡って逃走/雍州は平定された
528年3月7日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年2月|葛栄は杜洛周を攻撃してこれを殺した
528年3月31日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年2月25日|<死去>北魏第9代皇帝｢粛宗孝明帝(元ｼｰ)｣母の霊太后が毒
  殺/享年19
528年4月1日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年2月26日|<即位>北魏皇帝｢女帝元氏｣(~同日)
528年4月2日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年2月27日|<即位>北魏皇帝｢幼主(元釗)｣(~5.15廃位)
528年4月30日-08:00|中国|  ||北魏･武泰1年3月26日|癸未､葛栄が滄州を攻撃･陥落させ､刺史薛慶之を捕らえた
  /住民の八～九割が死亡
528年5月5日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年4月|郢州刺史元願達が州城を占拠し､梁に通じて反逆
528年5月15日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年4月11日|<即位>北魏第10代皇帝｢敬宗孝荘帝(元子攸)｣(~05310106
  廃位)
528年5月15日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年4月11日|<廃位>北魏皇帝｢幼主(元釗)｣
528年5月17日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年4月13日|庚子､兵権を握っていた爾朱栄は霊皇后と幼主を殺害し､
  ついで無上王元劭･始平王元子正を殺害
528年5月18日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年4月14日|辛丑､孝荘帝は､建義(-9月)と改元
528年6月15日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年5月13日|己巳､斉州の賈皓が民衆を集めて反乱を起こし､夜､州城を
  襲撃したが､夜が明けると敗走
528年6月21日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年5月19日|乙亥､晋州刺史樊子鵠が唐州を制圧し､刺史崔元珍･行台?
  惲を斬って､首級を京師に届けた
528年7月3日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年6月|さきの幽州平北府主簿の刑杲が青州で反乱を起こし､漢王を自
  称して､年号を天統とした
528年7月3日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年6月|通直散騎常侍高乾?と弟たちが流民と斉州平原郡で挙兵した反
  徒を率い､幾度も斉州軍を破った/東道大使元欣に詔を下し､孝荘帝の意向を告げて宥めさせると､高乾?らは投
  降
528年7月7日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年6月5日|辛卯､南荊州刺史李志が州城を占拠し､梁に通じて反逆
528年8月1日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年7月|この月､高平鎮の万俟醜奴が天子と自称､神獣と改元
528年8月31日-08:00|中国|  ||北魏･建義1年8月|太山太守羊侃が郡城を占拠して反乱を起こした
528年10月16日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年9月18日|爾朱栄は､自ら敵の後方へ出て､前後から挟撃し大勝利/
  葛栄を捕らえ､賊徒は悉く降伏/冀･定･滄･瀛･殷の五州は悉く平定
528年10月19日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年9月21日|乙亥､北魏の孝荘帝が永安(-530年10月)と改元
528年10月29日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年10月|この月､車騎大将軍･儀同三司李叔仁が?水に?杲を攻撃して
  敗北･撤退
528年10月29日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年;南梁･大通2年10月|大都督李穆が梁軍を大破して梁の将軍曹義宗
  を捕らえ､檻車で京師に送致
528年12月6日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年11月10日|癸亥､行台于暉らが瑕丘で羊侃を大破/羊侃は梁に亡命
528年12月7日-09:00|日本|福岡県小郡市|継体22年11月11日|筑紫(九州地方北部)の有力者であった磐井軍と麁
  鹿火率いるﾔﾏﾄ王権軍が､筑紫三井郡(現福岡県小郡市･三井郡付近)にて交戦し､激しい戦闘の結果､磐井軍は敗
  北
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528年12月27日-08:00|中国|  ||北魏･永安1年12月|葛栄の残党､韓婁が再び幽州を占拠して反乱
529年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范弼毳跋摩｣
529年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~565年死去)
529年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻｻﾝ朝ｶﾜｰﾄﾞ1世がﾏｽﾞﾀﾞｸ教信者(ｿﾞﾛｱｽﾀｰ教系)を弾圧
529年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ｱﾑｰﾙ4世ｲﾋﾞﾝ･ﾏﾋ｣⇒｢ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ5世ｲﾋﾞﾝ･ﾔﾊﾞﾗｰ｣(~569年)
529年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾇﾙｼｱ出身のﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽが少数の弟子と共にｲﾀﾘｱのﾓﾝﾃ･ｶｼｰﾉにﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ修道院を創設
529年1月25日-08:00|中国|  ||吐谷渾･伏連籌40年|<即位>吐谷渾君主｢呵羅真｣(~530年)
529年2月24日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年2月|燕州の王慶祖が上党で民衆を集めて王を自称/柱国大将軍爾朱
  栄が王慶祖を討伐･捕縛
529年4月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<施行>ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世が旧勅法を編纂させ｢ﾛｰﾏ法大全｣(7日公布)
529年4月24日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年4月|元顥が考城を攻撃･陥落させ､行台元暉業と都督丘大千を捕ら
  えた
529年5月13日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年4月20日|辛丑､上党王元天穆と爾朱兆が済南で刑杲を撃破し､刑杲
  は降伏し斬られた
529年5月24日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年5月1日|壬子朔､元顥が梁国を制圧
529年6月14日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年5月22日|癸酉､元顥がｴｲ陽を制圧/元顥は楊昱を捕らえた/爾朱世隆
  は虎牢を放棄して逃げ帰った
529年6月17日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年5月25日|丙子､元顥が洛陽に入城
529年6月19日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年5月27日|戊寅､行台崔孝芬と大都督?宣が梁国で元顥の後軍都督侯
  暄を破り､侯暄を斬って兵士三千人を捕らえた
529年7月13日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年6月22日|壬寅､元顥は河内を制圧
529年8月8日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年7月18日|戊辰､夜､都督爾朱兆と賀抜勝が硤石から渡河して､元顥の
  子の元冠受と安豊王元延明の軍勢を破った/元顥は敗走
529年8月13日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年7月23日|癸酉､臨潁県の兵士の江豊が元顥を斬って､首級を京師に
  届けた
529年8月20日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年閏7月|巴州刺史厳始欣が巴州を占拠し､梁に通じて反逆
529年10月18日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年9月|大都督侯淵が､爾朱栄の命令で､薊にて韓楼を攻撃/賊帥の陳
  周に大勝利/薊城を攻略し､幽州は平定
529年10月18日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年9月|万俟醜奴が東秦州を攻撃して抜き､刺史の高子朗を殺す
529年11月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･安臧王11年;百済･聖王7年10月|高句麗の安蔵王が自ら精鋭を率い
  て百済の北辺を攻める/聖王は敗れる
529年11月17日-08:00|中国|  ||南梁･中大通1年10月|梁の武帝蕭衍が中大通(-534年)と改元
529年11月17日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年10月1日|己酉朔､日蝕が起こった
529年12月16日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年11月|孝荘帝は爾朱仲遠の討伐を命じた/爾朱仲遠は西ｺﾝ州を攻撃
  し､刺史の王衍を捕らえ､鄭先護と賀抜勝が迎撃/賀抜勝は滑台の東で爾朱仲遠と戦ったが敗北降伏
530年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾒｰﾜﾙ国(後､首都の名前にちなんでｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙと呼ばれるようになﾙ)
530年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ｸﾏｰﾗｸﾞﾌﾟﾀ3世｣(~540年)
530年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Buddhavarman｣(~540年)
530年1月15日-08:00|中国|  ||北魏･永安2年12月|乞豆陵歩蕃は､秀容にて爾朱兆軍を撃破/高歓と合流した爾朱
  兆は､平楽郡にて乞豆陵歩蕃と戦い大勝利,石鼓山にて乞豆陵歩蕃を斬り殺す
530年2月13日-09:00|日本|福岡県八女市|継体24年|磐井の墓と推定される､岩戸山古墳が築造
530年2月13日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年|<即位>吐谷渾第15代可汗｢仏輔｣第14代可汗｢伏連籌｣の子(~534年)
530年2月25日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年;南梁･中大通2年1月13日|己丑､益州刺史長孫寿と梁州刺史元儁ら
  が将軍を派遣し､巴州都督元景夏とともに厳始欣を討伐･斬殺/梁の都督蕭玩･何難尉･陳愁は敗走/蕭玩の首を
  斬り､一万人余りを捕虜とした
530年3月9日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年1月25日|辛丑､東徐州城民の呂文欣･王赦らが刺史元太賓を殺害し､
  州城を占拠して反乱/撫軍将軍･都官尚書樊子鵠を兼右僕射･行台とし､征南将軍･都督賈顕智と征東将軍･徐州
  刺史厳思達を従えて呂文欣らを討伐させた
530年3月22日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年2月8日|甲寅､呂文欣らを平定/東徐州は平定された
530年4月13日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年3月|万俟醜奴の大行台尉遅菩薩が岐州に侵攻/大都督賀抜岳･可朱
  渾道元が尉遅菩薩軍を大破
530年6月3日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年4月22日|丁卯､雍州刺史爾朱天光が安定に万俟醜奴と蕭宝?を討伐し
  ､両者を撃破･捕縛/関中が平定された
530年6月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｹﾞﾘﾒﾙ｣反乱を起こし王位に就いた(~534.3ﾛｰﾏに投降
  )/ﾋﾙﾃﾞﾘｯｸやﾎｱﾒﾙらは牢獄に入れられた
530年6月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<廃位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ﾋﾙﾃﾞﾘｯｸ｣
530年7月11日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年6月|万俟道洛は長孫邪利を襲撃して皆殺し/爾朱天光が万俟道洛を
  討伐したが万俟道洛は隴へ逃げ略陽賊帥の王慶雲へ帰順/王慶雲は水洛城にて皇帝を潜称
530年8月11日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年7月3日|丙子､爾朱天光が水洛城を平定し､王慶雲と万俟道洛は捕ま
  えられ殺された/三秦､河､渭､瓜､涼､ｾﾞﾝ州は全て降伏
530年9月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第54代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｪﾘｸｽ4世｣
530年9月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第55代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ2世｣(~05321017死去)､対立教皇｢ﾃﾞｨｵｽｸﾙｽ｣(~
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  05301014)
530年10月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾃﾞｨｵｽｸﾙｽ｣
530年11月2日-08:00|中国|  ||北魏･永安3年9月26日|己亥､左僕射爾朱世隆と爾朱栄の妻の郷郡長公主が爾朱栄
  の私兵を率い河橋を攻撃し､奚毅らを捕らえて殺害し､北中城を占拠して南の京師に迫った
530年11月6日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年10月|徐州刺史爾朱仲遠が反乱を起こし､軍勢を率いて京師に向か
  った
530年11月6日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年10月|平州刺史侯淵は起兵し､中山にて､魏蘭根が攻撃したが敗北
530年11月18日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年10月13日|乙卯､通直散騎常侍李苗が火船で河橋を焼き落とした/
  爾朱世隆は退却し建州に到来/刺史陸希質が防戦したが､州城は陥落
530年12月5日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年10月30日|<即位>北魏第11代皇帝｢東海王(元曄)｣(~5310401廃位)､
  年号を建明とした
530年12月10日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年11月5日|丁丑､爾朱仲遠が西?州を陥落させ､刺史王衍を捕らえた
531年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ帝がｱｸﾑｽ王に遣使し､対ﾍﾟﾙｼｱ同盟を提起
531年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾏﾗﾘｯｸ｣殺害される
531年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｳﾃﾞｨｽ｣(~548年)
531年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国再び敗れｶﾞﾘｱの領地のほとんどを失った
531年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国がｻｸｿﾝ人の支援を受けﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ王国征服
531年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Gartnait｣(~537年)
531年1月2日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年11月28日|庚子､賀抜勝は滑台の東で爾朱仲遠と戦い､敗北して爾朱
  仲遠に帰属
531年1月4日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年12月|この月､河西の?豆陵歩蕃･破六韓常が秀容で爾朱兆に大勝
531年1月4日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年12月|斉州城民の趙洛周が西城を占拠して反乱を起こし､爾朱兆に呼
  応/刺史･丹楊王蕭賛は州城を放棄して逃走
531年1月4日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年12月1日|壬寅朔､爾朱兆が丹谷に侵攻し､都督崔伯鳳は戦死/都督羊
  文義･史五竜は爾朱兆に投降し大都督源子恭は退却
531年1月6日-08:00|中国|  ||北魏･建明1年12月3日|<廃位>北魏第10代皇帝｢敬宗孝荘帝(元子攸)｣外戚爾朱栄の
  甥爾朱兆らにより(~12月13日暗殺される)
531年2月3日-09:00|日本|群馬県富岡市|継体25年|一之宮貫前神社創建
531年2月3日-08:00|中国|  ||高昌･章和1年|<即位>高昌国王｢高昌王麹子堅｣(~548年)
531年2月3日-08:00|中国|  ||高昌･章和1年|高昌のｶﾝ堅が章和(-548年)と改元
531年3月4日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年2月|幽州刺史劉霊助が薊で挙兵/夜､河北大使高乾?と弟の高昴が冀
  州を襲撃して､刺史元嶷を捕らえ､前河内太守封隆之を行州事に推戴
531年3月10日-09:00|日本|  ||継体25年2月7日|<死去>第26代天皇継体天皇/82歳(誕生450年)
531年3月10日-09:00|日本|  ||継体25年2月7日|<即位>第27代安閑天皇(~535年)
531年4月1日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年2月29日|<死去>北魏第11代皇帝｢東海王(元曄)｣
531年4月1日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年2月29日|<即位>北魏第12代皇帝｢節閔帝･前廃帝(元恭)｣(~5320621廃
  位)
531年4月1日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年2月29日|己巳､北魏の節閔帝が国号の魏を大魏とし普泰(-10月)と改
  元
531年4月28日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年3月26日|丙申､定州刺史侯淵が安国城で劉霊助を撃破･斬殺し､首級
  を京師に届けた
531年5月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･法興王18年4月|新羅､上大等制を始める
531年5月25日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年4月24日|癸亥､隴西王爾朱天光が宿勤明達を破り､捕らえて京師に
  送致/宿勤明達を斬刑に処した
531年6月1日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･安臧13年5月|<死去>高句麗王｢安臧王｣暗殺される
531年6月1日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･安臧13年5月|<即位>高句麗王｢安原王｣(~545年)
531年6月7日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年5月7日|丙子､荊州城民が趙脩延を斬り､首級を届けてきた/爾朱仲遠
  が都督魏僧勗らに命じ､東陽に崔祖?を討伐･斬殺させた
531年6月30日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年6月1日|己亥朔､日蝕が起こった
531年7月21日-08:00|中国|  ||北魏･普泰1年6月22日|庚申､勃海王高歓が信都で挙兵/西の殷州を制圧して､刺史
  爾朱羽生を斬った
531年9月13日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第24代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｶﾜｰﾄﾞ1世｣
531年9月13日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第25代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ1世｣(~579.2死去)
531年10月30日-08:00|中国|  ||北魏･中興1年10月5日|<即位>北魏第13代皇帝｢安定王･後廃帝(元朗)｣(~532.6)
  中興(~532年4月)と改元
531年11月9日-08:00|中国|  ||北魏･中興1年10月15日|辛亥､高歓が広阿で爾朱兆を大破
532年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｻｻﾝ朝とﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝が｢永遠の和平｣条約
532年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾂ/ﾆｶの叛乱で約4万人の市民が虐殺された
532年1月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<ﾆｶの乱>東ﾛｰﾏ帝国首都ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙで皇帝ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世に対抗
532年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･法興王19年|新羅､金官加耶国を併呑
532年1月23日-09:00|日本|奈良県橿原市|継体26年1月1日|都を倭の勾金橋宮とする
532年2月8日-08:00|中国|  ||北魏･中興2年1月17日|壬午､高歓はｷﾞｮｳを陥落させ､刺史劉誕を捕らえた



0600迄(2180件)

532年4月28日-08:00|中国|  ||北魏･中興2年閏3月8日|壬寅､爾朱兆は軽騎兵三千を率いてｷﾞｮｳ城を夜襲し､西門
  を攻撃したが勝利できずに退却
532年5月18日-08:00|中国|  ||北魏･中興2年閏3月28日|壬戌､高歓は韓陵で爾朱天光ら四胡人を大破/前廃帝の
  鎮軍将軍賀抜勝と徐州刺史杜徳は戦場で投降/爾朱兆は并州に逃走/爾朱仲遠は東郡に逃走
532年5月20日-08:00|中国|  ||北魏･太昌1年4月1日|甲子朔､斛斯椿らは河橋を占拠し､爾朱天光･爾朱度律を捕
  らえた/西北大行台長孫稚･都督賈顕智らは京師に入り､爾朱世隆･爾朱彦伯を捕らえて洛陽市街で斬刑､爾朱天
  光と爾朱度律を高歓の下に送致
532年6月6日-08:00|中国|  ||北魏･太昌1年4月18日|<廃位>北魏第12代皇帝｢節閔帝･前廃帝(元恭)｣高歓により
  祟訓仏寺へ幽閉(~普泰2年5月3日､門下外省で殺害された)
532年6月13日-08:00|中国|  ||北魏･太昌1年4月25日|<即位>北魏第14代皇帝｢孝武帝･出帝(元脩)｣(~永熙3年閏1
  2月15日(05350203)死去)太昌(^12月)と改元
532年6月21日-08:00|中国|  ||北魏･太昌1年5月3日|<廃位>北魏第13代皇帝｢安定王･後廃帝(元朗)｣(~同年11月1
  4日､門下外省で殺害された享年35歳)
532年8月17日-08:00|中国|  ||北魏･太昌1年7月|高歓､大都督の庫狄干は爾朱兆を攻撃､爾朱兆は秀容まで逃げ
  た/ﾍｲ州は平定された
532年10月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第55代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ2世｣
533年1月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第56代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ2世｣(~05350508死去)
533年1月11日-08:00|中国|  ||北魏･永興1年12月|北魏の孝武帝が永興(-12月)と改元
533年1月11日-08:00|中国|  ||北魏･永熙1年12月|北魏の孝武帝が永熙(-534年12月)と改元
533年2月10日-08:00|中国|  ||北魏･永熙2年1月|高歓は爾朱兆を滅ぼした
533年9月13日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  ||晩夏|ｹﾞﾘﾒﾙ王のｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国軍はｶﾙﾀｺﾞの南10ﾏｲﾙの所で東ﾛｰﾏ軍と戦い(ｱﾄﾞ･ﾃﾞ
  ｼﾐｳﾑの戦い)崩壊し､ｶﾙﾀｺﾞを占領された
533年11月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ帝国の法律と法学説を集大成したﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ法典が完成
533年11月30日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱのｱﾚｯﾎﾟで地震(M7.6)死者13万人(ﾚﾊﾞﾉﾝのﾊﾞｰﾙﾍﾞｯｸの神殿建築群とﾍﾞｲ
  ﾙｰﾄが崩壊)
533年12月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｹﾞﾘﾒﾙ王のｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国軍はｶﾙﾀｺﾞから20ﾏｲﾙほどのﾁｶﾒﾛﾝで東ﾛｰﾏ軍と戦い敗
  れる
533年12月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<施行>ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ帝が古法学者の学説を編纂させ｢学説彙纂｣
534年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ﾔｼｮｰﾀﾞﾙﾏﾝが中央ｲﾝﾄﾞでﾐﾋﾗｸﾗを撃破
534年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾊﾞｸﾘｳｽ2世｣ﾀﾞﾁの息子(~547年)
534年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾗﾝｽ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ1世→<即位>ﾃ
  ｳﾃﾞﾍﾞﾙﾄ1世(~548年)
534年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ将軍ﾍﾞﾘｻﾘｵｽがｺﾙｼｶ島などを占領
534年-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国がﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞ王国を征服し消滅させる
534年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾁｪﾙﾃﾞｨｯﾁ｣
534年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Cadwallon Lawhir ap Einion｣
534年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄｩｱﾀｲﾙ･ﾏｯｸ･ｺﾙﾏｲｸ｣(~540年)
534年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｷｭﾝﾘｯﾁ｣(~560年死去)
534年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eormenric｣(~590年)
534年1月30日-09:00|日本|奈良県橿原市|安閑1年1月|都を大倭国の勾金橋に遷す
534年1月30日-08:00|中国|  ||北魏･永熙3年1月|高歓が､河西にて伊利を攻撃し､これを捕らえた
534年3月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｳﾞｧﾝﾀﾞﾙ王国国王｢ｹﾞﾘﾒﾙ｣ﾛｰﾏに投降滅亡/ｺﾙｼｶ､東ﾛｰﾏ帝国領に
534年3月30日-08:00|中国|  ||南梁･中大通6年3月|<即位>吐谷渾第16代可汗｢可沓振｣第15代可汗｢仏輔｣の子(~5
  40年)
534年10月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾀﾗﾘｯｸ｣
534年10月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ女王｢ｱﾏﾗｽｲﾝﾀ｣(~534年12月ﾃｵﾀﾞﾊﾄﾞにｸｰﾃﾞﾀｰを起こされて失脚)､
  王｢ﾃｵﾀﾞﾊｯﾄ｣(~536年12月没)
534年10月23日-08:00|中国|  ||北魏･永熙3年10月|宇文泰は､潼関を攻撃し薛瑜を斬り長安へ戻る
534年11月8日-08:00|中国|  ||東魏･天平1年10月17日|<即位>東魏第1代皇帝｢孝静帝(元善見)｣(~5500607退位)1
  1才､天平(-537年12月)と改元(魏の東西分裂)､高歓は業への遷都を強行
534年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>東ｺﾞｰﾄ女王｢ｱﾏﾗｽﾝﾀ｣ﾃｵﾀﾞﾊﾄﾞにｸｰﾃﾞﾀｰを起こされて失脚
534年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<施行>ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ帝が編纂させた法典｢勅法彙纂｣全12巻(11月16日公布)
535年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ｳﾞｧｰｶｰﾀｶ朝滅亡
535年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(ﾀﾞﾙﾏﾃｨｱ軍管区~810年)
535年-01:00|ﾏﾙﾀ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾙﾀは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~870年)
535年1月20日-09:00|日本|埼玉県行田市|安閑1年閏12月|ﾔﾏﾄ王権､武蔵国笠原直使主を国造とし小杵殺害
535年2月3日-08:00|中国|  ||北魏･永熙3年閏12月15日|<死去>北魏第14代皇帝｢孝武帝･出帝(元脩)｣宇文泰によ
  り毒殺される/享年25才/北魏は東魏･西魏に分裂
535年2月3日-08:00|中国|  ||北魏･永熙3年閏12月15日|<即位>西魏皇帝｢文帝(元宝炬)｣(~05510328死去)
535年2月18日-08:00|中国|  ||西魏･大統1年|<即位>武興君主｢恵王楊智慧｣(~545年)
535年2月18日-08:00|中国|  ||西魏･大統1年1月|宇文泰は儀同の李虎と李弼に霊州の曹泥を攻撃させ､曹泥は降
  伏
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535年2月18日-08:00|中国|  ||西魏･大統1年1月|西魏皇帝｢文帝(元宝炬)｣大統(-551年12月)と改元
535年2月18日-08:00|中国|  ||南梁･大同1年1月|梁の蕭衍が大同(-546年4月)と改元
535年2月18日-08:00|中国|  ||東魏･天平2年1月1日|<即位>西魏第1代皇帝｢中宗文帝(元宝炬)｣(~551年3月28日)
535年3月20日-08:00|中国|  ||東魏･天平2年2月|東魏の儀同三司婁昭がｺﾝ州を攻撃,東平を抜き､瑕丘を包囲､大
  野抜が樊子告を殺して降伏
535年4月18日-08:00|中国|  ||東魏･天平2年3月|東魏の侯淵が造反/青州南郭を攻撃し､郡県を略奪
535年5月2日-08:00|中国|  ||東魏･天平2年3月15日|辛酉､劉蠡升の北部王が劉蠡升を斬り殺して降伏､高歓は更
  に攻撃/南海王を捕らえ､華･夷併せて五万戸を併合
535年5月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第56代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ2世｣
535年5月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第57代ﾛｰﾏ教皇｢ｱｶﾞﾍﾟﾄｩｽ1世｣(~05360422死去)
535年6月24日-09:00|日本|愛知県|安閑2年5月9日|尾張国に間敷屯倉･入鹿屯倉が設置された
535年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ将軍ﾍﾞﾘｻﾘｵｽ､ｼﾁﾘｱを征服､ｼﾗｸｰｻﾞ入城/ｺﾞｰﾄ戦争の始まり
536年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽがｺﾌﾟﾄ教信者を弾圧
536年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ将軍ﾍﾞﾘｻﾘｵｽ､ﾚｯｼﾞｮ､ﾅｰﾎﾟﾘ征服
536年1月25日-09:00|日本|  ||安閑2年12月17日|<死去>第27代天皇安閑天皇/70歳(誕生:(雄略)10(466))
536年1月26日-09:00|日本|  ||安閑2年12月18日|<即位>第28代宣化天皇/都を檜隅の廬入野に遷す
536年2月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建元1年|新羅の第23代法興王が建元(-550年末)と改元
536年2月8日-08:00|中国|  ||東魏･天平3年;西魏･大統2年1月|高歓は自ら万騎を率いて西魏の夏州を攻撃/夏州
  城へ侵入し刺史の斛抜俄彌突を捕らえる
536年2月8日-08:00|中国|  ||東魏･天平3年;西魏･大統2年1月|西魏の霊州刺史曹泥が､婿の涼州刺史劉豊と共に
  東魏へ降伏
536年4月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第57代ﾛｰﾏ教皇｢ｱｶﾞﾍﾟﾄｩｽ1世｣
536年6月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第58代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪﾘｳｽ｣(~05370311追放)
536年12月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||初旬<死去>東ｺﾞｰﾄ王｢ﾃｵﾀﾞﾊﾄﾞ｣殺害される
536年12月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||初旬<即位>東ｺﾞｰﾄ王｢ｳｨﾃｨｷﾞｽ｣(~540年5月東ﾛｰﾏ帝国に降伏)
537年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国が東ｺﾞｰﾄﾞ王国からｱﾚﾏﾝ残部とﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽを獲得
537年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝはﾌﾗﾝｸの支配下(~916年)
537年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Cailtram｣(~538年)
537年1月27日-09:00|日本|群馬県富岡市|宣化2年|妙義神社創建(妙義町)
537年3月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<追放>第58代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪﾘｳｽ｣
537年3月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第59代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｷﾞﾘｳｽ｣(~05550607死去)
537年8月22日-08:00|中国|  ||西魏･大統3年;東魏･天平4年8月|宇文泰は李弼等十二将へ東魏討伐を命じた/先
  鋒の北ﾖｳ州刺史于謹は磐豆を攻撃し抜いた/庚寅､恒農を抜き､東魏の陜州刺史李徽伯を捕らえる/楊標は挙兵､
  ｼｮｳ郡を攻略
537年9月20日-08:00|中国|  ||東魏･天平4年9月|柔然が東魏の三堆へ侵入し高歓がこれを撃退
537年11月18日-09:00|韓国/日本|  ||宣化2年10月|新羅が､任那に侵入したので大伴狭手彦を遣わし任那を助け
  る
537年11月18日-08:00|中国|  ||東魏･天平4年;西魏･大統3年10月|東魏軍は大敗/西魏の行台の宮景寿等が洛陽
  へ向かったが東魏の洛州大都督韓賢が撃破
537年12月18日-08:00|中国|  ||西魏･大統3年;東魏･天平4年11月|是云寶は､東魏の陽州刺史那椿を殺し､州ごと
  西魏へ降伏/西魏の都督韋孝寛が､東魏の豫州を攻撃して抜いた
537年12月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世がｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙに聖ｿﾌｨｱ寺院を建設
538年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｺｽﾏｽの｢ｷﾘｽﾄ教徒世界地誌｣がｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱで刊
538年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾞｳｨｾ王｢Cerdic｣建国(~554年死去)
538年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Talorc2世｣(~549年)
538年1月16日-08:00|中国|  ||東魏･天平4年;西魏･大統3年12月|西魏の行台楊白駒と､東魏の陽州刺史段粲が戦
  い､西魏が破れた
538年2月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･聖王16年春|百済の聖王が王都を錦江の中流の泗ﾋﾞ(ｻﾝｽﾞｲに比)に移
  す/国号を南扶餘と変える
538年2月15日-08:00|中国|  ||東魏･元象1年;西魏･大統4年|東魏の大都督賀抜仁が､西魏の南汾州を攻撃､刺史
  韋子粲は降伏/廬勇軍は大隗山で西魏軍と戦い西魏軍が大敗北/南汾､穎､豫､廣の四州は､再び東魏の版図へ入
  った
538年2月15日-08:00|中国|  ||東魏･元象1年1月|東魏の孝静帝が元象(-539年11月)と改元
538年9月10日-08:00|中国|  ||西魏･大統4年;東魏･元象1年8月|西魏軍は東魏軍を撃破,大勝利
538年11月19日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||宣化3年10月12日|仏教公伝/百済聖明王が仏像･経典を献上
539年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dathappabhuti｣Silakalaの次男(~540年)
539年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢Wacho｣
539年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢Waltari｣Wachoの息子(~546年死去)
539年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~752年)
539年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌｨｳﾒは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部
539年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国ﾃｳﾃﾞﾍﾞﾙﾄ､東ｺﾞｰﾄﾞ王国と東ﾛｰﾏ帝国に戦勝/ﾊﾞｲｴﾙﾝを従属させる
539年1月6日-08:00|中国|  ||西魏･大統4年;東魏･元象1年12月|西魏の是云宝が落陽を襲撃し,東魏の落州刺史
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  王元軌は城を棄てて逃げる/西魏の都督趙剛は廣州を襲撃して抜いた/襄､廣以西の土地は､再び西魏の領土と
  なった
539年3月15日-09:00|日本|  ||宣化4年2月10日|<死去>第28代天皇宣化天皇/73歳(誕生467年)
539年11月27日-08:00|中国|  ||東魏･興和1年11月|東魏の孝静帝が興和(-542年12月)と改元
539年12月30日-09:00|日本|  ||宣化4年12月5日|<即位>第29代｢欽明天皇｣(~571年)都を礎城郡の礎城嶋に置く
540年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Moggallana2世｣Dathappabhutiの長兄(~560年)
540年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾌﾟﾀ朝｢ｳﾞｨｼｭﾇｸﾞﾌﾟﾀ｣(~550年)
540年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾙｶﾔ朝ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Pulakeshin1世｣(~567年)
540年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Kumaravishnu3世｣(~550年)
540年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻｰｻｰﾝ朝ｲﾍﾞﾘｱ･ﾏﾙｽﾞﾊﾞﾝ｢ｱﾙｳﾞｧﾝﾄﾞ･ｸﾞｼｭﾅｽﾌﾟ｣(~541年)
540年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ1世｣(~570年)
540年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｱﾙｼｭｰｼｬ4世｣(~608年)
540年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾟﾙｼｱﾎｽﾛｰ1世がｱﾝﾁｵｷｱを占領､ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝと戦闘
540年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<建国>ﾎﾟｲｽ王国
540年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾃﾞｨｱﾏｲﾄ･ﾏｯｸ･ｾﾙﾊﾞｲﾙ｣(~565年)
540年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Penychen｣(~580年)
540年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ｲﾙﾃﾞｨﾊﾞﾙﾄﾞ｣(~541年5月､饗宴の合間にｹﾞﾋﾟﾄﾞ族の一人に殺害
  される)
540年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>東ｺﾞｰﾄ王｢ｳｨﾃｨｷﾞｽ｣東ﾛｰﾏ帝国に降伏首都ﾗｳﾞｪﾝﾅを無血開城
540年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｲﾀﾘｱ半島の大部分が東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~05690903)
540年7月20日-09:00|日本|愛知県津島市|欽明1年6月1日|津島神社創建
540年8月18日-09:00|韓国|  ||新羅･建元5年7月|<死去>新羅王｢法興王｣
540年8月18日-09:00|韓国|  ||新羅･建元5年7月|<即位>新羅王｢真興王｣(~576年)
540年8月31日-09:00|日本|奈良県桜井市|欽明1年7月14日|都を磯城島金刺宮とする
540年10月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･安原10年9月|百済が攻め入ってきて牛山城を包囲,精兵5千を派遣
  してこれを撃退
541年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻｰｻｰﾝ朝ｲﾍﾞﾘｱ･ﾏﾙｽﾞﾊﾞﾝ｢ｳﾞｪｻﾞﾝ･ﾌﾞｽﾞﾐｰﾙ｣(~?)
541年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ｸﾞﾊﾞｾﾞｽ2世｣(~555年)
541年2月11日-08:00|中国|  ||吐谷渾･夸呂1年|<即位>吐谷渾第17代可汗｢夸呂｣第14代可汗｢伏連籌｣の子(~591
  年)
541年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ｲﾙﾃﾞｨﾊﾞﾙﾄﾞ｣饗宴の合間にｹﾞﾋﾟﾄﾞ族の一人に殺害される
541年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ｴﾗﾘｳｽ｣ｲﾙﾃﾞｨﾊﾞﾙﾄﾞの親族､ﾄｰﾃｨﾗの従兄弟(~9月殺害される)
541年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ｴﾗﾘｳｽ｣殺害される
541年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ﾄｰﾃｨﾗ｣(~05520701没)
542年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||このころﾇﾋﾞｱ王国が三つに分裂
542年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Comghall mac Domangairt｣
542年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Garban mac Domangairt｣(~558年死去)
542年 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||黒死病(ﾍﾟｽﾄ)の､ﾖｰﾛｯﾊﾟで最初の大流行がはじまる
542年1月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大同7年12月|徳州監の地位にあった李賁は交州の人士を集めて起兵
542年2月1日-08:00|中国|  ||東魏･興和4年|<即位>陰平君主｢楊太赤｣(~564年)
542年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大同8年春|李賁らは交州の治所である龍編を占領して根拠地とした/
  李賁らは梁の支配下にあった交州と徳州の地域(現在のﾍﾞﾄﾅﾑ北部)をほぼ制圧
543年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ﾌﾟﾗｹｰｼﾝ1世｣南ｲﾝﾄﾞで建国(~567年)
543年1月21日-08:00|中国|  ||東魏･武定1年1月|東魏の孝静帝が武定(-550年5月)と改元
543年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||春|東ｺﾞｰﾄ王ﾄｰﾃｨﾗがﾅﾎﾟﾘを奪還
543年3月21日-08:00|中国|  ||西魏･大統9年;東魏･武定1年2月|東魏の高仲密が虎牢関にて､西魏へ降伏/宇文泰
  は､諸軍を率いて洛陽へ入り､于謹へ柏谷を攻撃させて抜いた
543年4月20日-08:00|中国|  ||東魏･武定1年;西魏･大統9年3月|黎明､宇文泰軍と高歓軍が遭遇/東魏の彭楽が西
  魏軍の本営まで突入､大勝利/翌日､再戦し宇文泰軍が東魏に大勝利/東魏軍はその後勢力を盛り返し西魏軍は
  遂に逃げ出した
543年5月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南梁･大同9年4月|南ﾍﾞﾄﾅﾑのﾁｬﾝﾊﾟ王国が李賁を攻撃したが李賁の部下の范修が
  徳州でこれを撃破
543年8月16日-08:00|中国|  ||西魏･大統9年7月|西魏は測量単位を変更
544年2月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建元9年|新羅が興輪寺を建立
544年2月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||万春･天徳1年1月|<即位>前李朝国王｢李賁｣南越帝を自称(~5480413死去)天徳と
  改元(-548年)､国号を｢万春｣とした
544年6月6日-08:00|中国|  ||南梁･大同10年5月|広州において廬子略､杜僧明､周文育ら叛乱/陳覇先､これと戦
  い平定
545年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建元10年|新羅が｢国史｣を編纂
545年1月28日-08:00|中国|  ||東魏･武定3年|<即位>武興君主｢理王楊辟邪｣(~553年)
545年3月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･安原15年3月|<死去>高句麗王｢安原王｣
545年3月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･安原15年3月|<即位>高句麗王｢陽原王｣(~559年)
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545年5月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大同11年;万春･天徳2年5月|梁の交州刺史楊ﾋｮｳ･陳霸先･定州刺史蕭
  勃らの軍隊が､前後して朱鳶県と蘇歴河口に展開して､李賁を撃破/梁軍の包囲下に陥った李賁は嘉寧城に退い
  た
546年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｭﾙｸのｱｼﾅ氏ﾌﾞﾐﾝがｼﾞｭﾝｶﾞﾘｱの鉄勒を破り､高車丁零を併合して独立
546年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢Waltari｣
546年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｳﾄﾞｩｲﾝ｣(~560年)
546年2月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大同12年;万春･天徳3年1月|梁軍が嘉寧城を攻め落とすと､李賁は屈
  ﾘｮｳ洞の少数民族のもとに逃亡
546年5月16日-08:00|中国|  ||南梁･中大同1年4月|梁の蕭衍が中大同(-547年4月)と改元
546年6月14日-08:00|中国|  ||西魏･大統12年5月|独孤信が攻撃を開始､戦闘に勝利し宇文仲和を捕らえた/令狐
  整は賊軍を襲撃､晋昌を襲撃して呂興を斬り､瓜州へ進軍/張保は吐谷渾へ逃げた
546年10月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大同12年;万春･天徳3年9月|李賁は2万人を率いて典澈湖一帯に駐
  屯し､戦艦を製造していたが､陳霸先の指揮する部隊からの夜襲を受け､敗走して再び屈ﾘｮｳ洞に逃げ込んだ
546年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾄｰﾃｨﾗがﾛｰﾏを落とし､一時的にｺﾞｰﾄ軍を優位に導いた
547年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ5世｣ﾊﾞｸﾘｳｽ2世の息子(~561年)
547年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Maelgwn Hir ap Cadwallon｣
547年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈｽﾞ王｢Rhun Hir ap Maelgwn｣(~586年死去)
547年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Ida Eoppan sunu｣(~559年死去)
547年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･中大同2年|李賁の兄天宝､愛州九眞にて李紹隆とともに挙兵し徳州刺
  史陳文戒を殺し愛州を攻める/陳覇先､これと戦い平定
547年5月5日-08:00|中国|  ||南梁･太清1年4月|梁の蕭衍が太清(-549年12月)と改元
548年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｸﾞｼｭﾅｽﾌﾟ･ﾊﾞﾌﾗﾑ｣(2期目~552年)
548年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｳﾃﾞｨｽ｣暗殺
548年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾗﾝｽ王ﾃｳﾃﾞﾍﾞﾙﾄ1世→<即位
  >ﾃｳﾃﾞﾊﾞﾙﾄﾞ(~555年)
548年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｳﾃﾞｨｷﾞｾﾙ｣(~549年)
548年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ公国建国<即位>ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾄﾞ1世(~595年)
548年1月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･陽原4年|百済の独山城を攻めるが新羅の朱珍が救援に来たために
  退却
548年1月26日-08:00|中国|  ||高昌･章和18年|<即位>高昌国王｢高昌王麹玄喜｣(~550年)
548年1月26日-08:00|中国|  ||東魏･武定6年1月|造反した侯景軍は鎮圧され､侯景は梁へ亡命
548年4月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||万春･天徳5年3月20日|<死去>前李朝国王｢李賁｣
548年4月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||万春･天徳5年3月20日|<即位>前李朝国王｢桃郎王李天宝｣残党2万人を集めて九
  真郡にいたり､梁に対する抵抗を続けた(~571年死去)､｢趙越王趙光復｣梁軍を破る(~555年死去)
548年9月18日-08:00|中国|  ||南梁･太清2年8月|侯景が梁に対し反乱
548年11月18日-08:00|中国|  ||南梁･太清2年10月3日|庚寅､決起した侯景は焦州を攻略
548年12月5日-08:00|中国|  ||南梁･太清2年10月20日|丁未､侯景は歴陽太守荘鉄を攻撃し荘鉄は降伏
548年12月16日-08:00|中国|  ||南梁･太清2年11月|<即位>梁皇帝｢臨賀王正徳｣儀賢堂にて､帝位僭称(~549.3廃
  位)､正平と改元
549年-08:00|中国|  |||<即位>高昌国王ｷｸ玄喜[ｷｸ堅の子](~550年)
549年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾃｳﾃﾞｨｷﾞｾﾙ｣暗殺される
549年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱｷﾞﾗ1世｣(~554年3月暗殺される)
549年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国ﾒﾘﾀﾞに遷都
549年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾄｰﾃｨﾗがｺﾙｼｶを征服
549年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Drest5世｣(~550年)
549年2月13日-08:00|中国|  ||高昌･永平1年|高昌のｶﾝ玄喜が永平(-550年)と改元
549年4月13日-08:00|中国|  ||南梁･太清3年3月|侯景の手で梁の都･建康は陥落し､武帝は台城に幽閉､侯景が蕭
  正徳を廃した
549年4月13日-08:00|中国|  ||東魏･武定7年;南梁･太清3年3月|東徐州刺史湛海珍と北青州刺史王奉伯は東魏へ
  降伏/直閣将軍羊海は手勢ごと東魏へ降伏/東魏は梁の淮陰を占領
549年6月12日-08:00|中国|  ||南梁･太清3年5月2日|<死去>梁第1代皇帝｢高祖武帝(蕭衍)｣/享年86
549年6月12日-08:00|中国|  ||南梁･太清3年5月2日|<即位>梁第2代皇帝｢太宗簡文帝(蕭綱)｣(~551年11月15日)
549年7月11日-08:00|中国|  ||東魏･武定7年;西魏･大統15年6月|東魏は､西魏の穎川を陥とす
549年8月9日-08:00|中国|  ||南梁･太清3年7月|陳覇先､成州刺史王懐明､行台選郎殷外臣らとともに南海郡に挙
  兵/元景仲を討つ/蘭裕､蘭京礼らが叛乱するとこれを平定
549年12月5日-08:00|中国|  ||東魏･武定7年;南梁･太清3年11月|東魏が司州を襲撃,司州刺史の夏侯強は降伏/
  梁の淮南地方は全て東魏に占領された
550年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ﾌﾟｳﾞｨﾗｸｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~600年)
550年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｼｭﾙﾀ･ｳﾞｧﾙﾏﾝ｣ｸﾒｰﾙ族の真臘が独立(~555年)
550年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾁｬﾝﾊﾞ国
550年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Simhavarman3世｣(~575年)
550年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾌﾟﾀ朝が滅ぶ
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550年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢Chararic｣(~558年死去)
550年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Cyngar ap Gwrthefyr｣
550年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Galam Cennalath｣(~555年)
550年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾄｰﾃｨﾗがﾛｰﾏ占領
550年2月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建元15年;高句麗･陽原6年|百済に道薩城を陥落させられ,逆に百済の
  金?城を攻撃しているあいだに二城とも新羅に奪われた
550年2月2日-08:00|中国|  ||高昌･永平2年|<即位>高昌国王｢高昌和平王｣(~555年)
550年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||南梁･大寶1年|梁朝が侯景の乱のために混乱すると､陳霸先の軍は北上し､
  交州近隣に軍事的空白が生まれたため､前李朝は北ﾍﾞﾄﾅﾑでの勢力を回復
550年2月2日-08:00|中国|  ||南梁･大寶1年1月|陳覇先､始興より発つ/蔡路養軍南野に出陣しこれと対峙するも
  大敗し､陳覇先南康に進む
550年3月4日-08:00|中国|  ||南梁･大寶1年2月|侯景は侯子鏡へ八千の水軍を与えて廣陵へ派遣し､自らは一万
  の兵を率いて後続となった/侯子鏡は三日間の攻撃で廣陵を落とした
550年4月2日-08:00|中国|  ||南梁･大寶1年3月|臨川内史の始興王毅等が荘鉄を攻撃､番陽王範が麾下の将侯ｼﾝ
  を荘鉄のもとへ派遣し､始興王は敗死/番陽世子は三章にて任約と戦い三章を占領
550年5月31日-08:00|中国|  ||北齊･天保1年5月|任約軍は邵陵王綸へ向かって進軍/邵陵王は任約軍を襲撃させ
  ,任約軍は敗北したが､敗残兵をかき集めて将思安軍を襲撃し破った
550年5月31日-08:00|中国|  ||北齊･天保1年5月|番陽王が死ぬと､侯真は荘鉄を殺して豫章にて自立/任約の軍
  が来襲し番陽世子はこれと戦って戦死/任約は尋陽王を攻撃し,尋陽王は敗北､任約へ降伏/侯真は于慶に攻撃
  されて降伏
550年6月7日-08:00|中国|  ||東魏･武定8年5月8日|<退位>東魏皇帝｢孝静帝(元善見)｣東魏が滅びる
550年6月11日-08:00|中国|  ||北齊･天保1年5月12日|<即位>北斉第1代皇帝｢顕祖文宣帝(高洋)｣(~559年10月)/
  天保(-559年12月)と改元
550年6月30日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･陽原6年;北齊･天保1年6月|高句麗が北斉に遣使､髙麗王を授けられ
  る
550年9月27日-08:00|中国|  ||南梁･大寶1年9月|任約が西陽･武昌へ進攻し邵陵王の軍を蹴散らして占領
550年11月25日-08:00|中国|  ||北齊･天保1年11月|河南は洛陽以東､河北は平陽以東が､全て斉の領土となった
551年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国対立国王｢ｱﾀﾅｷﾞﾙﾄﾞ｣(⇒554.3単独王~567.12死去)
551年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||東ｺﾞｰﾄ王ﾄｰﾃｨﾗがｺﾙｼｶ･ｻﾙﾃﾞｨﾆｱ占領
551年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･開国1年;高句麗･陽原7年|突厥が侵入してきて新城,次いで白巌城を
  攻撃され防戦して突厥を追い払ったが,その間に新羅に十城を奪われた
551年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･聖王29年;高句麗･陽原7年|百済･新羅･任那が高句麗と戦い､百済が旧
  都漢城など6郡を回復
551年1月23日-08:00|中国|  ||高昌･和平1年|高昌国王｢高昌和平王｣和平(-554年)と改元
551年1月23日-08:00|中国|  ||柔然･阿那ｼﾞｮｳ32年|鉄勒が柔然を攻撃しようとしたが､突厥の酋長土門が､これ
  を攻撃して破った/鉄勒は､全て降伏/土門は柔然との国交を断絶
551年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･開国1年1月|新羅の第24代真興王が開国(-568年)と改元
551年3月23日-08:00|中国|  ||南梁･大寶2年閏2月|任約は斉安を攻撃させ守る定州刺史田龍租を撃破/侯景軍は
  西陽へ到着し徐文盛に撃破され侯景は軍営まで逃げ帰った/丙午､侯景は徐文盛軍を追い越して江夏へ入り勝
  利
551年3月28日-08:00|中国|  ||西魏･大統17年3月6日|<死去>西魏初代皇帝｢中宗文帝(元宝炬)｣
551年3月28日-08:00|中国|  ||西魏･大統17年3月6日|<即位>西魏第2代皇帝｢廃帝(元欽)｣(~恭帝元年1月(554年)
  廃位~4月毒殺される)
551年7月8日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬで地震(M7.1)死者4000人
551年7月19日-08:00|中国|  ||南梁･大寶2年6月|任約は胡僧裕と陸法和に襲撃され大敗
551年8月5日-08:00|中国|  ||南梁･大寶2年6月18日|庚申､王僧弁は魯山を攻撃,支化仁を捕らえて江陵へ送る
551年8月6日-08:00|中国|  ||南梁･大寶2年6月19日|辛酉､郢州を攻めて羅城を陥す/周鉄虎が､宋子仙と丁和を
  生け捕りにし江陵へ送って処刑
551年9月16日-08:00|中国|  ||南梁･天正1年8月|<即位>梁第3代皇帝｢廃帝豫章王(蕭棟)｣(~10月)､天正(-11月)
  と改元
551年9月16日-08:00|中国|  ||南梁･天正1年8月|<廃位>梁第2代皇帝｢太宗簡文帝(蕭綱)｣
551年9月16日-08:00|中国|  ||南梁･天正1年8月|王僧弁は､侯景麾下の于慶軍を襲撃し于慶は郭黙城を捨てて逃
  げ,范希栄も尋陽城を捨てて逃げた
551年11月14日-08:00|中国|  ||南梁･天正1年10月|<即位>漢第1代皇帝｢侯景｣(~太始2年(552年)3月)太始(-552
  年3月)と改元
551年11月15日-08:00|中国|  ||南梁･天正1年10月2日|梁第2代皇帝｢太宗簡文帝(蕭綱)｣は侯景の手の者によっ
  て身体の上に大量の土嚢を積まれて圧死させられた
552年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾀﾝ=ｼｬﾌﾟｰﾙ｣(~560年)
552年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ｻｳﾞｨﾙ･ﾊｻﾞｰﾙ族､ｱﾙﾊﾞﾆｱ(現在のｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)に侵入する
552年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾄﾙｺ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙは東ﾛｰﾏ帝国の一部
552年2月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･陽原8年|この年､新羅､高句麗の漢城地方を奪取
552年2月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･陽原王8年|百済の熊川城を攻撃したが勝てなかった
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552年2月11日-08:00|中国/ﾄﾙｺ|  ||柔然･鉄伐1年1月|<死去>柔然第12代可汗｢敕連頭兵豆伐可汗(阿那ｶｲ)｣自殺
552年2月11日-08:00|中国/ﾄﾙｺ|  ||柔然･鉄伐1年1月|<即位>柔然可汗国｢郁久閭鄧叔子｣阿那ｶｲの叔父(~555年処
  刑)
552年2月11日-08:00|中国/ﾄﾙｺ|  ||柔然･鉄伐1年1月|<即位>柔然第13代可汗｢郁久閭鉄伐｣登注の次子(~554年3
  月敗戦逃亡)
552年2月11日-08:00|中国|  ||西魏･廢帝1年1月|<即位>突厥可汗国第1代可汗｢伊利可汗(ｲﾘｸﾞｶｶﾞﾝ､土門､ﾌﾞﾐﾝｶｶ
  ﾞﾝ)｣柔然から独立(~553年)
552年2月11日-08:00|中国|  ||北齊･天保3年1月|北斉の文宣帝は､庫莫奚を攻撃して､大勝利
552年3月15日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年2月5日|癸卯､王僧弁の命令を受けた侯真は南陵･鵲頭の二砦を襲撃
  し戦勝占領
552年4月10日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年3月|<死去>漢第1代皇帝｢侯景｣
552年4月18日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年3月9日|丁丑､江中にて合戦が起こり王僧弁軍に侯子鑑軍は大敗/侯
  景軍は大敗
552年5月9日-09:00|日本|  ||欽明13年4月|<死去>箭田珠勝大兄皇子(不明)欽明天皇の王子
552年5月9日-08:00|中国|  ||北齊･天保3年;南梁･天正2年4月|斉帝の命令を受けて､大都督潘楽と郭元建が､五
  万の兵力で陽平を攻撃し抜いた
552年5月9日-08:00|中国|  ||西魏･廢帝1年;南梁･天正2年4月|楊乾運は剣閣の北へ進軍,西魏の達奚武はこれを
  迎撃し白馬にて大いに破る
552年5月9日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年4月|羊昆が侯景を刺し殺した
552年5月16日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年4月8日|乙巳､梁の蜀の武陵王蕭紀が皇帝を潜称
552年6月8日-08:00|中国|  ||西魏･廢帝1年5月|剣北は全て西魏の領土となった
552年6月8日-08:00|中国|  ||南梁･天正2年;北齊･天保3年5月|北斉の辛術､郭元建ら秦郡を攻撃/陳覇先､麾下の
  徐度に守らせ､自ら北斉軍と交戦,北斉軍敗走
552年7月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ﾄｰﾃｨﾗ｣ﾀｷﾞﾅｴの戦いで戦死
552年7月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ﾃｲｱ｣(~10月戦死)
552年7月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  ||夏|東ﾛｰﾏ帝国将軍ﾅﾙｾｰﾃはﾗｳﾞｪﾝﾅを落とし､ﾀｷﾞﾅｴの戦いで東ｺﾞｰﾄ軍を殲滅
552年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ｺﾞｰﾄ対立王｢ﾃｲｱ｣ﾛｰﾏ軍に敗れ戦死､東ｺﾞｰﾄ王国滅亡.ｲﾀﾘｱはﾛｰﾏ皇帝の
  領域に戻る
552年11月14日-09:00|日本/中国|  ||欽明13年10月13日|仏教伝来
552年12月13日-08:00|中国|  ||南梁･承聖1年11月12日|<即位>梁第4代皇帝｢世祖孝元帝(蕭繹)｣(~555年1月27日
  )､承聖(-555年4月)と改元
553年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||中央ｱｼﾞｱから養蚕技術がﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝに伝来
553年-01:00|ﾓﾅｺ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾅｺは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~568年)
553年1月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･開国3年;百済･聖王31年|百済が高句麗から取り戻したばかりの漢山
  城を含む一帯を奪い漢江流域に新州を設置
553年3月1日-08:00|中国|  ||柔然･庫提1年2月|<死去>柔然第13代可汗｢郁久閭鉄伐｣契丹に殺された
553年3月1日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年2月|<死去>突厥可汗国第1代可汗｢伊利可汗(ｲﾘｸﾞｶｶﾞﾝ､土門､ﾌﾞﾐﾝｶ
  ｶﾞﾝ)｣
553年3月1日-08:00|中国|  ||柔然･庫提1年2月|<即位>柔然第14代可汗｢郁久閭登注｣阿那ｶｲの従弟/すぐに殺さ
  れた⇒<即位>柔然第15代可汗｢郁久閭庫提｣登注の子(~553年11月廃位)
553年3月1日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年2月|<即位>突厥可汗国第2代可汗｢乙息記可汗(科羅､逸可汗)｣(~55
  3年)…伊利可汗の子
553年3月30日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年3月|<死去>突厥可汗国第2代可汗｢乙息記可汗(科羅､逸可汗)｣
553年3月30日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年3月|<即位>突厥可汗国第3代可汗｢木汗可汗(ﾑｶﾝｶｶﾞﾝ､俟斤､燕都)
  ｣(~572年)乙息記可汗の弟
553年3月30日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年;柔然･庫提1年3月|突厥の乙息記は､柔然の残党柔然可汗国｢郁久
  閭鄧叔子｣を沃野にて撃破しﾄｳ叔子､敗走
553年5月26日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢月ｼﾞｬｶﾞｰ｣(~05781026)
553年7月26日-08:00|中国|  ||南梁･承聖2年7月|武陵王蕭紀､益州より江陵に攻め上るも途上にて敗死
553年8月25日-08:00|中国|  ||西魏･廢帝2年;南梁･承聖2年8月|西魏の尉遅迥､蜀地方に侵攻しこれを平定
553年10月23日-08:00|中国|  ||南梁･承聖2年;北齊･天保4年閏9月|侯真と､郭元建が東関で戦い､北斉軍は大敗
553年11月21日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年11月|<即位>柔然第16代可汗｢郁久閭菴羅辰｣阿那ｶｲの子(~554年
  4月敗戦逃亡)
553年11月21日-08:00|中国|  ||突厥･乙息記1年11月|<廃位>柔然第15代可汗｢郁久閭庫提｣
554年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国東ﾛｰﾏ帝国の攻撃にあいｲｽﾊﾟﾆｱ南部を喪失
554年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国､東ｺﾞｰﾄ王国の残党を制圧｡ｲﾀﾘｱ全土を領域に
554年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢Cerdic｣
554年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢Cynric｣(~581年死去)
554年2月18日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝1年1月|<即位>西魏第3代皇帝｢恭帝(元廓)｣(~556年12月に宇文護に迫
  られて､周公宇文覚に帝位を禅譲)
554年2月18日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝1年1月|<廃位>西魏第2代皇帝｢廃帝(元欽)｣宇文泰により(~4月毒殺さ
  れる)
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554年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱｷﾞﾗ1世｣暗殺される
554年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾀﾅｷﾞﾙﾄﾞ｣(~567.12死去)
554年4月18日-08:00|中国|  ||南梁･承聖3年;北齊･天保5年3月|北斉の将軍王球が宿預を攻撃/杜僧明は､出撃し
  て大勝利
554年5月17日-08:00|中国|  ||柔然･菴羅辰2年4月|<退位>柔然第16代可汗｢郁久閭菴羅辰｣斉･文宣帝によって討
  たれ子とともに北へ逃れた
554年5月17日-08:00|中国|  ||北齊･天保5年;柔然･菴羅辰2年4月|柔然が北斉の肆州へ入寇,北斉帝が親征し柔
  然は敗走/北斉帝が派遣した都督の高阿那肱は大勝利
554年8月14日-09:00|韓国|  ||百済･聖王32年;新羅･真興王15年7月|<死去>百済王｢聖明王｣新羅と管山城で戦っ
  ている最中に狗川で伏兵に襲われ戦死
554年8月14日-09:00|韓国|  ||百済･威徳王1年7月|<即位>百済王｢威徳王｣(~598年)
554年11月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･威徳王1年;高句麗･陽原王10年10月|高句麗は熊川城に侵攻してきた
  がこれを撃退
554年12月10日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝1年;南梁･承聖3年11月|西魏軍､江陵に侵攻/江陵陥落し､元帝囚われ
  る
555年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｼｭﾚｼｭﾀ･ｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~560年)
555年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾗﾝｽ王ﾃｳﾃﾞﾊﾞﾙﾄﾞ→ﾗﾝｽはｿﾜ
  ｿﾝ王ｸﾛﾀｰﾙ1世に渡る
555年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Chram｣(~560年)
555年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ｶﾞﾘｳﾞｧﾙﾄﾞ1世(~591年)
555年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Mailcon( Bridei1世)｣(~584年死去)
555年1月27日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝1年12月19日|<死去>梁第4代皇帝｢世祖孝元帝(蕭繹)｣西魏軍に殺され
  る
555年1月27日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝1年12月19日|<即位>梁第5代皇帝｢敬帝(蕭方智)｣(~555年7月1日)
555年2月7日-08:00|中国|  ||柔然･登叔子1年|<死去>柔然可汗国｢郁久閭鄧叔子｣突厥に処刑される
555年2月7日-08:00|中国|  ||高昌･建昌1年|<即位>高昌国王｢高昌王麹寶茂｣(~561年)建昌(-560年)と改元
555年2月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南梁･承聖4年|<死去>前李朝国王｢桃郎王李天宝｣病死
555年2月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南梁･承聖4年|<即位>前李朝国王｢後李南帝李仏子｣分割統治(⇒571年単独統治~6
  02年死去)
555年2月7日-08:00|中国|  ||後梁･大定1年1月|<即位>後梁第1代皇帝｢中宗宣帝(蕭ｻﾂ)｣13歳(~562年)元号を大
  定と定めて自立
555年4月7日-08:00|中国|  ||北齊･天保6年3月|北斉の軍司尉瑾と儀同三司蕭軌が皖城を落とす/晋州刺史蕭恵
  が州ごと降伏/丙戌､北斉は東関を征服
555年6月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第59代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｷﾞﾘｳｽ｣
555年7月1日-08:00|中国|  ||南梁･天成1年5月27日|<即位>梁第6代皇帝｢閔帝蕭淵明｣(~10月29日)天成(-10月)
  と改元
555年7月5日-08:00|中国|  ||北齊･天保6年;柔然･登叔子1年6月|北斉帝が柔然を親征/北斉帝自ら矢石を犯して
  戦い､大勝利
555年10月2日-08:00|中国|  ||南梁･天成1年9月|梁の陳覇先､王僧弁を囚え同日処刑
555年10月29日-08:00|中国|  ||南梁･天成1年9月29日|<即位>梁第5代皇帝｢敬帝(蕭方智)｣(~557年11月16日)､紹
  泰(-556年8月)と改元
555年10月29日-08:00|中国|  ||南梁･天成1年9月29日|<廃位>梁第6代皇帝｢閔帝蕭淵明｣
555年11月30日-08:00|中国|  ||南梁･紹泰1年;北齊･天保6年11月|北斉､姑熟に侵攻/北斉､また建康を攻めるが
  敗走/徐嗣徽ふたたび建康に迫り冶城寺を攻めるが陳覇先､これを迎撃大破
555年12月29日-08:00|中国|  ||南梁･紹泰1年;北齊･天保6年12月|陳覇先､淮水沿岸にて柳達磨らと戦い大破/援
  軍,北斉より来襲し陳覇先これを大破
555年12月29日-08:00|中国/ﾄﾙｺ|  ||突厥･木杆2年;柔然･登叔子1年12月|突厥の木杆可汗がｴﾌﾀﾙ族(柔然)と闘い
  ､滅ぼす(～567)/木杆可汗の領土は､東は遼海から､西は西海へ至り､東西一万里､南は砂漠以北の南北五､六千
  里にも及んだ
556年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ﾂｧｽ2世｣(~?)
556年1月28日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||突厥･木杆3年;吐谷渾･夸呂22年|この年､突厥が吐谷渾を服属
556年1月28日-09:00|韓国/日本|  ||欽明17年1月|倭国､兵士1000名を送り百済を救援
556年2月26日-08:00|中国|  ||南梁･紹泰2年2月|陳菁と周文育は軽兵で会稽を襲撃し張彪は敗北/陳菁は､麾下
  の将章昭達へ追撃させ､斬った
556年4月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第60代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾟﾗｷﾞｳｽ1世｣(~05610304死去)
556年5月25日-08:00|中国|  ||南梁･紹泰2年;北齊･天保7年5月|梁軍が北斉軍の趙彦深の部隊を破る
556年6月23日-08:00|中国|  ||南梁･紹泰2年;北齊･天保7年6月|陳覇先､北斉軍を攻め大勝/北斉の将､全員が処
  刑される
556年10月19日-08:00|中国|  ||南梁･太平1年9月|梁の蕭方智が太平(-557年10月)と改元
557年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ族が東ﾛｰﾏ皇帝ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ一世の許可のもとﾊﾟﾝﾉﾆｱに移住
557年1月16日-08:00|中国|  ||北周･孝閔帝1年12月|<即位>北周第1代皇帝｢孝閔帝(宇文覚)｣(~10月殺される)
557年1月16日-08:00|中国|  ||西魏･恭帝3年12月|<退位>西魏第3代皇帝｢恭帝(元廓)｣宇文護に迫られて､周公宇
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  文覚に帝位を禅譲(~557年死去)
557年2月15日-08:00|中国|  ||北齊･天保8年;北周･孝閔帝2年1月|北斉の南安城主馮顕が､北周へ降伏
557年3月16日-08:00|中国|  ||南梁･太平2年2月|広州刺史蕭勃､叛乱/南江州刺史余孝頃､挙兵/陳覇先､周文育､
  侯安都に命じて防がせ,周文育ら大勝し平定
557年4月15日-09:00|韓国|  ||百済･威徳王4年3月|百済の王子余昌､王位に就く(威徳王)
557年4月15日-08:00|中国|  ||南梁･太平2年3月|陳覇先は､欧陽危を衡州刺史として､嶺南を攻撃､諸郡は皆降伏
  ､嶺南は平定された
557年6月13日-08:00|中国|  ||南梁･太平2年5月|余孝頃降伏
557年11月5日-08:00|中国|  ||北周･孝閔帝2年9月28日|<死去>北周初代皇帝｢孝閔帝(宇文覚)｣殺される
557年11月5日-08:00|中国|  ||北周･明帝1年9月28日|<即位>北周第2代皇帝｢世祖明帝(宇文毓)｣宇文泰の長男(~
  武成2年4月20日(560年5月30日)死去)
557年11月7日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･陽原王13年10月|かつての首都の丸都城で城主の朱理が反乱/乱は鎮圧さ
  れて朱理は誅殺された
557年11月7日-08:00|中国|  ||陳･永定1年10月|周文育ら､王琳と郢州沌口に戦い大敗
557年11月16日-08:00|中国|  ||陳･永定1年10月10日|<即位>陳初代皇帝｢高祖武帝(陳霸先)｣梁の敬帝(15)から
  禅譲を受け(~559年8月9日)､永定(-559年12月)と改元
557年11月16日-08:00|中国|  ||南梁･太平2年10月10日|<退位>梁第5代皇帝｢敬帝(蕭方智)｣
558年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾙｼｱ王｢Chararic｣
558年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ｢Ariamir｣(~561年)
558年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Garban mac Domangairt｣
558年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Comghaill｣(~574年死去)
558年4月4日-08:00|中国|  ||南梁･天啓1年3月|王琳､郢州に梁の永嘉王蕭宗を擁立し､梁の正統を唱える/天啓(
  -560年2月)と改元
558年7月2日-08:00|中国|  ||陳･永定2年6月|周敷が余孝頃の別城を攻撃し､城は落ちた
558年7月31日-08:00|中国|  ||陳･永定2年7月|江州刺史周迪､王琳軍と戦い､その将李孝欽､樊猛､余孝頃を捕ら
  える
558年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾊﾟﾘ王ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ1世→ﾊﾟﾘはｿﾜｿﾝ王ｸﾛﾀｰﾙ1世に渡る
  (ﾌﾗﾝｸ王国再統一)
559年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||西部ｲﾝﾄﾞでﾏｲﾄﾗｶ朝ｸﾞﾊｾｰﾅが隆起
559年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Ida Eoppan sunu｣
559年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Alla Yffan sunu｣(~588年死去)
559年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Glappa｣(~560年)
559年3月24日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･陽原王15年3月|<死去>高句麗王｢陽原王｣
559年3月24日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･平原1年3月|<即位>高句麗王｢平原王｣(~590年)
559年6月21日-08:00|中国|  ||陳･永定3年5月|熊曇朗､陣中に周文育を殺害し､その軍を奪って叛乱
559年7月20日-08:00|中国|  ||陳･永定3年6月|侯安都の部隊､常衆愛らを大破し､周炅を生け捕る
559年8月9日-08:00|中国|  ||陳･永定3年6月21日|<死去>陳初代皇帝｢高祖武帝(陳霸先)｣病に倒れる/57歳
559年8月9日-08:00|中国|  ||陳･永定3年6月21日|<即位>陳第2代皇帝｢世祖文帝(陳ｾﾝ)｣(~566年5月31日)
559年9月18日-08:00|中国|  ||北周･武成1年8月|北周の明帝が皇帝を名乗り,武成(-560年12月)と改元
559年11月25日-08:00|中国|  ||北齊･天保10年10月10日|<死去>北斉第1代皇帝｢顕祖文宣帝(高洋)｣
559年11月25日-08:00|中国|  ||北齊･天保10年10月10日|<即位>北斉第2代皇帝｢廃帝(高殷)｣(~560年8月､太皇太
  后の令により高殷は廃位)
560年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~575年)
560年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Ganadeva｣(~565年)
560年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kittisiri Meghavanna｣Mogallana2世の息子(~561年)
560年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾊﾞﾗｽﾞﾀﾞｯﾄ｣(~564年)
560年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾙﾎﾞｲｰﾉ｣ｱｳﾄﾞｩｲﾝの子(⇒568年,ﾛｰﾏ軍に勝利してｶﾞｳｼ朝ｲﾀﾘｱ王国を
  成立させる~5720628暗殺される)
560年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Firminus｣(~571年)
560年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国首都をﾋﾟﾚﾈｰ山脈の北のﾄﾛｻからﾄﾚﾄﾞへと移した
560年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｷｭﾝﾘｯﾁ｣
560年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾁｪｳﾘﾝ｣(~592年)
560年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｱｰｽﾌｫｯﾄﾞｳ｣(~595年)
560年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｨｱﾗ王｢Alla｣(~589年)
560年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Adda｣(~568年)
560年2月12日-08:00|中国|  ||陳･天嘉1年1月|陳の陳ｾﾝが天嘉(-566年2月)と改元
560年2月12日-08:00|中国|  ||北齊･乾明1年1月|北斉の廃帝殷が乾明(-8月)と改元
560年3月13日-08:00|中国|  ||南梁･天啓3年2月|梁第7代皇帝｢蕭荘｣北周との戦いに敗れ梁朝滅亡
560年4月11日-08:00|中国|  ||陳･天嘉1年3月|蕭荘麾下だった郢州刺史孫､州をもって陳に降る/江州刺史周迪､
  熊曇朗を討ち首を建康に送る
560年5月30日-08:00|中国|  ||北周･武成2年4月20日|<死去>北周第2代皇帝｢世祖明帝(宇文毓)｣宇文護に毒殺さ
  れる
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560年5月31日-08:00|中国|  ||北周･武成2年4月21日|<即位>北周第3代皇帝｢高祖武帝(宇文ﾖｳ)｣宇文泰の四男(~
  宣政元年6月1日(05780621)死去)
560年9月6日-08:00|中国|  ||北齊･皇建1年8月|<即位>北斉第3代皇帝｢粛宗孝昭帝(高演)｣(~561年11月24日､落
  馬の怪我が原因で晋陽宮に崩御)皇建(-561年11月)と改元
560年9月6日-08:00|中国|  ||北齊･皇建1年8月|<廃位>北斉第2代皇帝｢廃帝(高殷)｣太皇太后の令により
560年9月6日-08:00|中国|  ||北周･武成2年;陳･天嘉1年8月|北周の賀若敦､兵一万を率いて武周武陵に侵攻/武
  州刺史呉明徹､これを防げず巴陵に退く
560年11月4日-08:00|中国|  ||陳･天嘉1年;北周･武成2年10月|陳の侯真は楊葉州にて北周の独孤盛軍を撃破
561年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Maha Naga｣(~564年)
561年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ6世｣｣ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ5世の兄弟の息子(~?)⇒｢ﾊﾞｸﾘｳｽ3世｣ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ6
  世の息子(~580年死去､王権はﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世によって廃止)
561年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ｢Theodemar｣(~570年死去)
561年1月2日-08:00|中国|  ||陳･天嘉1年;北周･武成2年12月|周の巴陵城主尉遅憲が陳に降伏
561年2月1日-08:00|中国|  ||高昌･建昌1年|<即位>高昌国王｢高昌王麹乾固｣麹宝茂の子(~601年)延昌と改元(~6
  01年)
561年2月1日-08:00|中国|  ||陳･天嘉2年;北周･保定1年1月|北周の湘州刺史殷亮が降伏してきて､湘州が平定さ
  れた/武陵､天門､南平､義陽､河東､宜都郡がことごとく平定された
561年2月1日-08:00|中国|  ||北周･保定1年1月|北周の武帝が保定(-565年12月)と改元
561年3月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第60代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾟﾗｷﾞｳｽ1世｣
561年7月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第61代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ3世｣(~05740713死去)
561年7月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･威徳王8年;新羅･真興王22年7月|欽明天皇の援軍や任那と呼応して新
  羅に攻め込んだが新羅の策略にはまり敗北して撤退
561年10月24日-08:00|中国|  ||陳･天嘉2年10月|霍州の異民族､西山蛮､陳に降る
561年11月24日-08:00|中国|  ||北齊･大寧1年11月2日|<死去>北斉第3代皇帝｢粛宗孝昭帝(高演)｣落馬の怪我が
  原因で晋陽宮に崩御
561年11月24日-08:00|中国|  ||北齊･大寧1年11月2日|<即位>北斉第4代皇帝｢世祖武成帝(高湛)｣(~565年4月､長
  男の高緯に帝位を譲り)大寧(-562年4月)と改元
561年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢ｸﾛﾀｰﾙ1世｣
561年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国4人の息子間で分割;ｿﾜｿﾝ(→ﾈｳ
  ｽﾄﾘｱ)王｢ｷﾙﾍﾞﾘｸ1世｣(~584.9),ﾊﾟﾘ王｢ｶﾘﾍﾞﾙﾄ1世｣(~567.12),ｵﾙﾚｱﾝ(→ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ)王｢ｸﾞﾝﾄﾗﾑ｣(~05920128),ﾗﾝｽ
  とﾒｽ(→ｱｳｽﾄﾗｼｱ)王｢ｼｷﾞﾍﾞﾙﾄ1世｣(~575年)
561年12月22日-08:00|中国|  ||陳･天嘉2年12月|縉州刺史留異､王琳に応じて叛乱
562年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ﾀﾐﾙ叙事詩｢ﾏﾆﾒｰﾊﾗｲ｣が成立
562年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬのﾎｽﾛｰ1世､ｻｳﾞｨﾙ･ﾊｻﾞｰﾙ族を撃破する
562年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｻｻﾝ朝ﾎｽﾛｰ1世がﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ帝と50年の平和条約を締結
562年1月21日-08:00|中国|  ||後梁･天保1年|<即位>西面可汗第1代可汗｢室點密可汗(室点蜜､瑟帝米､ｲｽﾃﾐ､ｼﾙｼﾞ
  ﾌﾞﾛｽ､ﾃﾞｨｻﾞﾌﾞﾛｽ)｣(~576年)大葉護の子､伊利可汗の弟
562年1月21日-08:00|中国|  ||後梁･大定8年1月|<死去>後梁第1代皇帝｢中宗宣帝(蕭ｻﾂ)｣
562年2月19日-08:00|中国|  ||後梁･天保1年2月|<即位>後梁第2代皇帝｢世祖明帝(蕭ｷ)｣(~天保24年(585年)5月)
  天保(-585年)と改元
562年3月21日-08:00|中国|  ||陳･天嘉3年閏2月|江州刺史周迪､留異に応じて叛乱､挙兵
562年3月21日-08:00|中国|  ||陳･天嘉3年閏2月|陳朝廷は五銖銭を改鋳/新五銖銭は､一個で鵝眼銭十個に相当
562年4月19日-08:00|中国|  ||陳･天嘉3年3月|侯安都､桃枝嶺に留異を撃破し､留異は晋安に敗走
562年5月19日-08:00|中国|  ||北齊･河清1年4月|北斉の武成帝が河清(-565年4月)と改元
562年8月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･開国12年7月|新羅が大伽耶を滅ぼし､加羅諸国を収める/朝鮮半島南
  東部はすべて新羅の領域となった
562年8月16日-09:00|日本/韓国|  ||欽明23年7月|大将軍紀男麻呂宿禰を新羅討伐へ派遣
562年8月16日-09:00|日本/朝鮮|  ||欽明23年7月|大伴連狭手彦を高麗討伐へ派遣
562年9月14日-09:00|朝鮮/日本|  ||欽明23年8月|大伴連狭手彦を遣わし数万の兵で高麗を撃破
562年10月14日-08:00|中国|  ||陳･天嘉3年9月|周迪､降伏
562年10月14日-08:00|中国|  ||陳･天嘉3年9月|日蝕起こる
562年12月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世が､再度聖ｿﾌｨｱ寺院を奉献
563年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｴﾌﾀﾙがﾃｭﾙｸ(突厥)とｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱの挟撃にあい滅亡(～567)
563年2月9日-08:00|中国|  ||陳･天嘉4年1月|周迪軍は壊滅
563年4月30日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ﾌﾞｯﾂ･ﾁｬﾝ｣(~06280123)
563年10月3日-08:00|中国|  ||陳･天嘉4年9月|周迪､ふたたび兵を挙げ臨川に迫る
563年12月1日-08:00|中国|  ||陳･天嘉4年11月|章昭達が､周迪を大破
564年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi1世｣(~598年)
564年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾁﾎﾙ･ｳﾞｨｼｭﾅｽﾌﾟ｣(~572年)
564年1月29日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･開国14年;北齊･河清3年|この年､新羅が北斉に遣使
564年1月29日-08:00|中国|  ||後梁･天保3年|<即位>陰平君主｢楊法深｣(~580年)
564年1月29日-08:00|中国|  ||北周･保定4年;北齊･河清3年|北周の大将軍田弘が北斉の辺境を侵していた宕昌
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  王梁彌定を討伐､滅亡させ､その地を宕州とした
564年3月28日-08:00|中国|  ||北齊･河清3年3月|北斉､律令を下す
564年10月21日-08:00|中国|  ||陳･天嘉5年10月|周迪が再び東興へ出､宣城太守銭粛は城ごと周迪へ降伏/呉州
  刺史陳詳は迎撃したが大敗北
564年12月19日-08:00|中国|  ||陳･天嘉5年11月|章昭達､建安に陳宝応を大破し､陳宝応､留異を捕らえ建康に送
  る/二将処刑
565年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣
565年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范梵志｣(~629年死去)
565年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾐｭｱﾁｬｰﾀｲ｣初代ｷﾘｽﾄ教上王(~566年)､｢ﾌｫﾙｶﾞｽ･ﾏｯｸ･ﾐｭ
  ｱﾁｬｰﾀｲｸﾞ｣(~566年)
565年2月16日-09:00|日本|  ||欽明26年|このころ出雲が服属し､大和朝廷が全国を制覇
565年5月16日-08:00|中国|  ||北齊･天統1年4月|<即位>北斉第5代皇帝｢後主(高緯)｣(~577年1月)､天統(-569年4
  月)と改元
565年5月16日-08:00|中国|  ||北齊･天統1年4月|<退位>北斉第4代皇帝｢世祖武成帝(高湛)｣長男の高緯に帝位を
  譲り
565年8月12日-08:00|中国|  ||陳･天嘉6年7月|文帝は程霊洗に周迪を攻撃させ､撃破/臨川太守駱文牙､周迪を捕
  殺しその首を建康に送る
565年11月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世大帝｣82歳(誕生483年)
565年11月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾕｽﾃｨﾇｽ2世｣ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ1世の甥(~05781005)
566年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｲﾝﾐｭｱ･ﾏｯｸ･ｾﾄﾅｲ｣(~569年没)
566年2月6日-08:00|中国|  ||北周･天和1年1月|北周の武帝が天和(-572年3月)と改元
566年3月7日-08:00|中国|  ||陳･天康1年2月|陳第2代皇帝｢世祖文帝(陳ｾﾝ)｣が天康(-12月)と改元
566年5月31日-08:00|中国|  ||陳･天康1年4月27日|<死去>陳第2代皇帝｢世祖文帝(陳ｾﾝ)｣(45歳)
566年5月31日-08:00|中国|  ||陳･天康1年4月27日|<即位>陳第3代皇帝｢廃帝臨海王(陳伯宗)｣(~光大2年(568年)
  11月)
566年8月2日-08:00|中国|  ||北周･天和1年7月|北周の随桓公楊忠が卒し子息の楊堅が襲爵
567年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Gangadeva｣(~573年)
567年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｷｰﾙﾃｨｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~592年)
567年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱはｱｳﾞｧｰﾙ･ﾊﾝ国の一部(~827年)
567年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾊｻﾞｰﾙ族､ﾌﾞﾙｶﾞﾙ族､突厥可汗国に征服される(～571)
567年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ族がﾊﾟﾝﾉﾆｱのｹﾞﾙﾏﾝ系ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ族を駆逐し､ﾊﾟﾝﾉﾆｱを完全支配する(ｱｳﾞｧｰﾙ汗
  国成立)
567年1月26日-08:00|中国|  ||陳･光大1年1月|陳の陳伯宗が光大(-568年12月)と改元
567年5月24日-08:00|中国|  ||陳･光大1年5月|安南将軍､湘州刺史華皎､兵を挙げ叛乱
567年10月19日-08:00|中国|  ||陳･光大1年;北周･天和2年9月|北周の長胡公元定､郢州に来襲,造反した華皎軍
  と合流/淳于量がこれと戦い大破/華皎､単身江陵に逃れ元定囚われる
567年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｱﾀﾅｷﾞﾙﾄﾞ｣
567年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾊﾟﾘ王ｶﾘﾍﾞﾙﾄ1世→ﾊﾟﾘはﾈｳｽﾄﾘｱ王ｷﾙﾍﾞﾘｸ1世に渡る
568年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｸﾞﾗｽﾙﾌ1世｣(~584年)
568年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾘｳｳﾞｧ1世｣(~572年)､｢ﾚｵｳﾞｨｷﾞﾙﾄﾞ｣(~05860421)共同統治
568年-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺはﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞが支配(~760年)
568年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Athelric｣on｣Idaの息子(~572年)
568年2月14日-08:00|中国|  ||後梁･天保7年|呉明徹は江陵へ進攻､梁の将軍の馬武と吉徹が呉明徹を攻撃して
  敗った
568年2月14日-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｺ|  ||突厥･木杆15年|西突厥の可汗ｼﾙｼﾞﾌﾞｰﾙが東ﾛｰﾏ帝国へ貿易使節を派遣
568年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙがﾊﾟﾝﾉﾆｱを支配(~805年頃)
568年7月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･大昌1年6月|新羅の第24代真興王が大昌(-571年末)と改元
568年8月9日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･大昌1年;陳･光大2年7月|新羅が陳に遣使
568年12月5日-08:00|中国|  ||陳･光大2年11月|<廃位>陳第3代皇帝｢廃帝臨海王(陳伯宗)｣臨海王に降下
569年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾑﾝﾃﾞｨｰﾙ3世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣(~581年)
569年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨｳﾒはﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ王国の一部(~7740605)
569年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王ｱﾙﾎﾞｲｰﾉ､ﾐﾗｰﾉを占領(半島先端部は東ﾛｰﾏ帝国)
569年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾊﾞｴﾀﾝ･ﾏｯｸ･ﾐｭｱﾁｪﾙﾀｲｸﾞ｣(~572年)､｢ｴｵｶｲﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ｣(~572年
  )
569年1月4日-08:00|中国|  ||北齊･天統4年12月|北斉の太上皇帝(武成帝)没/32歳
569年2月2日-08:00|中国|  ||陳･太建1年1月|<即位>陳第4代皇帝｢高宗宣帝(陳ｷﾞｮｸ)｣(~582年2月17日)太建(-58
  2年12月)と改元
569年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾙﾎﾞｲｰﾉ｣ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄ王ｱｳﾄﾞｩｲﾝの子.ﾛｰﾏ軍に勝利してｶﾞｳｼ朝ｲﾀﾘｱ王
  国を成立させる(~5720628死去)
569年10月26日-08:00|中国|  ||陳･太建1年10月|左衛将軍欧陽､広州に拠って兵を挙げ叛乱
570年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧﾙﾄﾞ2世｣(~600年)
570年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｻｻﾝ朝ﾎｽﾛｰ1世がｲｴﾒﾝを征服
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570年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾌﾞ･ｷﾗﾌﾞ･ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣(~582年)
570年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾙｼｱ｢Theodemar｣
570年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ｢Miro｣(~583年死去)
570年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｧﾛｱﾙﾄﾞ1世｣建国(~592年死去)
570年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Pedr ap Cyngar｣
570年1月22日-08:00|中国|  ||北齊･武平1年1月|北斉の後主が武平(-576年12月)と改元
570年1月23日-08:00|中国/韓国|  ||百済･威徳王17年;北齊･武平1年|百済･威徳王が北斉の後主に使節を送る
570年2月21日-08:00|中国|  ||陳･太建2年2月|陳の司空章昭達は軍艦で突撃,欧陽乞軍は大敗し欧陽乞は捕らえ
  られ建康の市で斬られた/広州を平定
570年4月21日-08:00|中国|  ||陳･太建2年4月|廃帝､臨海王陳伯宗没/19歳
570年7月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･大昌3年;陳･太建2年6月|新羅より朝貢の使者至る
570年8月17日-08:00|中国|  ||陳･太建2年;後梁･天保9年7月|陳の司空章昭達が､後梁を攻撃/梁主は周の総管陸
  騰と共に防戦/章昭達は退却
570年12月13日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･平原12年;陳･太建2年11月|高句麗より朝貢の使者至る
571年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>前李朝｢趙越王趙光復｣
571年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>前李朝国王｢後李南帝李仏子｣後李南帝と称す
571年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｿﾞｯﾄ｣建国(~591年)
571年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王国ﾊﾟｳﾞｨｰｱを首都に
571年5月24日-09:00|日本|  ||欽明32年4月15日|第29代天皇欽明天皇､死去/63歳(誕生:(継体)3(509))
571年6月9日-08:00|中国|  ||北齊･武平2年;北周･天和6年5月|北斉の段韶が北周を攻撃し撃破
572年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ3世ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣反ｲﾗﾝ反乱の指導者(~573年)
572年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｺﾞﾛﾝ･ﾐﾍﾗﾝ｣ﾎｽﾗｳ1世から反乱鎮圧を任されたｲﾗﾝの将軍(~57
  4年)
572年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾘｳｳﾞｧ1世｣(→ﾚｵｳﾞｨｷﾞﾙﾄﾞの単独統治に)
572年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾊﾞｴﾀﾝ･ﾏｯｸ･ﾆﾈﾀﾞ｣(~586年)
572年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Theodric｣(~579年)
572年1月31日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢1年|<死去>突厥可汗国第3代可汗｢木汗可汗(ﾑｶﾝｶｶﾞﾝ､俟斤､燕都)｣
572年1月31日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢1年|<即位>突厥可汗国第4代可汗｢他鉢可汗(ﾀﾄﾊﾟﾙｶｶﾞﾝ)｣(~581年)木汗
  可汗の弟
572年1月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･鴻済1年1月|新羅の第24代真興王が鴻済(-584年1月)と改元
572年3月30日-08:00|中国|  ||北周･建德1年3月|北周の武帝が建徳(-578年3月)と改元
572年4月30日-09:00|日本|  ||敏達1年4月3日|<即位>第30代｢敏達天皇｣(~585年)百済大井(奈良県広陵町百済)
  に宮を造る
572年6月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾙﾎﾞｲｰﾉ｣妻に暗殺される
572年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾚｰﾌｨ｣ｱﾙﾎﾞｲｰﾉの重臣､諸侯に推されて即位(~574年12月
  ､暗殺される)
572年9月23日-08:00|中国|  ||陳･太建4年9月|日蝕
572年12月21日-08:00|中国|  ||北周･建德1年12月|北周の武帝､宇文護を殺し親政
573年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ3世ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ保護領下(~577年)
573年5月17日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年4月|前の巴州刺史魯廣達が合肥の南で北斉軍と戦い撃
  破/辛酉､北斉と陳は石梁で戦い北斉軍大敗/甲子､南焦太守徐曼が石梁城を落とした
573年6月16日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年5月|瓦梁城が降伏､陽平郡が降伏/廬江城､歴陽城が落
  ち､合肥､北高唐郡が降伏/斉昌の外城､東関の東･西二城が落ち､秦州城､瓜歩･胡墅二城が降伏
573年7月15日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年6月|郢州刺史李宗が摂口城を落とした/任忠が合州外
  城を落とす/程文季が､ｹｲ州を抜いた/宣毅司馬の湛陀は､新蔡城を落とした/黄法毛は合州に勝ち､呉明徹は仁
  州を抜いた
573年8月14日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年7月|北斉の尚書左丞陸騫軍は陳の西陽太守周日と遭遇
  ,周日は大勝利/周日は､その余勢で巴州に勝った/呉明徹は峽口まで進軍し､北岸城を撃破/淮北､絳城及び穀陽
  の士民が､城主を殺して降伏
573年9月12日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年8月|山陽城､于台城そして青州の東海城と次々に降伏/
  戎昭将軍徐敬弁が海安城に勝ち､侯敬泰等が晋州に勝った
573年10月12日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年9月|陽平城､斉安城が降伏/馬頭城､楚子城､黄城で勝
  ち､郭黙城が降伏/湛陀が斉昌城に勝った
573年11月10日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年10月|陳の呉明徹､寿陽城を下し､王琳を捕らえ斬る｡
  北斉軍､穎口に来襲するも､樊毅が撃破す｡湛ﾁ､斉昌城を下す
573年12月10日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年11月|淮蔭城が降伏/陳軍は､更に二つの城を落とす/
  魯廣達は､北斉の南徐州を攻撃して落とした
574年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Comghaill｣
574年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedan mac Garbain｣(~6090417死去)
574年1月8日-08:00|中国|  ||陳･太建5年;北齊･武平4年12月|焦城が降伏/任忠が霍州城を下す
574年2月7日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高句麗･平原16年;敏達3年|高句麗の使人が越に来着し上京
574年2月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･鴻済3年|新羅で皇龍寺の大仏が完成
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574年2月7日-08:00|中国|  ||陳･太建6年|南安王は造反/南安王は敗北し､川へ飛び込んで自殺
574年2月7日-08:00|中国|  ||陳･太建6年;北齊･武平5年1月|金陵城が降伏,広陵一帯を制圧
574年3月8日-08:00|中国|  ||陳･太建6年2月|日蝕
574年6月5日-08:00|中国|  ||北周･建德3年5月|北周の武帝､仏教･道教を禁止
574年7月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第61代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ3世｣
574年8月29日-08:00|中国|  ||北周･建德3年7月27日|衛王は造反/乙酉､衛王は蕭章門を急襲/尉遅運に衛王軍は
  大敗
574年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾚｰﾌｨ｣身辺護衛兵に暗殺された
575年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｶﾝﾌﾞｼﾞｬ･ﾗｼﾞｬ･ﾗｸｼｭﾐ女王｣(~580年)
575年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Manadeva2世｣(~576年)
575年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢ｼﾝﾊｳﾞｨｼｭﾇ｣(~600年)
575年-03:00|ｲﾗｸ/ｲｴﾒﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｱの南ｱﾗﾋﾞｱへの侵入
575年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｼｷﾞﾍﾞﾙﾄ1世→<
  即位>ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ2世(~595年)
575年1月27日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|敏達4年|藤ﾉ木古墳がこのころ築造
575年1月27日-08:00|中国|  ||陳･太建7年;北齊･武平6年1月|樊毅､潼州城を下す
575年2月26日-08:00|中国|  ||陳･太建7年;北齊･武平6年2月|樊毅､下ﾋ､高柵など六城を攻略
575年3月8日-09:00|日本/韓国|  ||百済･威徳王22年2月11日|百済より外交使節が来朝
575年5月1日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||敏達4年4月6日|朝鮮半島に外交使節派遣/吉子金子を新羅へ派遣/吉子
  木蓮子を任那へ派遣/吉子訳語彦を百済へ派遣
575年6月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第62代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ1世｣(~05790730死去)
575年6月24日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･鴻済4年6月|新羅より外交使節が来朝
575年9月15日-08:00|中国|  ||北周･建德4年;北齊･武平6年8月25日|丁未､武帝は河陰大城を攻撃し､落とす/斉
  王憲は武済を抜く/更に進んで洛口を包囲し東西の二城を抜いた
575年9月21日-08:00|中国|  ||陳･太建7年;北齊･武平6年9月|陳の車騎大将軍呉明徹が北斉の彭城を攻撃し､数
  万の斉軍を撃破
575年10月20日-08:00|中国|  ||陳･太建7年;北齊･武平6年閏9月|陳の車騎大将軍呉明徹､呂梁において北斉軍を
  破る
575年12月18日-09:00|日本|  ||敏達4年11月|広姫皇后､薨去/立后してから一年にも満たない死であった
576年-03:00|ｲﾗｸ/ｲｴﾒﾝ|  |||ﾎｽﾛｰ1世､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国と戦い､ｲｴﾒﾝを征服し､ｻｻﾝ朝最大の領域を占める
576年2月15日-08:00|中国|  ||北周･建德5年|<死去>西面可汗第1代可汗｢室點密可汗(室点蜜､瑟帝米､ｲｽﾃﾐ､ｼﾙｼﾞ
  ﾌﾞﾛｽ､ﾃﾞｨｻﾞﾌﾞﾛｽ)｣
576年2月15日-08:00|中国|  ||北周･建德5年|<即位>西面可汗第2代可汗｢達頭可汗(ﾃﾝ厥､歩迦可汗､ﾀﾙﾄﾞｩｶｶﾞﾝ)｣
  (~603年)室点蜜の子
576年2月15日-08:00|中国/ﾄﾙｺ|  ||突厥･佗鉢5年|ﾋﾞｻﾞﾝﾂ帝国と突厥可汗国との戦争､開始される
576年9月9日-09:00|韓国|  ||新羅･鴻済5年8月|<死去>新羅王｢真興王｣
576年9月9日-09:00|韓国|  ||新羅･鴻済5年8月|<即位>新羅王｢真智王｣(~579年)
576年9月9日-08:00|中国|  ||北周･建德5年;吐谷渾･夸呂42年8月|皇太子は吐谷渾を討ち､伏俟城まで戻ってき
  た
576年12月1日-08:00|中国|  ||北周･建德5年;北齊･武平7年10月25日|庚午､北斉の行台左丞侯子欽が北周へ降伏
  /晋州は落ちた
576年12月7日-08:00|中国|  ||北周･建德5年;北齊･武平7年11月|北周武帝は退却
577年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑ最初の禅宗宗派ｳﾞｨﾆﾀﾙﾁが形成
577年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾀﾑﾎｽﾗｳ｣ﾎｽﾗｳ1世が指名したｲﾗﾝ貴族(~580年)
577年1月5日-08:00|中国|  ||北齊･隆化1年12月|北斉5代後主､隆化(-12月)と改元
577年1月10日-08:00|中国|  ||北周･建德5年;北齊･隆化1年12月6日|庚戌､北周の諸軍が集結/後主は潘叔妃と共
  に逃げ北斉軍は大敗
577年1月11日-08:00|中国|  ||北周･建德5年12月7日|辛亥､武帝は平陽へ入城
577年2月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･平原19年;北周･建德6年|この年､高句麗が北周に遣使
577年2月4日-08:00|中国|  ||北齊･承光1年1月|<即位>北斉第6代皇帝｢幼主(高恒)｣8歳(~3月滅亡)､承光(-3月)
  と改元
577年2月4日-08:00|中国|  ||北齊･承光1年1月|<退位>北斉第5代皇帝｢後主(高緯)｣
577年2月22日-08:00|中国|  ||北周･建德6年;北齊･承光1年1月19日|癸巳､北周軍は業を包囲して西門を焼いた/
  北斉軍が出撃したが､北周軍は､これを撃破
577年2月23日-08:00|中国|  ||北周･建德6年;北齊･承光1年1月20日|甲午､武帝はｷﾞｮｳへ入城
577年4月4日-08:00|中国|  ||北周･建德6年3月|<廃位>北斉第6代皇帝｢幼主(高恒)｣北周の武帝が､北斉の国都ｷﾞ
  ｮｳを陥落せしめ北斉を滅ぼした/北周の華北統一なる
577年10月27日-09:00|韓国|  ||新羅･鴻済6年;百済･威徳王24年10月|百済の侵攻を受け一善郡の付近で撃破し
  て3700人を捕らえたり首級を挙げたりした
577年10月28日-08:00|中国|  ||陳･太建9年;北周･建德6年10月|呉明徹､呂梁に進出し北周の梁士彦と戦い破る/
  梁士彦､彭城に籠城
577年11月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||百済･威徳王24年;北周･建德6年11月|百済､北周に遣使
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577年12月25日-08:00|中国|  ||陳･太建9年12月|高寶寧が､黄龍にて高紹義を推戴/高紹義は皇帝を潜称し､武平
  と改元
578年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Tytila｣Wuffaの息子(~616年死去)
578年3月20日-08:00|中国|  ||北周･建徳7年;陳･太建10年2月26日|呉明徹が北周の将王軌と戦い大敗,陳軍壊滅
  /甲子､呉明徹は北周に囚われ長安にて死す
578年3月24日-08:00|中国|  ||北周･宣政1年3月|北周の武帝が宣政(-12月)と改元
578年4月23日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢7年;北周･宣政1年4月|突厥が北周の幽州へ来寇し､吏民を殺戮･略奪
578年5月22日-08:00|中国|  ||北周･宣政1年;突厥･佗鉢7年5月|突厥が北周の幽州へ来寇し､吏民を殺戮･略奪
578年6月21日-08:00|中国|  ||北周･宣政1年6月1日|<死去>北周第3代皇帝｢高祖武帝(宇文ﾖｳ)｣病死(享年36)
578年6月21日-08:00|中国|  ||北周･宣政1年6月1日|<即位>北周第4代皇帝｢宣帝(宇文贇)｣(~大象2年5月24日(58
  0年6月22日)死去)
578年8月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･鴻済7年;百済･威徳王25年7月|新羅が百済に対して閼也山城を割譲
578年8月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･鴻済7年;陳･太建10年7月|新羅が陳に対して朝貢を行った
578年10月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾕｽﾃｨﾇｽ2世｣
578年10月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ2世｣ﾕｽﾃｨﾇｽ2世の娘婿(~05820814死
  去)
578年12月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||突厥･佗鉢7年;北周･宣政1年11月|突厥が北周の辺域を荒らし回った
579年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Frithuwald｣(~585年)
579年1月13日-08:00|中国|  ||陳･太建10年12月|合州の廬江蛮田伯興､樅陽を侵すが合州刺史魯広達が平定
579年2月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第25代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ1世｣
579年2月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第26代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世｣(~590年)黄金時代を築く
579年2月12日-08:00|中国|  ||北周･大成1年1月|北周の宣帝が大成(-2月)と改元
579年3月14日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢8年;北周･大象1年2月|佗鉢可汗が北周へ講和を求めた
579年4月1日-08:00|中国|  ||北周･大象1年2月20日|<即位>北周｢静帝(宇文闡)｣宣帝の子(~5810304､隋王楊堅に
  帝位禅譲,北周滅亡)/大象(-580年12月)と改元
579年4月1日-08:00|中国|  ||北周･大象1年2月20日|<退位>北周第4代皇帝｢宣帝(宇文贇)｣
579年6月10日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢8年;北周･大象1年5月|突厥はﾍｲ州を襲撃
579年6月10日-08:00|中国|  ||北周･大象1年5月|襄国郡を趙国､済南郡を陳国､武當･安當の二郡を越国､上党郡
  を代国､新野郡をﾄｳ国とし､それぞれ一万戸の食邑で趙王招､陳王純､越王盛､代王達､ﾄｳ王迥を下国させた
579年7月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第62代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ1世｣
579年8月8日-08:00|中国|  ||陳･太建11年7月|新たに六銖銭を通貨と定める
579年8月24日-09:00|韓国|  ||新羅･鴻済8年7月17日|<死去>新羅王｢真智王｣
579年8月24日-09:00|韓国|  ||新羅･鴻済8年7月17日|<即位>新羅王｢真平王｣(~632年)
579年11月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第63代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾟﾗｷﾞｳｽ2世｣(~05900207死去)
579年12月24日-08:00|中国|  ||北周･大象1年;陳･太建11年11月20日|北周は再び淮南攻撃/戊申､韋孝寛は寿陽
  を､杞公亮が黄城を､梁士彦が廣僚を抜いた
579年12月27日-08:00|中国|  ||北周･大象1年;陳･太建11年11月23日|辛亥､今度はｶｸ州を取った
580年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾊﾞｳﾞｧｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~600年)
580年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾊﾞｸﾘｳｽ3世｣王権はﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世によって廃止
580年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾗｰｽﾞ･ｳﾞｽﾞｰﾙ｣ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世が指名したｲﾗﾝ貴族(~581年)
580年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｱｸｽﾑ王国､南ｱﾗﾋﾞｱに遠征
580年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Riderch Hael｣(~614年死去)
580年1月10日-08:00|中国|  ||北周･大象1年;陳･太建11年12月8日|乙丑､周軍は焦州､北徐州を落とした/江北の
  土地は､全て周の領土となった
580年2月2日-08:00|中国|  ||突厥･佗鉢9年;北周･大象2年|突厥は北周へ入貢
580年4月1日-08:00|中国|  ||北周･大象2年3月|杞公亮が造反/夜､杞公亮は数百騎を率いて韋孝寛を攻撃したが
  ､勝てずに逃げた/韋孝寛は､追撃して､杞公亮を斬る
580年6月21日-08:00|中国|  ||北周･大象2年5月24日|<死去>北周｢天元皇帝(宇文贇)｣/享年22
580年6月28日-08:00|中国|  ||北周･大象2年6月|この月､周の豫･荊･襄三州の蛮が造反し､郡県を攻め破った
580年8月26日-08:00|中国|  ||陳･太建12年8月|陳の淳于陵､臨江軍を制圧/智武将軍魯広達､郭黙城を下す
580年8月26日-08:00|中国|  ||北周･大象2年8月|北周の于仲文は､檀譲と戦い大勝利/進軍して梁郡を攻略/更に
  ､曹州刺史の李仲康を捕らえ､成武も抜き､金郷も占領/于文仲は席毘羅軍を撃い大勝/檀譲を捕らえた
580年9月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Cadoc｣
580年9月25日-08:00|中国|  ||北周･大象2年9月|6月に反旗を翻した北周の宿将尉遅迥に司馬消難､王謙他､大勢
  の州刺史が呼応したが鎮圧された
580年9月25日-08:00|中国|  ||陳･太建12年;北周･大象2年9月|北周の臨江太守劉顕光､来降､北周の将王延貴､歴
  陽を救うべく来援するも任忠これを大破し､王延貴を捕らえる
580年11月18日-08:00|中国|  ||陳･太建12年10月26日|梁睿が蜀の王謙を攻撃/王謙は破れ新都へ走ったが捕ら
  えられた/戊寅､梁睿は王謙と高阿那肱を斬り剣南を平定
580年11月23日-08:00|中国|  ||陳･太建12年11月|達奚儒が楊永安を破り､沙州も平定
581年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾊﾟﾌﾗﾌ｣ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~582年)
581年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ6世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾑﾝﾃﾞｨｰﾙ｣(~583年)
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581年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢Cynric｣
581年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢Ceawlin｣(~588年)
581年1月21日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略1年|<死去>突厥可汗国第4代可汗｢他鉢可汗(ﾀﾄﾊﾟﾙｶｶﾞﾝ)｣
581年1月21日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略1年|<即位>西突厥初代可汗｢阿波可汗(大邏便､ｱﾊﾟｶｶﾞﾝ)｣木汗可汗の
  子(~587.4死去)
581年1月21日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略1年|<即位>突厥可汗国第5代可汗｢阿史那菴羅｣(~581年)他鉢可汗の
  子⇒<即位>突厥可汗国第6代可汗｢沙鉢略可汗(ｲｼｭﾊﾞﾗｶｶﾞﾝ､摂図)｣(~587年)乙息記可汗の子
581年1月21日-08:00|中国|  ||北周･大定1年1月|北周の静帝が大定(-2月)と改元
581年3月4日-08:00|中国|  ||隋･開皇1年2月13日|<即位>隋初代皇帝｢文帝(楊堅)｣(~604年8月13日),開皇(-600
  年)と改元
581年3月4日-08:00|中国|  ||隋･開皇1年2月13日|<退位>北周第5代皇帝｢静帝(宇文闡)｣隋に禅譲/北周は滅亡
581年10月14日-08:00|中国|  ||陳･太建13年;隋･開皇1年9月|陳の将軍周羅候が､隋の故墅を攻めて抜いた/蕭摩
  訶は､江北を攻撃/隋は､上柱国の長孫覧と元景山を行軍元帥として､陳を攻撃
581年11月12日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||百済･威徳王28年;隋･開皇1年10月|百済が随に遣使､隋が百済王に帯
  方郡公を授与
582年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾌﾗﾊﾄ｣ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~588年)
582年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王｢Selyf ap Cynan｣(~616年死去)
582年1月10日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･平原23年;隋･開皇1年12月|高句麗が随へ遣使､隋が高句麗王
  に遼東郡公を授与
582年2月9日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年1月|ﾍｲ州に河北道行台を設置/益州に西南道行台を設置
582年2月9日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年;陳･太建14年1月|隋の元景山が漢口へ進軍し曾山を攻撃/陳は迎撃し
  たが敗北
582年2月17日-08:00|中国|  ||陳･太建14年1月10日|<死去>陳第4代皇帝｢高宗宣帝(陳ｷﾞｮｸ)｣/始興王が造反した
  結果首を斬られ､新安王も乱戦の中で戦死
582年2月17日-08:00|中国|  ||陳･太建14年1月10日|<即位>陳第5代皇帝｢後主(陳叔宝)｣(~禎明3年(589年)1月)
582年3月10日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年2月|隋の文帝は停戦を命じた
582年5月8日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年;突厥･沙鉢略2年4月|隋の大将軍韓僧寿が､鶏頭山にて突厥を撃破/上
  柱国の李充は河北山にて突厥を撃破
582年6月7日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略2年;隋･開皇2年5月|高寶寧が突厥を率いて隋の平州へ来寇､長城内へ
  侵入
582年7月7日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年;突厥･沙鉢略2年6月|隋へ来寇した突厥を､隋の上柱国李光が馬邑にて
  撃退/突厥は､今度は蘭州へ来寇しが､涼州総管賀婁子幹が撃退
582年7月7日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年6月|隋､新都大興城を旧長安城の南西に造営
582年8月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ2世｣
582年8月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾏｳﾘｷｳｽ｣ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ2世の娘婿(~06021122亡命)
582年12月31日-08:00|中国|  ||隋･開皇2年;突厥･沙鉢略2年12月|隋の行軍総管達奚長儒は周槃にて突厥の沙鉢
  略可汗と遭遇/突厥は退却/柱国馮昱が乙弗泊で､蘭州総管叱列長叉が臨兆で､上柱国李祟が幽州で､全て突厥に
  敗北/沙鉢略可汗は退却
583年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ6世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣⇒｢ｱﾙ=ﾇｰﾏﾝ7世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ･ｱﾌﾞ･ｷﾗﾌﾞ｣⇒｢
  ｱﾙ=ｱｲﾊﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔﾊﾞﾗｰ｣(~614年)
583年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾙｼｱ｢Miro｣
583年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Desiderius｣(~587年死去)､｢Bladast｣(~587年)
583年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢Eboric｣(~584年)
583年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｽﾗﾌﾞ族とｱｳﾞｧｰﾙ族がﾄﾞﾅｳ川を南下しﾊﾞﾙｶﾝ方面へ進出
583年1月29日-08:00|中国|  ||陳･至德1年1月|陳の陳叔宝が至徳(-586年12月)と改元
583年2月27日-08:00|中国|  ||陳･至德1年;隋･開皇3年2月|陳の後主は､散騎常侍賀徹を修好の使者として隋へ
  派遣
583年3月9日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略3年;隋･開皇3年2月10日|突厥が隋の北辺へ来寇/衞王は己卯､沙鉢略
  可汗と白道にて遭遇大勝利
583年3月9日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年2月10日以降|幽州総管陰寿は､十万の軍勢を率いて盧龍塞から出撃し､
  高寶寧を攻撃/高寶寧は､城を棄てて碩北へ逃げた/和龍の諸県は全て平定
583年3月29日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年3月|隋の文帝楊堅が都を大興に定める
583年4月28日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年4月|度支尚書を民部､都官尚書を刑部と改称/光禄､衞尉､鴻臚寺及び
  都水台を廃止
583年5月27日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年;突厥･沙鉢略3年5月|隋の行軍総管李晃が､摩那度口にて突厥を撃破/
  隋の秦州総管竇栄定は突厥の阿波可汗と高越原にて対峙し阿波可汗は､屡々敗北
583年5月27日-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||突厥･沙鉢略3年;西突厥･達頭9年5月|沙鉢略可汗と可汗の位を争い敗北
  した木杵可汗の子が､西面可汗のﾀﾙﾄﾞｩに身を寄せ､沙鉢略可汗とﾀﾙﾄﾞｩの対立が表面化､ﾃｭﾙｸ(突厥)が東西に分
  裂する
583年6月26日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略3年;隋･開皇3年6月|突厥が幽州へ来寇/隋の幽州総管廣宗総公李祟
  の軍が全滅
583年10月22日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年10月|河南道行台省を廃止して､秦王を秦州総管とし､隴右の諸州を
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  悉くその指揮下へ入れた
583年11月21日-08:00|中国|  ||隋･開皇3年11月|文帝は諸郡をなくして､全て州とした
584年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｷﾞｽﾙﾌ1世｣ｸﾞﾗｽﾙﾌ1世の子(~590年)
584年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Gundoald｣(~584年)
584年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｳﾀﾘ｣ｸﾚｰﾌｨの子(~05900905死去)
584年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢ｱﾝﾃﾞｶ｣(~585年)
584年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ/ｺﾙﾄﾞﾊﾞを占領
584年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国が北ｲﾀﾘｱのﾗｳﾞｪﾝﾅに総督府を設置
584年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Mailcon(Bridei1世)｣
584年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Domhnaill(Gartnait2世)｣(~601年死去)
584年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｸﾚｵﾀﾞ｣(~593年)
584年3月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建福1年2月|新羅の第26代真平王が建福(-633年末)と改元
584年3月17日-08:00|中国|  ||西突厥･達頭10年;隋･開皇4年2月|突厥の蘇尼部の男女一万余人が隋に降伏/継い
  で､突厥の達頭可汗が隋へ降伏
584年3月24日-09:00|日本/韓国|  ||敏達13年2月8日|新羅使を派遣/難波吉子木蓮子を新羅使に起用
584年5月16日-08:00|中国|  ||隋･開皇4年4月|隋の上大将軍賀婁子幹が五州の兵を徴発して吐谷渾を攻撃/吐谷
  渾の男女一万余人を殺し､二十日余りで帰国
584年6月15日-08:00|中国|  ||隋･開皇4年5月2日|契丹の莫賀弗､隋に使を遣わし､大将軍を拝す
584年7月14日-08:00|中国|  ||隋･開皇4年6月|随が渭水から黄河にいたる広通渠を造る
584年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ王ｷﾙﾍﾞﾘｸ1世
584年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ王ｸﾛﾀｰﾙ2世(~06291018死去)
584年10月10日-09:00|日本|奈良県橿原市|敏達13年9月|蘇我馬子､仏殿を造営/蘇我馬子は石川の自邸に､仏殿を
  造営し百済から伝来した仏像を安置
584年10月10日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略4年;隋･開皇4年9月|何度も敗北した沙鉢略可汗は､隋へ和親を請う
  た
585年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ公｢Eulalius｣(~590年)
585年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢Malaric｣(~同年西ｺﾞｰﾄ国に滅ばされる)
585年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Hussa｣(~593年)
585年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ国がｽｴｳﾞｨ王国を征服､滅ぼす
585年3月7日-08:00|中国|  ||隋･開皇5年2月|隋､11万人を動員して長城を築く
585年3月21日-09:00|日本|奈良県橿原市|敏達14年2月15日|蘇我馬子､仏塔建立/大野丘の北方に建立
585年4月5日-08:00|中国|  ||陳･至德3年3月|豊州刺史章大宝､州によりて叛乱
585年5月4日-09:00|日本|  ||敏達14年3月30日|仏教排斥を唱える物部守屋が､仏像･寺院等を焼打ち
585年5月5日-08:00|中国|  ||陳･至德3年4月|陳景詳､章大宝を斬りその首を建康に送る
585年5月12日-08:00|中国|  ||隋･開皇5年4月8日|契丹の多弥､隋に使を遣わす
585年6月3日-08:00|中国|  ||後梁･天保24年5月|<死去>後梁第2代皇帝｢世祖明帝(蕭ｷ)｣
585年6月3日-08:00|中国|  ||後梁･天保24年5月|<即位>後梁第3代皇帝｢後主(蕭琮)｣(~587年)
585年8月2日-08:00|中国|  ||突厥･沙鉢略5年;隋･開皇5年7月|沙鉢略可汗は隋軍と共に阿波可汗を攻撃し撃破
585年9月14日-09:00|日本|  ||敏達14年8月15日|<死去>第30代天皇敏達天皇/48歳(誕生:(宣化)4(538))
585年9月29日-08:00|中国|  ||隋･開皇5年;陳･至德3年9月|陳の将軍湛文徹が､隋の和州を攻撃したが､隋の儀同
  三司費宝首が迎撃して捕らえた
585年10月3日-09:00|日本|  ||敏達14年9月5日|<即位>第31代用明天皇(大兄皇子)(~587年)磐余に池辺双槻宮を
  造営
585年10月29日-08:00|中国|  ||陳･至德3年10月|丹丹国より朝貢の使者至る
585年12月27日-08:00|中国|  ||高句麗･平原王27年;陳･至德3年12月|高麗国より朝貢の使者至る
586年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Rhun Hir ap Maelgwn｣
586年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｴﾄﾞ･ﾏｯｸ･ｱｲﾝﾐｭｱ｣(~598年)
586年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Beli ap Rhun｣(~599年死去)
586年1月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･平原28年|高句麗の第25代平原王が長安城に都を移す
586年1月26日-08:00|中国|  ||隋･開皇6年|党項ｷｮｳが隋に降伏
586年1月26日-08:00|中国|  ||後梁･広運1年1月|後梁の蕭琮が広運(-587年9月)と改元
586年4月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｵｳﾞｨｷﾞﾙﾄﾞ｣
586年4月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｶﾚﾄﾞ1世｣(~601.12死去)
586年5月23日-09:00|日本|奈良県桜井市|用明1年5月|三輪逆(不明)豪族.物部守屋に討たれる
587年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ｼｬｼｬｰﾝｶがﾍﾞﾝｶﾞﾙ地方を支配
587年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Desiderius｣
587年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Austrovald｣(~589年)
587年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｽﾚｯﾀﾞ｣ｴｼｭｳｨﾈの息子(~604年)
587年2月13日-09:00|日本|京都府京都市中京区|用明2年|聖徳太子が六角堂(頂法寺)創建
587年2月13日-08:00|中国|  ||西突厥･泥利1年|<即位>西突厥第2代可汗｢泥利可汗(ﾆﾘｶｶﾞﾝ)｣鞅素特勤の子､木汗
  可汗の孫(~604年戦死)
587年2月13日-08:00|中国|  ||東突厥･突利1年|<即位>東突厥初代可汗｢啓民可汗(染干)｣(~609年)沙鉢略可汗の
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  子､都藍可汗の弟
587年2月13日-08:00|中国|  ||陳･禎明1年1月|陳の陳叔宝が禎明(-589年正月)と改元
587年2月14日-08:00|中国|  ||隋･開皇7年1月|隋の文帝が科挙を創始､諸州から毎年3人を推挙させる
587年5月13日-08:00|中国|  ||西突厥･泥利1年4月|<死去>西突厥初代可汗｢阿波可汗(大邏便､ｱﾊﾟｶｶﾞﾝ)｣東突厥
  に捕えられた
587年5月14日-09:00|日本|奈良県桜井市|用明2年4月2日|中臣勝海(不明)豪族.迹見赤檮に殺害された
587年5月21日-09:00|日本|  ||用明2年4月9日|<死去>第31代天皇用明天皇/48歳(誕生:(欽明)1(540))
587年7月17日-09:00|日本|  ||用明2年6月7日|大臣蘇我馬子､大后額田部皇女の命を奉じ佐伯丹経手･土師磐村･
  的真噛らに穴穂部皇子を殺害させる
587年7月18日-09:00|日本|  ||用明2年6月8日|大臣蘇我馬子､佐伯丹経手･土師磐村･的真噛らに宅部皇子も殺害
  させる
587年8月16日-09:00|日本|  ||用明2年7月7日|<丁未の役>蘇我馬子･聖徳太子ら,物部守屋を滅ぼす
587年9月8日-08:00|中国|  ||隋･開皇7年;後梁･広運2年8月|隋の文帝楊堅が後梁を平定
587年9月9日-09:00|日本|  ||用明2年8月2日|<即位>第32代崇峻天皇(泊瀬部皇子)(~592年)
587年10月8日-08:00|中国|  ||隋･開皇7年;後梁･広運2年9月|<廃位>後梁第3代皇帝｢後主(蕭琮)｣隋の文帝が後
  梁国を廃止
587年10月11日-08:00|中国|  ||隋･開皇7年9月4日|丙子､反乱をたくらんだ宇文忻､梁士彦,劉方が処刑された
587年11月6日-08:00|中国|  ||隋･開皇7年10月|文帝は襄州へ山南行台を設置して､秦王俊を尚書令とした
588年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾌﾗﾙﾃｨﾝ｣ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ4世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~590年)
588年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｸﾞｱﾗﾑ1世｣(~590年)
588年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Alla Yffan sunu｣
588年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢Ceolric Cuthwulfes sunu｣(~594年死去)
588年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelric Idan sunu｣(~592年死去)
588年11月24日-08:00|中国|  ||突厥･都藍1年11月|<死去>突厥可汗国第6代可汗｢沙鉢略可汗(ｲｼｭﾊﾞﾗｶｶﾞﾝ､摂図)
  ｣西方の隣国を攻撃している最中､流れ矢に当たって
588年11月24日-08:00|中国|  ||突厥･都藍1年11月|<即位>突厥可汗国第7代可汗｢葉護可汗(ﾔﾌﾞｸﾞｶｶﾞﾝ､処羅侯)｣
  摂図の弟(すぐに死去)⇒<即位>突厥可汗国第8代可汗｢頡伽施多那都藍可汗(雍虞閭)｣(~開皇19年(599年)12月)
  摂図の子
588年11月24日-08:00|中国|  ||隋･開皇8年;陳･禎明2年11月|隋軍､長江を渡り陳と開戦/陳の将軍戚昕､狼尾灘
  で隋の楊素軍に大敗
589年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Sereus｣(~592年)
589年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国ﾚｶﾙﾄﾞ一世は､第三回ﾄﾚﾄﾞ公会議にてｱﾘｳｽ派からｶﾄﾘｯｸに改宗し､ｱﾘ
  ｳｽ派の反乱を鎮圧
589年1月22日-09:00|日本|京都府京都市東山区|崇峻2年|聖徳太子によって八坂氏の氏寺として法観寺(八坂の
  塔)創建
589年1月27日-08:00|中国|  ||隋･開皇9年1月6日|庚午､賀若弼が京口を抜き､陳の南徐州刺史黄恪を捕らえた
589年1月28日-08:00|中国|  ||隋･開皇9年1月7日|辛未､韓擒虎は姑孰へ進攻し､半日で抜いた/隋のｷ州総管王世
  積は九江から水軍を出し､ｷ口にて陳の将軍紀真を斬った
589年2月2日-08:00|中国|  ||隋･開皇9年1月12日|<死去>陳第5代皇帝｢後主(陳叔宝)｣隋が江南の王朝､陳を滅ぼ
  し､天下を統一
589年2月10日-08:00|中国|  ||隋･開皇9年1月20日|甲申､陳軍は総崩れとなり､五千人の死者を出した
590年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Shivadeva1世｣(~604年)
590年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ｶﾄﾞｩﾝｺﾞｰﾝ｣(~620年)
590年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾐｭｾﾞﾙ2世ﾏﾐｺﾆｱﾝ｣ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝによって任命(~591年)
590年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣(~627年)
590年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第27代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ2世｣⇒第28代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾊﾞﾊﾗｰﾑ6世｣(~591年死去)
590年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ君主｢ﾕﾃﾞｨｶｴﾙ｣ﾄﾞｩﾑﾉﾆｱとﾌﾞﾛﾖﾛｽのﾌﾞﾘﾄﾝ人の王国を統一(~640年退位)
590年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢ｴｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣(~06160224死去)
590年2月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第63代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾟﾗｷﾞｳｽ2世｣
590年2月10日-08:00|中国|  ||隋･開皇10年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢卑示閉練｣(~619年)
590年9月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第64代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ1世｣(~06040312死去)
590年9月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｳﾀﾘ｣
590年9月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱｷﾞﾙﾙﾌｫ｣ｸﾚｰﾌｨの甥､ｱｳﾀﾘの従兄弟(~615年12月)
590年11月3日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･平原32年10月|<死去>高句麗王｢平原王｣(~590年)
590年11月3日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･嬰陽1年10月|<即位>高句麗王｢嬰陽王｣(~618年)
591年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第28代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾊﾞﾊﾗｰﾑ6世｣
591年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<復位>ｻｻｰﾝ朝第29代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ2世｣(~06280225~2.28死去);第30代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｳﾞｨ
  ｽﾀﾑ｣(~596年死去)
591年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｷﾞｽﾙﾌ2世｣ｷﾞｽﾙﾌ1世の子(~611年死去)
591年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾀｯｼﾛ1世｣(~610年死去)
591年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱﾚｰｷ1世｣(~641年死去)
591年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝのﾏｳﾘｷｵｽがｶﾙﾀｺﾞに総督府を設置
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591年1月30日-08:00|中国|  ||吐谷渾･世伏1年|<死去>吐谷渾第17代可汗｢夸呂｣
591年1月30日-08:00|中国|  ||吐谷渾･世伏1年|<即位>吐谷渾第18代可汗｢世伏｣第17代可汗｢夸呂｣の子(~597年
  死去)
591年1月31日-08:00|中国|  ||吐谷渾･世伏1年;隋･開皇11年|吐谷渾は､隋へ入貢
591年3月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･建福8年2月|新羅､外交機関･倭典設置
592年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ﾏﾝｶﾞﾚｰｼｬ｣(~610年)
592年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾋﾞﾝﾀﾞﾄｶﾝ｣｢ﾅｸﾍﾞﾌｧｶﾞﾝ｣｢ﾒﾗｸﾊﾞｳﾄ｣｢ﾔｽﾞﾃﾞﾝ｣｢ﾌﾞｰﾄﾏ｣(~605年)
592年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｧﾛｱﾙﾄﾞ1世｣
592年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢Chlothar2世｣(~6291018死去)
592年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾘｳﾙﾌ｣(~602年死去)
592年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelric Idan sunu｣
592年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾁｪｵﾙ｣(~597年)
592年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelfrith Athelrices sunu｣(~616年戦死)
592年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ｸﾞﾝﾄﾗﾑ→ｵﾙﾚｱﾝはｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ
  世に渡る
592年12月12日-09:00|日本|  ||崇峻5年11月3日|<死去>第32代｢崇峻天皇｣蘇我馬子の命で東漢直駒により暗殺
  される
593年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢Creoda Cynewaldes sunu｣
593年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾆｼｱ王｢Athelfrith｣Athelricの息子(~616年戦死)
593年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾋﾟｭﾊﾞ･Creodan sunu｣(~606年死去)
593年1月15日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|崇峻5年12月8日|大后額田部皇女､豊浦宮で33代:推古天皇と
  して即位～06280307
593年2月7日-09:00|日本|  ||推古1年|聖徳太子,四天王寺創建<和宗総本山/大阪府>【日本仏教の最初の寺】
593年2月7日-09:00|日本|広島県廿日市市|推古1年|厳島神社創建<市杵島姫命･田心姫命･湍津姫命を祀る>
593年5月15日-09:00|日本|  ||推古1年4月10日|聖徳太子が推古天皇の摂政に就任/国政総理の職掌を皇室に取
  り戻す
594年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽの｢ﾌﾗﾝｸ史｣が完結
594年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢Ceolric Cuthwulfes sunu｣
594年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ･Cuthwulfes sunu｣(~611年死去)
594年1月27日-09:00|日本|京都府京都市左京区|推古2年|聖徳太子,用明天皇の菩提を弔うために寂光院創建<天
  台宗>
594年1月27日-08:00|中国|  ||隋･開皇14年|関中で旱害が起こり大勢の民が餓死
594年1月27日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･建福11年;隋･開皇14年|新羅が初めて随に遣使､楽浪郡公を授け
  られる
595年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Amshuvarma｣(~621年)
595年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ･ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｷﾙﾃ
  ﾞﾍﾞﾙﾄ2世
595年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾀｯｼﾛ1世(~610年)
595年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ2世(~613年),ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ﾃｳﾃﾞ
  ﾍﾞﾙﾄ2世(~612年)
595年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾂ王｢Gartnait2世｣
595年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｱｰｽﾙｲｽ｣(~630年)
595年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Arthur map Petr｣(~615年)
595年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Nechtan nepos Uerb｣(~616年)
595年2月15日-08:00|中国|  ||隋･開皇15年|隋が州県の下僚も中央からの任命制にし､官僚制の中央集権化を図
  る
596年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第30代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｳﾞｨｽﾀﾑ｣
596年11月26日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|推古4年11月|蘇我馬子,飛鳥寺(法興寺)建立終了
597年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Sledda Ascwines sunu｣
597年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Saeberht Sleddan sunu｣(~616年死去)
597年1月24日-08:00|中国|  ||吐谷渾･伏允1年|<死去>吐谷渾第18代可汗｢世伏｣大乱が勃発,国人に殺される
597年1月24日-08:00|中国|  ||吐谷渾･伏允1年|<即位>吐谷渾第19代可汗｢伏允｣第18代可汗｢世伏｣の弟(~635年
  死去)
597年1月24日-08:00|中国|  ||隋･開皇17年|桂州の俚帥李光仕が造反､周法尚が単独で討伐に向かった/李光仕
  は敗戦､追撃を受けて斬り殺された
597年2月22日-08:00|中国|  ||隋･開皇17年2月|太平公史万歳が南寧のｷｮｳを撃ち､平定
597年8月18日-08:00|中国|  ||隋･開皇17年7月|桂州の李世賢が造反/虞慶則を桂州道行軍総管として李世賢を
  討伐させた
597年12月15日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||新羅･建福14年;推古5年11月|難波吉土磐金を新羅に遣わす
598年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi2世｣Aggabodhi1世の甥で義理の息子(~608年)
598年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｴﾄﾞ･ｽﾚｲﾝ･ﾏｯｸ･ﾃﾞｨｱﾏﾄ｣｢ｺﾙｸ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ｣(~604年)
598年2月12日-09:00|日本|千葉県君津市|推古6年|聖徳太子,鹿野山神野寺創建<真言宗智山派>
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598年4月12日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||隋･開皇18年;高句麗･平原王40年3月|隋の文帝が高句麗に遠征軍30万
  人を派遣､高句麗王が謝罪し矛を納める
599年-01:00|ｱﾌﾘｶ|  |||このころ､ｱﾌﾘｶのｻﾍﾙ地域にﾗｸﾀﾞが普及
599年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Tytila｣
599年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Beli ap Rhun｣
599年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Radwald｣Tytilaの息子(~624年死去)
599年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Iago ap Beli｣(~616年死去)
599年1月2日-09:00|韓国|  ||百済･恵王1年12月|<死去>百済王｢威徳王｣
599年1月2日-09:00|韓国|  ||百済･恵王1年12月|<即位>百済王｢恵王｣(~599年)
599年2月1日-09:00|韓国|  ||百済･法王1年|<死去>百済王｢恵王｣
599年2月1日-09:00|韓国|  ||百済･法王1年|<即位>百済王｢法王｣(~600年)
599年2月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||突厥･都藍12年;東突厥･突利13年|都藍可汗は達頭可汗と連合して突利可汗
  を攻撃/両軍は長城の下で戦い､突利可汗は大敗し長安に逃れた
599年5月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||隋･開皇19年;突厥･都藍12年4月|隋の高潁は上国柱趙仲卿軍を派遣し突厥
  と交戦大破
599年5月26日-09:00|日本|  ||推古7年4月27日|<推古地震>大和で倒潰家屋を生じた地震/地震による被害の記
  述としてはわが国最古/舎屋(殿舎や家屋)がことごとく破壊された
599年10月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||隋･開皇19年;突厥･都藍12年10月|達頭可汗が来寇して隋の韓洪の軍は大
  敗/趙仲卿は楽寧鎮からこれを攻撃し千余の首級を挙げた
599年10月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||東突厥･啓民13年10月|突利可汗を意利珍豆啓民可汗と改称させた
599年12月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･法王1年12月|殺生禁止令を出す
599年12月23日-08:00|中国|  ||突厥･都藍12年12月|<死去>突厥可汗国第8代可汗｢頡伽施多那都藍可汗(雍虞閭)
  ｣自分の麾下に殺された
600年-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾎﾟﾘﾈｼｱ人がｿｼｴﾃ諸島からﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ方面へ移住
600年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ﾒﾝﾃﾗｸﾄｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~615年)
600年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾓﾍﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~616年)
600年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢ﾏﾍｰﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~630年)
600年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾝﾃﾞｽ地方でﾃｨｱﾜﾅｺｲﾃﾞ文化がひろがる
600年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾟﾘﾈｼｱ人がﾊﾜｲ諸島へ進出
600年1月21日-09:00|日本|大阪府大阪市浪速区|推古8年|今宮戎神社創建
600年1月21日-08:00|中国/日本|  ||推古8年;隋･開皇20年|第1回遣隋使を派遣
600年1月21日-08:00|中国/ﾈﾊﾟｰﾙ|  ||隋･開皇20年|ﾁﾍﾞｯﾄ仏教がﾈﾊﾟｰﾙ経由で中国へ伝来
600年3月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||推古8年;新羅･真平王21年2月|任那が新羅の5城を攻め､新羅が降伏(
  倭国は任那を救援に出兵)
600年5月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||隋･開皇20年;東突厥･啓民14年4月|達頭可汗が辺境を荒らし､晋王､楊素､
  秦王､史万歳が出撃/達頭可汗は逃げ出した
600年6月17日-09:00|韓国|  ||百済･法王2年5月|<死去>百済王｢法王｣
600年6月17日-09:00|韓国|  ||百済･法王2年5月|<即位>百済王｢武王｣(~641年)


